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(57)【要約】
【課題】便失禁を処置するための本体ライナおよび方法を提供すること。
【解決手段】本明細書では、本体ライナと、１つ以上の本体ライナを使用して偶発的腸管
漏出を処置するための方法とが説明される。本体ライナは、１つ以上のライナ層から形成
されてもよく、場合によっては、本体ライナを着用者の皮膚に接続するように１つ以上の
接着領域を備えてもよい。本体ライナは、流体を吸収するように構成されてもよく、本体
ライナに対して流体を選択的に分配してもよい。一実施形態において、便失禁を処置する
ためのデバイスは、少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて
構成された本体ライナを備え、本体ライナは、身体対面側および後側を有し、本体ライナ
の身体対面側に少なくとも１つの吸収ライナ層および１つ以上の接着領域を備える。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　偶発的腸管漏出（ａｃｃｉｄｅｎｔａｌ　ｂｏｗｅｌ　ｌｅａｋａｇｅ）を処置するた
めのデバイスであって、前記デバイスは、
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成された十分に
吸収性の本体ライナであって、前記本体ライナは、上シートを備え、前記上シートは、第
１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、および第３
の方向へ第３のウィッキング速度で、前記上シート内の流体を移動させるように構成され
、前記第１および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあり、前記第１の方向は、前記
第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の
方向は、前記本体ライナの前記面と垂直であり、前記上シートは、前記上シートにおける
前記第３のウィッキング速度が前記上シートにおける前記第１および第２のウィッキング
速度よりも大きいように構成されている、本体ライナ
　を備える、デバイス。
【請求項２】
　前記本体ライナは、コア部材をさらに備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記コア部材は、円形または楕円である、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記本体ライナは、裏シートをさらに備え、前記裏シートは、前記上シートの形状と同
一である形状を有する、請求項２に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記裏シートおよび前記上シートは、少なくとも部分的に相互に接合されている、請求
項４に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの周囲で相互に接合されている、請求項
５に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの少なくとも８０パーセントが接合され
ないままであるように、相互に接合されている、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記上シートは、前記上シートにおける前記第１のウィッキング速度が、前記上シート
における前記第２のウィッキング速度より大きいように構成されている、請求項１に記載
のデバイス。
【請求項９】
　前記第１の方向は、前記本体ライナの縦軸と平行である、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成されている、請求項１に記載
のデバイス。
【請求項１１】
　前記本体ライナの少なくとも９０パーセントは、１つ以上の生分解性材料から形成され
ている、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記本体ライナは、縦軸をさらに備え、前記上シートの形状は、前記縦軸の第１の側の
第１の突出部と、前記縦軸の第２の側の第２の突出部とを備える、請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項１３】
　前記本体ライナは、ユーザの皮膚を和らげるように構成されている活性剤をさらに備え
る、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１４】
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　前記本体ライナは、防臭化合物をさらに備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記本体ライナは、障壁要素をさらに備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記本体ライナは、少なくとも１．３５ｇ／ｇの全体的吸収性指数を備える、請求項１
に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記本体ライナは、縦軸を備え、前記本体ライナは、前記縦軸の第１の側の第１の突出
部と、前記縦軸の第２の側の第２の突出部とを備える形状を有する、請求項１に記載のデ
バイス。
【請求項１８】
　前記本体ライナは、前記縦軸の前記第１の側の第３の突出部と、前記縦軸の前記第２の
側の第４の突出部とをさらに備える形状を有する、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記本体ライナは、身体対面表面と、前記身体対面表面と反対側の後表面とをさらに備
え、前記後表面は、０．１５未満である摩擦係数を有する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記後表面は、０．１０未満である摩擦係数を有する、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記本体ライナは、身体対面表面をさらに備え、前記身体対面表面は、０．２５より大
きい摩擦係数を有する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記身体対面表面は、０．３０より大きい摩擦係数を有する、請求項２１に記載のデバ
イス。
【請求項２３】
　偶発的腸管漏出（ａｃｃｉｄｅｎｔａｌ　ｂｏｗｅｌ　ｌｅａｋａｇｅ）を処置するた
めのデバイスであって、前記デバイスは、
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成された本体ラ
イナであって、前記本体ライナは、縦軸と、身体対面表面と、前記身体対面表面と反対側
の後表面とを有する、本体ライナ
　を備え、前記本体ライナは、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくとも１つの
接着領域を備え、
　前記本体ライナは、上シートと、裏シートと、超吸収性部材とを含む複数の液体吸収性
ライナ層から形成され、
　前記上シートは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキ
ング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記上シート内の流体を移動
させるように構成され、前記第１および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあり、前
記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記第２の方向と垂
直であり、前記第３の方向は、前記本体ライナの前記面と垂直であり、前記上シートは、
前記上シートにおける前記第３のウィッキング速度が前記上シートにおける前記第１およ
び第２のウィッキング速度よりも大きいように構成されている、デバイス。
【請求項２４】
　前記超吸収性部材は、円形または楕円である、請求項２３に記載のデバイス。
【請求項２５】
　前記裏シートは、前記上シートの形状と同一である形状を有する、請求項２３に記載の
デバイス。
【請求項２６】
　前記裏シートおよび前記上シートは、少なくとも部分的に相互に接合されている、請求
項２３に記載のデバイス。
【請求項２７】
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　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの周囲で相互に接合されている、請求項
２６に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの少なくとも８０パーセントが接合され
ないままであるように、相互に接合されている、請求項２７に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記上シートは、前記上シートにおける前記第１のウィッキング速度が、前記上シート
における前記第２のウィッキング速度より大きいように構成されている、請求項２３に記
載のデバイス。
【請求項３０】
　前記第１の方向は、前記縦軸と平行である、請求項２９に記載のデバイス。
【請求項３１】
　前記本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成されている、請求項２３に記
載のデバイス。
【請求項３２】
　前記本体ライナの少なくとも９０パーセントは、１つ以上の生分解性材料から形成され
ている、請求項３１に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願への相互参照）
　本願は、米国仮特許出願第６１／５９３，０５２号（２０１２年１月３１日出願、名称
「ＡＢＬ　ＦＬＵＳＨＡＢＬＥ　ＷＩＰＥ／ＢＯＤＹ　ＬＩＮＥＲ」）、米国仮特許出願
第６１／６４９，７４９号（２０１２年５月２１日出願、名称「ＢＯＤＹ　ＬＩＮＥＲ　
ＦＯＲ　ＡＮＡＬ　ＬＥＡＫＡＧＥ」）、米国意匠出願第２９／４２２，４６１号（２０
１２年５月２１日出願、名称「ＢＯＤＹ　ＬＩＮＥＲ　ＦＯＲ　ＡＮＡＬ　ＬＥＡＫＡＧ
Ｅ」）、および、米国意匠出願２９／４３７，５３０号（２０１２年１１月１６日出願、
名称「ＢＯＤＹ　ＬＩＮＥＲ　ＦＯＲ　ＡＮＡＬ　ＬＥＡＫＡＧＥ」）に基づく優先権を
主張し、これによって、その各々の内容は、その全体が参照によって援用される。
【０００２】
　（分野）
　本明細書では、便失禁を処置するための本体ライナおよび方法が説明される。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　便失禁としても知られている偶発的腸管漏出（ａｃｃｉｄｅｎｔａｌ　ｂｏｗｅｌ　ｌ
ｅａｋａｇｅ、ＡＢＬ）は、世界中で何百万人にも影響を及ぼす、広汎性の消耗性症状で
ある。ＡＢＬは、典型的には、肛門から離れて進行し、臀裂および潜在的に罹患者の衣服
を汚し得る、糞便または別様に汚染された水分を含む、少量（典型的には、約１ｍｌ以下
）の粘弾性腸排出物によって特徴付けられる。（肛門が肛門括約筋によって開放されたと
きに起こる）排便とは対照的に、ＡＢＬと関連付けられる排出は、括約筋が締められたと
きでさえも起こり得る。ＡＢＬは、多くの場合、予測不可能であり、罹患した個人の生活
の質に有意な影響を及ぼす。ＡＢＬのリスクがある人々は、慢性腸障害（例えば、下痢お
よびＩＢＳ）がある、喫煙する、肥満である、（例えば、糖尿病、ＭＳ、または脊椎およ
び／または直腸損傷に起因する）神経障害を有する、あるいは胆嚢摘出術、下部脊椎およ
び／または直腸域手術を受けた成人、出産した女性、および前立腺治療を受けた男性を含
むが、それらに限定されない。
【０００４】
　現在の失禁パッドおよびデバイスは、ＡＢＬに罹患している人々のための十分な解決策
を提供しない。造瘻コレクタ、弁、栓、および注射用ゲルを含む侵襲性アプローチは、侵
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害的で健康のリスクを伴い得、比較的少量の排出物（例えば、約１ｍｌ以下）が放出され
る、軽度または中程度の腸管漏出の場合にとって過剰であり得る。従来の失禁パッドおよ
びおむつは、かさばり、目立ち、恥辱的であり得、糞便物質が臀裂から流出しないように
防げない場合がある。これは、付加的な浄化を必要とし得、かつ不潔感に寄与し得る。さ
らに、そのかさばりは、交換品をこっそりと携行することをより困難にする。満足できる
解決策の欠如は、ＡＢＬ罹患者を一時しのぎの解決策（例えば、トイレットペーパーの塊
を臀裂の中に挟むこと等が挙げられるが、これは、移動中に容易にずれる）を試行するこ
と、または活発な生活様式を完全に回避することに至らせ得る。したがって、ＡＢＬに罹
患している人々のための目立たない非侵襲性治療デバイスを提供することが望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（概要）
　本明細書では、便失禁を処置するためのデバイスおよび方法が説明される。概して、本
明細書で説明されるデバイスは、少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを
合わせられて構成される、本体ライナを備える。本体ライナは、概して、少なくとも１つ
の本体ライナ層を備え、多量のＡＢＬに起因する流体を吸収するように構成される。いく
つかの変形例では、本体ライナは、身体対面表面、および身体対面表面と反対側の後表面
を有し、本体ライナは、複数のライナ層から形成され、本体ライナの身体対面表面上に少
なくとも１つの接着領域を備える。複数のライナ層は、上シートと、裏シートと、コア部
材とを備えてもよく、複数のライナ層のそれぞれは、液体吸収性であり得る。これらの変
形例のうちのいくつかでは、上シートは、本体ライナの身体対面表面を形成してもよく、
裏シートは、本体ライナの後表面を形成してもよい。身体対面表面は、後表面の摩擦係数
より高い摩擦係数を有してもよい。他の変形例では、身体対面表面は、後表面の摩擦係数
より小さい、または後表面の摩擦係数に等しい摩擦係数を有してもよい。いくつかの変形
例では、後表面の摩擦係数は、０．１５未満であってもよい。これらの変形例のうちのい
くつかでは、前面の摩擦係数は、０．２５より大きい。
【０００６】
　いくつかの変形例では、本体ライナが上シートと、裏シートと、コア部材とを備えると
き、コア部材は、上シートと裏シートとの間に位置決めされてもよい。コア部材は、例え
ば、円形または楕円形等の任意の好適な形状であってもよい。本体ライナは、例えば、チ
ョウ形、長方形、楕円形、または同等物等の任意の好適な形状を有してもよい。いくつか
の変形例では、本体ライナは、縦軸を有してもよく、上シートは、縦軸の第１の側の第１
の突出部と、縦軸の第２の側の第２の突出部とを備える、形状を有してもよい。これらの
変形例のうちのいくつかでは、上シートの形状はさらに、縦軸の第１の側の第３の突出部
と、縦軸の第２の側の第４の突出部とを備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつか
では、裏シートは、上シートの形状と同一である形状を有してもよい。
【０００７】
　本体ライナが、上シートと、裏シートとを備える、いくつかの変形例では、裏シートお
よび上シートは、少なくとも部分的に相互に接合されてもよい。これらの変形例のうちの
いくつかでは、裏シートおよび上シートは、上シートの周囲で相互に接合されてもよい。
これらの変形例のうちのいくつかでは、裏シートおよび上シートは、上シートの少なくと
も８０パーセントが接合されないままであるように、相互に接合されてもよい。これらの
変形例のうちのいくつかでは、裏シートおよび上シートは、上シートの少なくとも９０パ
ーセントが接合されないままであるように、相互に接合されてもよい。いくつかの変形例
では、本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成されてもよい。これらの変形
例のうちのいくつかでは、本体ライナの少なくとも９０パーセントは、１つ以上の生分解
性材料から形成されてもよい。
【０００８】
　本体ライナが上シートを備える変形例では、上シートは、第１の方向へ第１のウィッキ
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ング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、および第３の方向へ第３のウィッキン
グ速度で、上シート内の流体を移動させるように構成されてもよく、第１および第２の方
向は、本体ライナの面内にあり、第１の方向は、第２の方向と垂直であり、第３の方向は
、本体ライナの面と垂直である。これらの変形例のうちのいくつかでは、上シートは、上
シートにおける第３のウィッキング速度が、上シートにおける第１および第２のウィッキ
ング速度より速いように構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、上シ
ートは、上シートにおける第１のウィッキング速度が、上シートにおける第２のウィッキ
ング速度より速いように構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体
ライナは、少なくとも部分的に臀裂の中に配置されたときにそれに沿って本体ライナが折
り畳まれ得る縦軸を有し、第１の方向は、縦軸と平行であり得る。これらの変形例のうち
の他のものでは、本体ライナは、少なくとも部分的に臀裂の中に配置されたときにそれに
沿って本体ライナが折り畳まれる縦軸を有し、第２の方向は、縦軸と平行であり得る。
【０００９】
　本体ライナが裏シートを備える変形例では、裏シートは、第１の方向へ第１のウィッキ
ング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、および第３の方向へ第３のウィッキン
グ速度で、裏シート内の流体を移動させるように構成されてもよく、裏シートにおける第
３のウィッキング速度は、裏シートにおける第１のウィッキング速度より速く、かつ裏シ
ートにおける第２のウィッキング速度より速くあり得る。これらの変形例のうちのいくつ
かでは、裏シートにおける第３のウィッキング速度は、上シートにおける第３のウィッキ
ング速度と同一であり得る。これらの変形例のうちの他のものでは、裏シートにおける第
１のウィッキング速度は、裏シートにおける第２のウィッキング速度より速くあり得る。
これらの変形例のうちのいくつかでは、上シートにおける第１のウィッキング速度は、上
シートにおける第２のウィッキング速度より速くあり得る。
【００１０】
　本明細書で説明されるデバイスの他の変形例では、本デバイスは、少なくとも部分的に
臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成され、身体対面表面および身体対面
表面と反対側の後側を有する、本体ライナを備えてもよく、本体ライナは、少なくとも１
つのライナ層から形成され、身体対面表面は、摩擦係数を有し、後表面は、摩擦係数を有
する。これらの変形例のうちのいくつかでは、身体対面表面の摩擦係数は、後表面の摩擦
係数より大きい。これらの変形例のうちの他のものでは、後表面の摩擦係数は、身体対面
表面の摩擦係数より大きくあり得る。さらに他の変形例では、身体対面表面および後表面
は、等しい摩擦係数を有してもよい。身体対面および後部対面表面は、任意の好適な摩擦
係数を有してもよい。いくつかの変形例では、身体対面表面の摩擦係数は、０．２５より
大きくあり得る。これらの変形例のうちのいくつかでは、身体対面表面の摩擦係数は、０
．３より大きくあり得る。いくつかの変形例では、後表面の摩擦係数は、０．１５未満で
あってもよい。いくつかの変形例では、後表面の摩擦係数は、０．１未満であってもよい
。本体ライナは、いくつかの変形例では、本体ライナの身体対面表面上に少なくとも１つ
の接着領域を備えてもよい。
【００１１】
　本体ライナが少なくとも１つのライナ層から形成されるとき、本体ライナのうちの１つ
以上の部分は、流体吸収性であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、少な
くとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性であり得る。いくつかの変形例では、
少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備えてもよく、上シートおよび
コア部材の一方または両方は、流体吸収性であり得る。これらの変形例のうちのいくつか
では、少なくとも１つのライナ層はさらに、いくつかの変形例では、上シートと裏シート
との間に位置決めされ得る、裏シートを備えてもよい。裏シートはまた、流体吸収性であ
り得る。
【００１２】
　場合によっては、本体ライナが流体を吸収するように構成されるとき、本体ライナはさ
らに、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、お
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よび第３の方向へ第３のウィッキング速度で、本体ライナ内の流体を移動させるように構
成されてもよく、第１および第２の方向は、本体ライナの面内にあり、第１の方向は、第
２の方向と垂直であり、第３の方向は、本体ライナの面と垂直である。これらの変形例の
うちのいくつかでは、本体ライナにおける第３のウィッキング速度は、本体ライナにおけ
る第１のウィッキング速度より速くあり得、かつ本体ライナにおける第２のウィッキング
速度より速くあり得る。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナにおける第１
のウィッキング速度は、本体ライナにおける第２のウィッキング速度より速くあり得る。
これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナは、少なくとも部分的に臀裂内に配置
されたときにそれに沿って本体ライナが折り畳まれ得る縦軸を有し、第２の方向は、縦軸
と平行である。これらの変形例のうちの他のものでは、本体ライナは、少なくとも部分的
に臀裂内に配置されたときにそれに沿って本体ライナが折り畳まれ得る縦軸を有し、第１
の方向は、縦軸と平行である。いくつかの変形例では、本体ライナにおける第１のウィッ
キング速度は、本体ライナにおける第２のウィッキング速度より速くあり得る。
【００１３】
　上述のように、本体ライナは、任意の好適な形状を有してもよい。例えば、いくつかの
変形例では、本体ライナは、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときにそれに沿って
本体ライナが折り畳まれ得る縦軸を有し、本体ライナは、縦軸の第１の側の第１の突出部
と、縦軸の第２の側の第２の突出部とを備える、形状を有してもよい。これらの変形例の
うちのいくつかでは、本体ライナの形状はさらに、縦軸の第１の側の第３の突出部と、縦
軸の第２の側の第４の突出部とを備えてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナの後
表面は、低減した摩擦係数を有するように構成されてもよい（例えば、研磨されてもよい
、１つ以上の摩擦低減コーティングを備えてもよい、それらの組み合わせおよび同等物で
ある）。他の変形例では、本体ライナの身体対面表面は、身体対面表面の摩擦係数を増進
するように構成されてもよい（例えば、身体対面表面は、テクスチャ加工または粗面化さ
れ、あるいは同等物であってもよい）。いくつかの変形例では、本体ライナは、水に流す
ことが可能であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、少なくとも１つのラ
イナ層の各ライナ層は、１つ以上のセルロース系材料から形成されてもよい。
【００１４】
　本明細書で説明されるデバイスのさらに他の変形例では、本デバイスは、少なくとも部
分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成される、本体ライナであって
、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときにそれに沿って本体が折り畳まれ得る縦軸
、身体対面表面、および身体対面表面と反対側の後表面を有する、本体ライナを備えても
よく、本体ライナは、少なくとも１つのライナ層から形成され、本体ライナは、第１の方
向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、および第３の方向
へ第３のウィッキング速度で、本体ライナ内の流体を移動させるように構成されてもよく
、第１および第２の方向は、本体ライナの面内にあり、第１の方向は、第２の方向と垂直
であり、第３の方向は、本体ライナの面と垂直であり、本体ライナにおける第３のウィッ
キング速度は、本体ライナにおける第１のウィッキング速度より速く、かつ本体ライナに
おける第２のウィッキング速度より速い。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ラ
イナにおける第１のウィッキング速度は、本体ライナにおける第２のウィッキング速度よ
り速くあり得る。これらの変形例のうちのいくつかでは、第１の方向は、縦軸と平行であ
り得る。これらの変形例のうちの他のものでは、第２の方向は、縦軸と平行であり得る。
【００１５】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、縦軸に沿って折り畳まれたときに、縦軸の第１
の側の身体対面表面の一部分に適用された流体が、第３の方向へ縦軸の第１の側の後表面
の一部分に移送され、さらに、縦軸の第２の側の後表面の一部分に移送され得るように、
構成されてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナは、本体ライナの身体対面表面上
に少なくとも１つの接着領域を備えてもよい。いくつかの変形例では、少なくとも１つの
ライナ層の各ライナ層は、流体吸収性であり得る。少なくとも１つのライナ層は、上シー
トと、コア部材とを備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、少なくとも１
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つのライナ層はさらに、裏シートを備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは
、コア部材は、上シートと裏シートとの間に位置決めされてもよい。いくつかの変形例で
は、身体対面表面は、後表面の摩擦係数より大きい摩擦係数を有してもよい。
【００１６】
　本明細書で説明されるデバイスのさらに他の変形例では、デバイスは、少なくとも部分
的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成される、本体ライナであって、
少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときにそれに沿って本体ライナが折り畳まれ得る
縦軸、身体対面表面、および身体対面表面と反対側の後表面を有する、本体ライナを備え
てもよく、本体ライナは、少なくとも１つのライナ層から形成されてもよく、本体ライナ
は、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、およ
び第３の方向へ第３のウィッキング速度で、本体ライナ内の流体を移動させるように構成
されてもよく、第１および第２の方向は、本体ライナの面内にあり、第１の方向は、第２
の方向と垂直であり、第３の方向は、本体ライナの面と垂直であり、本体ライナにおける
第２のウィッキング速度は、本体ライナにおける第１のウィッキング速度より速い。これ
らの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナにおける第３のウィッキング速度は、本体
ライナにおける第２のウィッキング速度より速い。これらの変形例のうちの他のものでは
、第１の方向は、縦軸と平行である。これらの変形例のうちのさらに他のものでは、第２
の方向は、縦軸と平行である。
【００１７】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、縦軸に沿って折り畳まれたときに、縦軸の第１
の側の身体対面表面の一部分に適用された流体が、第３の方向へ縦軸の第１の側の後表面
の一部分に移送され得、さらに、縦軸の第２の側の後表面の一部分に移送され得るように
、構成されてもよい。本体ライナは、本体ライナの身体対面表面上に少なくとも１つの接
着領域を備える。いくつかの変形例では、少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流
体吸収性である。少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備えてもよい
。これらの変形例のうちのいくつかでは、少なくとも１つのライナ層はさらに、裏シート
を備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、コア部材は、上シートと裏シー
トとの間に位置決めされてもよい。場合によっては、身体対面表面は、後表面の摩擦係数
より大きい摩擦係数を有してもよい。
【００１８】
　本明細書で説明されるデバイスのさらに他の変形例では、本デバイスは、少なくとも部
分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成される、本体ライナであって
、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときにそれに沿って本体が折り畳まれる縦軸、
縦軸と垂直であり、標的点で縦軸に交差する横軸、身体対面表面、および身体対面表面と
反対側の後表面を有する、本体ライナを備えてもよく、本体ライナは、少なくとも１つの
ライナ層から形成され、本体ライナは、第１の突出部と、第２の突出部と、第３の突出部
と、第４の突出部とを備える、形状を有し、第１および第２の突出部は、縦軸の第１の側
に位置決めされ、第３および第４の突出部は、縦軸の第２の側に位置決めされる。いくつ
かの変形例では、第１および第３の突出部は、横軸の第１の側に位置決めされてもよく、
第２および第４の突出部は、横軸の第２の側に位置決めされてもよい。これらの変形例の
うちのいくつかでは、縦軸に沿った第１の突出部の高さは、縦軸に沿った第２の突出部の
高さより大きくあり得る。これらの変形例のうちの他のものでは、縦軸に沿った第３の突
出部の高さは、縦軸に沿った第４の突出部の高さより大きくあり得る。
【００１９】
　いくつかの変形例では、少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性であり
得る。いくつかの変形例では、少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを
備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、コア部材は、円形または楕円形を
有してもよく、上シートの形状は、本体ライナの形状と同一であり得る。いくつかの変形
例では、コア部材は、より小さいサイズであることを除いて、本体ライナの全体的形状と
同一である形状を有してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、少なくとも１つ
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のライナ層はさらに、裏シートを備える。これらの変形例のうちのいくつかでは、コア部
材は、裏シートと上シートとの間に位置決めされてもよい。これらの変形例のうちのいく
つかでは、裏シートおよび上シートは、少なくとも部分的に相互に接合されてもよい。こ
れらの変形例のうちのいくつかでは、裏シートおよび上シートは、上シートの周囲で相互
に接合されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、裏シートおよび上シートは
、上シートの少なくとも８０パーセントが接合されないままであるように、相互に接合さ
れてもよい。
【００２０】
　いくつかの変形例では、身体対面表面は、後表面の摩擦係数より高い摩擦係数を有して
もよい。いくつかの変形例では、本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成さ
れてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナは、皮膚対面表面上に少なくとも１つの
接着領域を備えてもよい。いくつかの変形例では、本デバイスはさらに、本体ライナに除
去可能に取り付けられる剥離ライナを備えてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナ
は、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、およ
び第３の方向へ第３のウィッキング速度で、本体内の流体を移動させるように構成されて
もよく、第１および第２の方向は、本体ライナの面内にあり、第１の方向は、第２の方向
と垂直であり、第３の方向は、本体ライナの面と垂直である。これらの変形例のうちのい
くつかでは、本体ライナは、本体ライナにおける第３のウィッキング速度が、本体ライナ
における第１および第２のウィッキング速度より速いように構成されてもよい。他の変形
例では、本体ライナは、本体ライナにおける第１のウィッキング速度が、本体ライナにお
ける第２のウィッキング速度より速いように構成されてもよい。
【００２１】
　本明細書で説明されるデバイスのさらに他の変形例では、本デバイスは、少なくとも部
分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成され、縦軸、身体対面表面、
および身体対面表面と反対側の後側、および本体ライナの身体対面表面上の少なくとも１
つの接着領域を有する、水に流すことが可能な身体ライナを備えてもよい。これらの変形
例のうちのいくつかでは、少なくとも１つの接着領域は、縦軸の第１の側の第１の接着領
域と、縦軸の第２の側の第２の接着領域とを備えてもよい。本体ライナは、縦軸の第１の
側の身体対面表面上の第１の接着域と、縦軸の第２の側の身体対面表面上の第２の接着域
とを備えてもよく、本体ライナは、第１および第２の接着域の外に接着領域を含まない。
これらの変形例のうちのいくつかでは、第１および第２の接着域のそれぞれは、約５．１
ｃｍ未満の外側曲率半径、および少なくとも約１ｃｍの内側曲率半径を有する、弧区画を
備える。これらの変形例のうちのいくつかでは、第１および第２の接着域のそれぞれの弧
区画は、少なくとも０．６５ｃｍの距離だけ縦軸から分離されてもよい。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　便失禁を処置するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成された本体ラ
イナであって、前記本体ライナは、身体対面側および後側を有し、前記本体ライナの前記
身体対面側に少なくとも１つの吸収ライナ層および１つ以上の接着領域を備える、本体ラ
イナ
　を備える、デバイス。
（項目２）
　前記本体ライナに剥離可能に取り付けられた剥離ライナをさらに備える、項目１に記載
のデバイス。
（項目３）
　便失禁を処置するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成された本体ラ
イナであって、前記本体ライナは、縦軸であって、前記本体は、少なくとも部分的に前記
臀裂内に配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれる、縦軸と、前記縦軸と垂直であ
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り、標的点で前記縦軸と交差する横軸と、身体対面表面と、前記身体対面表面と反対側の
後表面とを有する、本体ライナ
　を備え、前記本体ライナは、少なくとも１つのライナ層から形成され、前記本体ライナ
は、第１の突出部、第２の突出部、第３の突出部、および第４の突出部を備える形状を有
し、前記第１の突出部および第２の突出部は、前記縦軸の第１の側に位置決めされ、前記
第３および第４の突出部は、縦軸の第２の側に位置決めされている、デバイス。
（項目４）
　前記第１の突出部および第３の突出部は、前記横軸の第１の側に位置決めされ、前記第
２の突出部および第４の突出部は、前記横軸の第２の側に位置決めされている、項目３に
記載のデバイス。
（項目５）
　前記縦軸に沿った前記第１の突出部の高さは、前記縦軸に沿った前記第２の突出部の高
さより大きい、項目４に記載のデバイス。
（項目６）
　前記縦軸に沿った前記第３の突出部の高さは、前記縦軸に沿った前記第４の突出部の高
さより大きい、項目４に記載のデバイス。
（項目７）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性である、項目３に記載のデ
バイス。
（項目８）
　前記少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備える、項目３に記載の
デバイス。
（項目９）
　前記コア部材は、円形形状または楕円形形状を有し、前記上シートの形状は、前記本体
ライナの形状と同一である、項目８に記載のデバイス。
（項目１０）
　前記少なくとも１つのライナ層はさらに、裏シートを備える、項目９に記載のデバイス
。
（項目１１）
　前記コア部材は、前記裏シートと前記上シートとの間に位置決めされている、項目１０
に記載のデバイス。
（項目１２）
　前記裏シートおよび前記上シートは、少なくとも部分的に相互に接合されている、項目
１０に記載のデバイス。
（項目１３）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの周囲で相互に接合されている、項目１
２に記載のデバイス。
（項目１４）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの少なくとも８０パーセントが接合され
ないままであるように相互に接合されている、項目１３に記載のデバイス。
（項目１５）
　前記身体対面表面は、前記後表面の摩擦係数より高い摩擦係数を有する、項目３に記載
のデバイス。
（項目１６）
　前記本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成されている、項目３に記載の
デバイス。
（項目１７）
　前記皮膚対面表面上に少なくとも１つの接着領域をさらに備える、項目３に記載のデバ
イス。
（項目１８）
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　前記本体ライナは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッ
キング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記本体内の流体を移動さ
せるように構成され、第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあり、前
記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライナの前
記面と垂直である、項目３に記載のデバイス。
（項目１９）
　前記本体ライナは、前記本体ライナにおける前記第３のウィッキング速度が、前記本体
ライナにおける前記第１のウィッキング速度および第２のウィッキング速度よりも大きい
ように構成されている、項目１８に記載のデバイス。
（項目２０）
　前記本体ライナは、前記本体ライナにおける前記第１のウィッキング速度が、前記本体
ライナにおける前記第２のウィッキング速度より大きいように構成されている、項目１９
に記載のデバイス。
（項目２１）
　便失禁を処置するための方法であって、前記方法は、
　本体ライナを少なくとも部分的に臀裂内に配置することであって、前記本体ライナは、
縦軸と、前記縦軸と垂直であり、標的点で前記縦軸と交差する横軸と、身体対面表面と、
前記身体対面表面と反対側の後表面とを有し、前記本体ライナは、少なくとも１つのライ
ナ層から形成されている、こと
　を含み、前記本体ライナは、第１の突出部と、第２の突出部と、第３の突出部と、第４
の突出部とを備える形状を有し、前記第１の突出部および第２の突出部は、前記縦軸の第
１の側に位置決めされ、前記第３の突出部および第４の突出部は、縦軸の第２の側に位置
決めされ、
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂の皮膚に
接触して前記身体対面表面を配置し、かつ、前記縦軸の第２の側の前記後表面の一部分に
接触して前記縦軸の第１の側の前記後表面の一部分を配置するように、前記縦軸に沿って
前記本体ライナを折り畳むことを含む、方法。
（項目２２）
　前記第１の突出部および第３の突出部は、前記横軸の第１の側に位置決めされ、前記第
２の突出部および第４の突出部は、前記横軸の第２の側に位置決めされている、項目２１
に記載の方法。
（項目２３）
　前記縦軸に沿った前記第１の突出部の高さは、前記縦軸に沿った前記第２の突出部の高
さより大きい、項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　前記縦軸に沿った前記第３の突出部の高さは、前記縦軸に沿った前記第４の突出部の高
さより大きい、項目２２に記載の方法。
（項目２５）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性である、項目２１に記載の
方法。
（項目２６）
　前記少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備える、項目２１に記載
の方法。
（項目２７）
　前記コア部材は、円形形状または楕円形形状を有し、前記上シートの形状は、前記本体
ライナの形状と同一である、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　前記少なくとも１つのライナ層は、裏シートをさらに備える、項目２７に記載の方法。
（項目２９）
　前記コア部材は、前記裏シートと前記上シートとの間に位置決めされている、項目２８
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に記載の方法。
（項目３０）
　前記裏シートおよび前記上シートは、少なくとも部分的に相互に接合されている、項目
２８に記載の方法。
（項目３１）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの周囲で相互に接合されている、項目３
０に記載の方法。
（項目３２）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの少なくとも８０パーセントが接合され
ていないままであるように、相互に接合されている、項目２１に記載の方法。
（項目３３）
　前記本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成されている、項目２１に記載
の方法。
（項目３４）
　前記皮膚対面表面上に少なくとも１つの接着領域をさらに備える、項目２１に記載の方
法。
（項目３５）
　前記本体ライナは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッ
キング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記本体内の流体を移動さ
せるように構成され、第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあり、前
記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライナの前
記面と垂直である、項目２１に記載の方法。
（項目３６）
　前記本体ライナは、前記本体ライナにおける前記第３のウィッキング速度が、前記本体
ライナにおける前記第１のウィッキング速度および第２のウィッキング速度より大きいよ
うに構成されている、項目３５に記載の方法。
（項目３７）
　前記本体ライナは、前記本体ライナにおける前記第１のウィッキング速度が、前記本体
ライナにおける前記第２のウィッキング速度より大きいように構成されている、項目３５
に記載の方法。
（項目３８）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、肛門に隣接して前
記標的点を配置することを含む、項目２１に記載の方法。
（項目３９）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記第１の突出部
または第２の突出部の少なくとも一部分が前記臀裂から外へ延在するように、前記本体ラ
イナを配置することを含む、項目２１に記載の方法。
（項目４０）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂から外へ
延在する前記第１の突出部および第２の突出部の少なくとも一部分が、前記臀裂から約２
．５ｃｍ未満の距離だけ前記臀裂から外へ延在するように、前記本体ライナを配置するこ
とを含む、項目３９に記載の方法。
（項目４１）
　便失禁を処置するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成され、身体対
面表面と、前記身体対面表面と反対側の後表面とを有する本体ライナを備え、前記本体ラ
イナは、複数のライナ層から形成され、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくと
も１つの接着領域を備え、
　前記複数のライナ層は、上シートと、裏シートと、コア部材とを備え、
　前記複数のライナ層のそれぞれは、液体吸収性である、デバイス。
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（項目４２）
　前記上シートは、前記本体ライナの前記身体対面表面を形成する、項目４１に記載のデ
バイス。
（項目４３）
　前記裏シートは、前記本体ライナの前記後表面を形成する、求項４２に記載のデバイス
。
（項目４４）
　前記身体対面表面は、前記後表面の摩擦係数より高い摩擦係数を有する、項目４３に記
載のデバイス。
（項目４５）
　前記後表面の前記摩擦係数は、０．１５未満である、項目４４に記載のデバイス。
（項目４６）
　前記前面の前記摩擦係数は、０．２５より大きい、項目４４に記載のデバイス。
（項目４７）
　前記コア部材は、前記上シートと前記裏シートとの間に位置決めされている、項目４１
に記載のデバイス。
（項目４８）
　前記コア部材は、円形または楕円形である、項目４７に記載のデバイス。
（項目４９）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記上シートは、前記縦軸の第１の側の第１の突出部
と、前記縦軸の第２の側の第２の突出部とを備える形状を有する、項目４８に記載のデバ
イス。
（項目５０）
　前記上シートの前記形状は、前記縦軸の前記第１の側の第３の突出部と、前記縦軸の前
記第２の側の第４の突出部とをさらに備える、項目４９に記載のデバイス。
（項目５１）
　前記裏シートは、前記上シートの形状と同一である形状を有する、項目５０に記載のデ
バイス。
（項目５２）
　前記裏シートおよび前記上シートは、少なくとも部分的に相互に接合されている、項目
４１に記載のデバイス。
（項目５３）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの周囲で相互に接合されている、項目５
２に記載のデバイス。
（項目５４）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの少なくとも８０パーセントが接合され
ないままであるように、相互に接合されている、項目５３に記載のデバイス。
（項目５５）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの少なくとも９０パーセントが接合され
ないままであるように、相互に接合されている、項目５４に記載のデバイス。
（項目５６）
　前記上シートは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキ
ング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記上シート内の流体を移動
させるように構成され、第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあり、
前記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライナの
前記面と垂直である、項目４１に記載のデバイス。
（項目５７）
　前記上シートは、前記上シートにおける前記第３のウィッキング速度が、前記上シート
における前記第１のウィッキング速度および第２のウィッキング速度より大きいように構
成されている、項目５６に記載のデバイス。
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（項目５８）
　前記上シートは、前記上シートにおける前記第１のウィッキング速度が、前記上シート
における前記第２のウィッキング速度より大きいように構成されている、項目５７に記載
のデバイス。
（項目５９）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナは、少なくとも部分的に前記臀裂の中
に配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれ、前記第１の方向は、前記縦軸と平行で
ある、項目５８に記載のデバイス。
（項目６０）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナは、少なくとも部分的に前記臀裂の中
に配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれ、前記第２の方向は、前記縦軸と平行で
ある、項目５８に記載のデバイス。
（項目６１）
　前記裏シートは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキ
ング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記裏シート内の流体を移動
させるように構成され、前記裏シートにおける第３のウィッキング速度は、裏シートにお
ける前記第１のウィッキング速度より大きく、かつ、前記裏シートにおける前記第２のウ
ィッキング速度より大きい、項目５７に記載のデバイス。
（項目６２）
　前記裏シートにおける前記第３のウィッキング速度は、前記上シートにおける前記第３
のウィッキング速度と同一である、項目６１に記載のデバイス。
（項目６３）
　前記裏シートにおける前記第１のウィッキング速度は、前記裏シートにおける前記第２
のウィッキング速度より大きい、項目６１に記載のデバイス。
（項目６４）
　前記上シートにおける前記第１のウィッキング速度は、前記上シートにおける前記第２
のウィッキング速度より大きい、項目６３に記載のデバイス。
（項目６５）
　前記本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成されている、項目４１に記載
のデバイス。
（項目６６）
　前記本体ライナの少なくとも９０パーセントは、１つ以上の生分解性材料から形成され
ている、項目６５に記載のデバイス。
（項目６７）
　便失禁を処置するための方法であって、前記方法は、
　本体ライナを少なくとも部分的に臀裂内に配置することであって、前記本体ライナは、
身体対面表面と、前記身体対面表面と反対側の後表面とを有し、前記本体ライナは、複数
のライナ層から形成され、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくとも１つの接着
領域を備える、こと
　を含み、前記複数のライナ層は、上シートと、裏シートと、コア部材とを備え、
　前記複数のライナ層のそれぞれは、液体吸収性であり、
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂の皮膚と
接触するように前記身体対面表面を配置する、方法。
（項目６８）
　前記上シートは、前記本体ライナの前記身体対面表面を形成し、前記裏シートは、前記
本体ライナの前記後表面を形成する、項目６７に記載の方法。
（項目６９）
　前記身体対面表面は、前記後表面の摩擦係数より高い摩擦係数を有する、項目６８に記
載の方法。
（項目７０）
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　前記後表面の前記摩擦係数は、０．１５未満である、項目６９に記載の方法。
（項目７１）
　前記前面の前記摩擦係数は、０．２５より大きい、項目７０に記載の方法。
（項目７２）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配
置することは、前記縦軸に沿って前記本体ライナを折り畳むことを含む、項目６７に記載
の方法。
（項目７３）
　前記コア部材は、前記上シートと前記裏シートとの間に位置決めされている、項目６７
に記載の方法。
（項目７４）
　前記コア部材は、円形または楕円形である、項目７３に記載の方法。
（項目７５）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配
置することは、前記縦軸に沿って前記本体ライナを折り畳むことを含み、前記上シートは
、前記縦軸の第１の側の第１の突出部と、前記縦軸の第２の側の第２の突出部とを備える
形状を有する、項目７４に記載の方法。
（項目７６）
　前記上シートの前記形状は、前記縦軸の前記第１の側の第３の突出部と、前記縦軸の前
記第２の側の第４の突出部とをさらに備える、項目７５に記載の方法。
（項目７７）
　前記裏シートは、前記上シートの形状と同一である形状を有する、項目７６に記載の方
法。
（項目７８）
　前記裏シートおよび前記上シートは、少なくとも部分的に相互に接合されている、項目
６７に記載の方法。
（項目７９）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの周囲で相互に接合されている、項目７
８に記載の方法。
（項目８０）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの少なくとも８０パーセントが接合され
ないままであるように、相互に接合されている、項目７９に記載の方法。
（項目８１）
　前記裏シートおよび上シートは、前記上シートの少なくとも９０パーセントが接合され
ないままであるように、相互に接合されている、項目８０に記載の方法。
（項目８２）
　前記上シートは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキ
ング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記上シート内の流体を移動
させるように構成され、第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあり、
前記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライナの
前記面と垂直である、項目６７に記載の方法。
（項目８３）
　前記上シートは、前記上シートにおける前記第３のウィッキング速度が、前記上シート
における前記第１のウィッキング速度および第２のウィッキング速度より大きいように構
成されている、項目８２に記載の方法。
（項目８４）
　前記上シートは、前記上シートにおける前記第１のウィッキング速度が、前記上シート
における前記第２のウィッキング速度より大きいように構成されている、項目８３に記載
の方法。
（項目８５）
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　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナは、少なくとも部分的に前記臀裂の中
に配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれ、前記第１の方向は、前記縦軸と平行で
ある、項目８４に記載の方法。
（項目８６）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナは、少なくとも部分的に前記臀裂の中
に配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれ、前記第２の方向は、前記縦軸と平行で
ある、項目８４に記載の方法。
（項目８７）
　前記裏シートは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキ
ング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記裏シート内の流体を移動
させるように構成され、前記裏シートにおける前記第３のウィッキング速度は、裏シート
における前記第１のウィッキング速度より大きく、かつ、前記裏シートにおける前記第２
のウィッキング速度より大きい、項目８３に記載の方法。
（項目８８）
　前記裏シートにおける前記第３のウィッキング速度は、前記上シートにおける前記第３
のウィッキング速度と同一である、項目８７に記載の方法。
（項目８９）
　前記裏シートにおける前記第１のウィッキング速度は、前記裏シートにおける前記第２
のウィッキング速度より大きい、項目８７に記載の方法。
（項目９０）
　前記上シートにおける前記第１のウィッキング速度は、前記上シートにおける前記第２
のウィッキング速度より大きい、項目８９に記載の方法。
（項目９１）
　前記本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成されている、項目６７に記載
の方法。
（項目９２）
　前記本体ライナの少なくとも９０パーセントは、１つ以上の生分解性材料から形成され
ている、項目９１に記載の方法。
（項目９３）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記本体ライナの
少なくとも一部分が前記臀裂から外へ延在するように、前記本体ライナを配置することを
含む、項目６７に記載の方法。
（項目９４）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂から外へ
延在する前記本体ライナの少なくとも一部分が、前記臀裂から約２．５ｃｍ未満の距離だ
け前記臀裂から外へ延在するように、前記本体ライナを配置することを含む、項目９３に
記載の方法。
（項目９５）
　便失禁を処置するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成された本体ラ
イナであって、前記本体ライナは、縦軸であって、前記本体は、少なくとも部分的に前記
臀裂に配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれる、縦軸と、身体対面表面と、前記
身体対面表面と反対側の後表面とを有する、身体ライナ
　を備え、前記本体ライナは、少なくとも１つのライナ層から形成され、
　前記本体ライナは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッ
キング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記本体ライナ内の流体を
移動させるように構成され、第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあ
り、前記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライ
ナの前記面と垂直であり、
　前記本体ライナにおける前記第３のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
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第１のウィッキング速度より大きく、かつ、前記本体ライナにおける前記第２のウィッキ
ング速度より大きい、デバイス。
（項目９６）
　前記本体ライナにおける前記第１のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第２のウィッキング速度より大きい、項目９５に記載のデバイス。
（項目９７）
　前記第１の方向は、前記縦軸と平行である、項目９６に記載のデバイス。
（項目９８）
　前記第２の方向は、前記縦軸と平行である、項目９６に記載のデバイス。
（項目９９）
　前記本体ライナは、前記縦軸に沿って折り畳まれたときに、前記縦軸の第１の側の前記
身体対面表面の一部分に適用された流体が、前記第３の方向へ前記縦軸の前記第１の側の
前記後表面の一部分に移送されて、前記縦軸の第２の側の前記後表面の一部分にさらに移
送されるように構成されている、項目９５に記載のデバイス。
（項目１００）
　前記本体ライナは、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくとも１つの接着領域
を備える、項目９５に記載のデバイス。
（項目１０１）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性である、項目９５に記載の
デバイス。
（項目１０２）
　前記少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備える、項目９５に記載
のデバイス。
（項目１０３）
　前記少なくとも１つのライナ層は、裏シートをさらに備える、項目１０２に記載のデバ
イス。
（項目１０４）
　前記コア部材は、前記上シートと前記裏シートとの間に位置決めされている、項目１０
３に記載のデバイス。
（項目１０５）
　前記身体対面表面は、前記後表面の摩擦係数より大きい摩擦係数を有する、項目９５に
記載のデバイス。
（項目１０６）
　便失禁を処置するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成された本体ラ
イナであって、前記本体ライナは、縦軸であって、前記本体ライナは、少なくとも部分的
に前記臀裂内に配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれる、縦軸と、身体対面表面
と、前記身体対面表面と反対側の後表面とを有する、本体ライナ
　を備え、前記本体ライナは、少なくとも１つのライナ層から形成され、
　前記本体ライナは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッ
キング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記本体ライナ内の流体を
移動させるように構成され、第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあ
り、前記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライ
ナの前記面と垂直であり、
　前記本体ライナにおける前記第２のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第１のウィッキング速度より大きい、デバイス。
（項目１０７）
　前記本体ライナにおける前記第３のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第２のウィッキング速度より大きい、項目１０６に記載のデバイス。
（項目１０８）
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　前記第１の方向は、前記縦軸と平行である、項目１０６に記載のデバイス。
（項目１０９）
　前記第２の方向は、前記縦軸と平行である、項目１０６に記載のデバイス。
（項目１１０）
　前記本体ライナは、前記縦軸に沿って折り畳まれたときに、前記縦軸の第１の側の前記
身体対面表面の一部分に適用された流体が、前記第３の方向へ前記縦軸の前記第１の側の
前記後表面の一部分に移送されて、前記縦軸の第２の側の前記後表面の一部分にさらに移
送されるように構成されている、項目１０６に記載のデバイス。
（項目１１１）
　前記本体ライナは、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくとも１つの接着領域
を備える、項目１０６に記載のデバイス。
（項目１１２）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性である、項目１０６に記載
のデバイス。
（項目１１３）
　前記少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備える、項目１０６に記
載のデバイス。
（項目１１４）
　前記少なくとも１つのライナ層は、裏シートをさらに備える、項目１１３に記載のデバ
イス。
（項目１１５）
　前記コア部材は、前記上シートと前記裏シートとの間に位置決めされている、項目１１
４に記載のデバイス。
（項目１１６）
　前記身体対面表面は、前記後表面の摩擦係数より大きい摩擦係数を有する、項目１０６
に記載のデバイス。
（項目１１７）
　便失禁を処置するための方法であって、前記方法は、
　本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することであって、前記本体ライナ
は、縦軸と、身体対面表面と、前記身体対面表面と反対側の後表面とを有し、前記本体ラ
イナは、少なくとも１つのライナ層から形成されている、こと
　を含み、前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂
の皮膚に接触して前記身体対面表面を配置し、かつ、前記縦軸の第２の側の前記後表面の
一部分に接触して前記縦軸の第１の側の前記後表面の一部分を配置するように、前記縦軸
に沿って前記本体ライナを折り畳むことを含み、
　前記本体ライナは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッ
キング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記本体ライナ内の流体を
移動させるように構成され、第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあ
り、前記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライ
ナの前記面と垂直であり、
　前記本体ライナにおける前記第３のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第１のウィッキング速度より大きく、かつ、前記本体ライナにおける前記第２のウィッキ
ング速度より大きい、方法。
（項目１１８）
　前記本体ライナにおける前記第１のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第２のウィッキング速度より大きい、項目１１７に記載の方法。
（項目１１９）
　前記第１の方向は、前記縦軸と平行である、項目１１８に記載の方法。
（項目１２０）
　前記第２の方向は、前記縦軸と平行である、項目１１８に記載の方法。
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（項目１２１）
　前記本体ライナは、前記縦軸の前記第１の側の前記身体対面表面の一部分に適用された
流体が、前記第３の方向へ前記縦軸の前記第１の側の前記後表面の一部分に移送されて、
前記縦軸の前記第２の側の前記後表面にさらに移送されるように構成されている、項目１
１７に記載の方法。
（項目１２２）
　前記本体ライナは、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくとも１つの接着領域
を備え、前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂の
皮膚に接触して前記少なくとも１つの接着領域を配置することを含む、項目１１７に記載
の方法。
（項目１２３）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性である、項目１１７に記載
の方法。
（項目１２４）
　前記少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備える、項目１１７に記
載の方法。
（項目１２５）
　前記少なくとも１つのライナ層は、裏シートをさらに備える、項目１２４に記載の方法
。
（項目１２６）
　前記コア部材は、前記上シートと前記裏シートとの間に位置決めされている、項目１２
５に記載の方法。
（項目１２７）
　前記身体対面表面は、前記後表面の摩擦係数より大きい摩擦係数を有する、項目１１７
に記載の方法。
（項目１２８）
　便失禁を処置するための方法であって、前記方法は、
　本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することであって、前記本体ライナ
は、縦軸と、身体対面表面と、前記身体対面表面と反対側の後表面とを有し、前記本体ラ
イナは、少なくとも１つのライナ層から形成されている、こと
　を含み、前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂
の皮膚に接触して前記身体対面表面を配置し、かつ、前記縦軸の第２の側の前記後表面の
一部分に接触して前記縦軸の第１の側の前記後表面の一部分を配置するように、前記縦軸
に沿って前記本体ライナを折り畳むことを含み、
　前記本体ライナは、第１の方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッ
キング速度、および第３の方向へ第３のウィッキング速度で、前記本体ライナ内の流体を
移動させるように構成され、第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあ
り、前記第１の方向は、前記第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライ
ナの前記面と垂直であり、
　前記本体ライナにおける前記第２のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第１のウィッキング速度より大きい、方法。
（項目１２９）
　前記本体ライナにおける前記第３のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第２のウィッキング速度より大きい、項目１２８に記載の方法。
（項目１３０）
　前記第１の方向は、前記縦軸と平行である、項目１２８に記載の方法。
（項目１３１）
　前記第２の方向は、前記縦軸と平行である、項目１２８に記載の方法。
（項目１３２）
　前記本体ライナは、前記縦軸の第１の側の前記身体対面表面の一部分に適用された流体



(20) JP 2016-104357 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

が、前記第３の方向へ前記縦軸の前記第１の側の前記後表面に移送されて、前記縦軸の前
記第２の側の前記後表面にさらに移送されるように構成されている、項目１２８に記載の
方法。
（項目１３３）
　前記本体ライナは、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくとも１つの接着領域
を備え、前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂の
皮膚に接触して前記少なくとも１つの接着領域を配置することを含む、項目１２８に記載
の方法。
（項目１３４）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性である、項目１２８に記載
の方法。
（項目１３５）
　前記少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備える、項目１２８に記
載の方法。
（項目１３６）
　前記少なくとも１つのライナ層は、裏シートをさらに備える、項目１３５に記載の方法
。
（項目１３７）
　前記コア部材は、前記上シートと前記裏シートとの間に位置決めされている、項目１３
６に記載の方法。
（項目１３８）
　前記身体対面表面は、前記後表面の摩擦係数より大きい摩擦係数を有する、項目１２８
に記載の方法。
（項目１３９）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記本体ライナの
少なくとも一部分が前記臀裂から外へ延在するように、前記本体ライナを配置することを
含む、項目１２８に記載の方法。
（項目１４０）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂から外へ
延在する前記本体ライナの少なくとも一部分が、前記臀裂から約２．５ｃｍ未満の距離だ
け前記臀裂から外へ延在するように、前記本体ライナを配置することを含む、項目１３９
に記載の方法。
（項目１４１）
　便失禁を処置するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されるようにサイズを合わせられて構成され、身体対
面表面と、前記身体対面表面と反対側の後表面とを有する本体ライナを備え、前記本体ラ
イナは、少なくとも１つのライナ層から形成され、
　前記身体対面表面は、摩擦係数を有し、前記後表面は、摩擦係数を有し、前記身体対面
表面の前記摩擦係数は、前記後表面の前記摩擦係数より大きい、デバイス。
（項目１４２）
　前記本体ライナは、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくとも１つの接着領域
を備える、項目１４１に記載のデバイス。
（項目１４３）
　前記身体対面表面の前記摩擦係数は、０．２５より大きい、項目１４１に記載のデバイ
ス。
（項目１４４）
　前記身体対面表面の前記摩擦係数は、０．３より大きい、項目１４３に記載のデバイス
。
（項目１４５）
　前記後表面の前記摩擦係数は、０．１５未満である、項目１４１に記載のデバイス。
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（項目１４６）
　前記後表面の前記摩擦係数は、０．１未満である、項目１４５に記載のデバイス。
（項目１４７）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性である、項目１４１に記載
のデバイス。
（項目１４８）
　前記少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備える、項目１４１に記
載のデバイス。
（項目１４９）
　前記少なくとも１つのライナ層は、裏シートをさらに備える、項目１４８に記載のデバ
イス。
（項目１５０）
　前記コア部材は、前記上シートと前記裏シートとの間に位置決めされている、項目１４
９に記載のデバイス。
（項目１５１）
　前記本体ライナは、流体を吸収するように構成され、前記本体ライナはさらに、第１の
方向へ第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、および第３の方
向へ第３のウィッキング速度で、前記本体ライナ内の流体を移動させるように構成され、
第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあり、前記第１の方向は、前記
第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライナの前記面と垂直である、項
目１４１に記載のデバイス。
（項目１５２）
　前記本体ライナにおける前記第３のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第１のウィッキング速度より大きく、かつ、前記本体ライナにおける前記第２のウィッキ
ング速度より大きい、項目１５１に記載のデバイス。
（項目１５３）
　前記本体ライナにおける前記第１のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第２のウィッキング速度より大きい、項目１５２に記載のデバイス。
（項目１５４）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナは、少なくとも部分的に前記臀裂内に
配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれ、前記第２の方向は、前記縦軸と平行であ
る、項目１５３に記載のデバイス。
（項目１５５）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナは、少なくとも部分的に前記臀裂内に
配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれ、前記第１の方向は、前記縦軸と平行であ
る、項目１５３に記載のデバイス。
（項目１５６）
　前記本体ライナにおける前記第１のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第２のウィッキング速度より大きい、項目１５１に記載のデバイス。
（項目１５７）
　前記本体ライナは、縦軸を有し、前記本体ライナは、少なくとも部分的に前記臀裂内に
配置されたときに前記縦軸に沿って折り畳まれ、前記本体ライナは、前記縦軸の第１の側
の第１の突出部と、前記縦軸の第２の側の第２の突出部とを備える形状を有する、項目１
４１に記載のデバイス。
（項目１５８）
　前記本体ライナの前記形状は、前記縦軸の前記第１の側の第３の突出部と、前記縦軸の
前記第２の側の第４の突出部とをさらに備える、項目１５７に記載のデバイス。
（項目１５９）
　前記本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成されている、項目１４１に記
載のデバイス。
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（項目１６０）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、１つ以上のセルロース系材料から形成
されている、項目１４１に記載のデバイス。
（項目１６１）
　便失禁を処置するための方法であって、前記方法は、
　本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することであって、前記本体ライナ
は、縦軸と、身体対面表面と、前記身体対面表面と反対側の後表面とを有し、前記本体ラ
イナは、少なくとも１つのライナ層から形成されている、こと
　を含み、前記身体対面表面は、摩擦係数を有し、前記後表面は、摩擦係数を有し、前記
身体対面表面の前記摩擦係数は、前記後表面の前記摩擦係数より大きく、
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂の皮膚に
接触して前記身体対面表面を配置し、かつ、前記縦軸の第２の側の前記後表面の一部分に
接触して前記縦軸の第１の側の前記後表面の一部分を配置するように、前記縦軸に沿って
前記本体ライナを折り畳むことを含む、方法。
（項目１６２）
　前記本体ライナは、前記本体ライナの前記身体対面表面上に少なくとも１つの接着領域
を備え、前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂の
皮膚に接触して前記少なくとも１つの接着領域を配置することを含む、項目１６１に記載
の方法。
（項目１６３）
　前記身体対面表面の前記摩擦係数は、０．２５より大きい、項目１６１に記載の方法。
（項目１６４）
　前記身体対面表面の前記摩擦係数は、０．３より大きい、項目１６３に記載の方法。
（項目１６５）
　前記後表面の前記摩擦係数は、０．１５未満である、項目１６１に記載の方法。
（項目１６６）
　前記後表面の前記摩擦係数は、０．１５未満である、項目１６５に記載の方法。
（項目１６７）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、流体吸収性である、項目１６１に記載
の方法。
（項目１６８）
　前記少なくとも１つのライナ層は、上シートと、コア部材とを備える、項目１６１に記
載の方法。
（項目１６９）
　前記少なくとも１つのライナ層は、裏シートをさらに備える、項目１６８に記載の方法
。
（項目１７０）
　前記コア部材は、前記上シートと前記裏シートとの間に位置決めされている、項目１６
９に記載の方法。
（項目１７１）
　前記本体ライナは、流体を吸収するように構成され、前記本体ライナは、第１の方向へ
第１のウィッキング速度、第２の方向へ第２のウィッキング速度、および第３の方向へ第
３のウィッキング速度で、前記本体ライナ内の流体を移動させるようにさらに構成され、
第１の方向および第２の方向は、前記本体ライナの面内にあり、前記第１の方向は、前記
第２の方向と垂直であり、前記第３の方向は、前記本体ライナの前記面と垂直である、項
目１６１に記載の方法。
（項目１７２）
　前記本体ライナにおける前記第３のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第１のウィッキング速度より大きく、かつ、前記本体ライナにおける前記第２のウィッキ
ング速度より大きい、項目１７１に記載の方法。
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（項目１７３）
　前記本体ライナにおける前記第１のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第２のウィッキング速度より大きい、項目１７２に記載の方法。
（項目１７４）
　前記第２の方向は、前記縦軸と平行である、項目１７３に記載の方法。
（項目１７５）
　前記第１の方向は、前記縦軸と平行である、項目１７３に記載の方法。
（項目１７６）
　前記本体ライナにおける前記第１のウィッキング速度は、前記本体ライナにおける前記
第２のウィッキング速度より大きい、項目１７１に記載の方法。
（項目１７７）
　前記本体ライナは、前記縦軸の第１の側の第１の突出部と、前記縦軸の第２の側の第２
の突出部とを備える形状を有し、前記第１の突出部は、前記本体ライナが前記縦軸に沿っ
て折り畳まれたときに、前記第２の突出部に少なくとも部分的に接触する、項目１６１に
記載の方法。
（項目１７８）
　前記本体ライナの前記形状は、前記縦軸の前記第１の側の第３の突出部と、前記縦軸の
前記第２の側の第４の突出部とをさらに備える、項目１７７に記載の方法。
（項目１７９）
　前記本体ライナの前記後表面は、１つ以上の摩擦低減コーティングを備える、項目１６
１に記載の方法。
（項目１８０）
　前記本体ライナの前記身体対面表面は、１つ以上の摩擦増進コーティングを備える、項
目１６１に記載の方法。
（項目１８１）
　前記本体ライナは、水に流すことが可能であるように構成され、前記方法は、前記本体
ライナを水に流すことをさらに含む、項目１６１に記載の方法。
（項目１８２）
　前記少なくとも１つのライナ層の各ライナ層は、１つ以上のセルロース系材料から形成
されている、項目１６１に記載の方法。
（項目１８３）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記本体ライナの
少なくとも一部分が前記臀裂から外へ延在するように、前記本体ライナを配置することを
含む、項目１６１に記載の方法。
（項目１８４）
　前記本体ライナを少なくとも部分的に前記臀裂内に配置することは、前記臀裂から外へ
延在する前記本体ライナの少なくとも一部分が、前記臀裂から約２．５ｃｍ未満の距離だ
け前記臀裂から外へ延在するように、前記本体ライナを配置することを含む、項目１８３
に記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１Ａ】図１Ａおよび１Ｂは、それぞれ、本明細書で説明される本体ライナの変形例の
上面図および底面図を示す。
【図１Ｂ】図１Ａおよび１Ｂは、それぞれ、本明細書で説明される本体ライナの変形例の
上面図および底面図を示す。
【図１Ｃ】図１Ｃ－１Ｅは、図１Ａおよび１Ｂに示される本体ライナの変形例の断面側面
図を描写する。
【図１Ｄ】図１Ｃ－１Ｅは、図１Ａおよび１Ｂに示される本体ライナの変形例の断面側面
図を描写する。
【図１Ｅ】図１Ｃ－１Ｅは、図１Ａおよび１Ｂに示される本体ライナの変形例の断面側面
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図を描写する。
【図１Ｆ】図１Ｆは、少なくとも部分的に臀裂の中に配置された図１Ａおよび１Ｂの本体
ライナを示す。
【図２Ａ】図２Ａは、本明細書で説明される本体ライナの例証的変形例の側面図を描写す
る。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａの本体ライナの正面図を描写する。
【図３Ａ】図３Ａは、本明細書で説明される本体ライナの１つの変形例の上面図を描写す
る。
【図３Ｂ】図３Ｂは、少なくとも部分的に臀裂内に配置された図３Ａの本体ライナを描写
する。
【図３Ｃ】図３Ｃ－３Ｅは、図３Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図３Ｄ】図３Ｃ－３Ｅは、図３Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図３Ｅ】図３Ｃ－３Ｅは、図３Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図４Ａ】図４Ａおよび４Ｅは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面図を描
写する。
【図４Ｂ】図４Ｂ－４Ｄは、図４Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図４Ｃ】図４Ｂ－４Ｄは、図４Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図４Ｄ】図４Ｂ－４Ｄは、図４Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図４Ｅ】図４Ａおよび４Ｅは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面図を描
写する。
【図５Ａ】図５Ａは、本明細書で説明される本体ライナの１つの変形例の上面図を描写す
る。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａに示される本体ライナの断面側面図を描写する。
【図６Ａ】図６Ａは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面図を描写する。
【図６Ｂ】図６Ｂは、少なくとも部分的に臀裂内に配置された図６Ａの本体ライナを描写
する。
【図６Ｃ】図６Ｃおよび６Ｄは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面図を描
写する。
【図６Ｄ】図６Ｃおよび６Ｄは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面図を描
写する。
【図７Ａ】図７Ａは、本明細書で説明される本体ライナの１つの変形例の上面図を描写す
る。
【図７Ｂ】図７Ｂは、少なくとも部分的に臀裂内に配置された図７Ａの本体ライナを描写
する。
【図７Ｃ】図７Ｃ－７Ｅは、図７Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図７Ｄ】図７Ｃ－７Ｅは、図７Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図７Ｅ】図７Ｃ－７Ｅは、図７Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図８Ａ】図８Ａおよび８Ｅは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面図を描
写する。
【図８Ｂ】図８Ｂ－８Ｄは、図８Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
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【図８Ｃ】図８Ｂ－８Ｄは、図８Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図８Ｄ】図８Ｂ－８Ｄは、図８Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図を描写す
る。
【図８Ｅ】図８Ａおよび８Ｅは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面図を描
写する。
【図９Ａ】図９Ａは、本明細書で説明される本体ライナの１つの変形例の上面図を描写す
る。
【図９Ｂ】図９Ｂは、図９Ａに示される本体ライナの断面側面図を描写する。
【図１０Ａ】図１０Ａは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面図を描写する
。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、少なくとも部分的に臀裂内に配置された図１０Ａの本体ライナ
を描写する。
【図１０Ｃ】図１０Ｃおよび１０Ｄは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面
図を描写する。
【図１０Ｄ】図１０Ｃおよび１０Ｄは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面
図を描写する。
【図１１Ａ】図１１Ａおよび１１Ｆは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面
図を描写する。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、少なくとも部分的に臀裂内に配置された図１１Ａの本体ライナ
を描写する。
【図１１Ｃ】図１１Ｃ－１１Ｅは、図１１Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図
を描写する。
【図１１Ｄ】図１１Ｃ－１１Ｅは、図１１Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図
を描写する。
【図１１Ｅ】図１１Ｃ－１１Ｅは、図１１Ａに示される本体ライナの変形例の断面側面図
を描写する。
【図１１Ｆ】図１１Ａおよび１１Ｆは、本明細書で説明される本体ライナの変形例の上面
図を描写する。
【図１２】図１２Ａおよび１２Ｂ、１３Ａおよび１３Ｂ、および１４は、１つ以上の接着
領域を備える本体ライナの変形例を描写する。
【図１３】図１２Ａおよび１２Ｂ、１３Ａおよび１３Ｂ、および１４は、１つ以上の接着
領域を備える本体ライナの変形例を描写する。
【図１４】図１２Ａおよび１２Ｂ、１３Ａおよび１３Ｂ、および１４は、１つ以上の接着
領域を備える本体ライナの変形例を描写する。
【図１５Ａ】図１５Ａは、障壁要素を備える本体ライナの上面図を示す。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、少なくとも部分的に臀裂の中に位置決めされた図１５Ａの本体
ライナを示す。
【図１６Ａ】図１６Ａおよび１６Ｂは、折り線を備える本体ライナの変形例の上面図を描
写する。
【図１６Ｂ】図１６Ａおよび１６Ｂは、折り線を備える本体ライナの変形例の上面図を描
写する。
【図１７Ａ】図１７Ａ－１７Ｃは、１つ以上の接着領域を備える本体ライナの変形例を描
写する。
【図１７Ｂ】図１７Ａ－１７Ｃは、１つ以上の接着領域を備える本体ライナの変形例を描
写する。
【図１７Ｃ】図１７Ａ－１７Ｃは、１つ以上の接着領域を備える本体ライナの変形例を描
写する。
【図１８】図１８Ａおよび１８Ｂは、１つ以上の接着域を備える本体ライナの変形例を描
写する。
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【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本明細書では、本体ライナ、および偶発的腸管漏出を処置するために本体ライナを使用
する方法が説明される。吸収性および／または水に流すことが可能であり得る、これらの
本体ライナは、概して、少なくとも部分的に臀裂内に（すなわち、臀部の間に）、および
肛門付近に配置されるようにサイズを合わせられて構成される。少なくとも部分的に臀裂
内に配置されたとき、本体ライナは、着用者に自信を与え、または別様に心的自信を提供
し得る、物理的フィードバックを着用者に提供してもよい。場合によっては、本体ライナ
は、１つ以上の特徴を含んでもよく、または別様に、少なくとも部分的に臀裂内の位置で
本体ライナの維持を助長するように構成されてもよく、また、（例えば、着用者の移動中
、または排尿等の動作中等に）本体ライナの変位または抜去のリスクを最小限化するのに
役立つように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、本体ライナは、本体ラ
イナの配置および位置決めを維持するのに役立つように、着用者の皮膚（例えば、臀部の
皮膚）に接着し得る、１つ以上の接着領域を備えてもよい。本明細書で説明される本体ラ
イナは、着用者による使用の視覚的指示をほとんどまたは全く呈さずに着用され得、（例
えば、ポケットまたはハンドバッグの中で）交換品が着用者によってこっそりと携行され
得るように、十分小さいサイズであってもよい。加えて、本体ライナは、着用者が臀裂に
手を突っ込むか、または別様に指を汚すことを要求しない様式で、回収されるように構成
されてもよい。したがって、本明細書で説明される本体ライナは、ＡＢＬのための目立た
たず快適で衛生的な処置オプションを提示し得る。
【００２４】
　少なくとも部分的に臀裂内に配置されたとき、本明細書で説明される本体ライナは、偶
発的肛門排出物を吸収して保持するように構成されてもよい。この排出物は、比較的高い
含水量を有する、少量の糞便物質を含み得る。したがって、本体ライナが肛門排出物から
流体を吸収することを可能にするように、本体ライナは、少なくとも部分的に流体吸収性
であるように構成されてもよい。肛門漏出物から流体を吸収することによって、本体ライ
ナは、（例えば、糞便物質のサイズおよび／または稠度により）本体ライナが吸収するこ
とができない場合がある、任意の糞便物質を不動化するように作用し得る、糞便を脱水す
ることができる。肛門またはその付近に本体ライナの吸収部分を配置することにより、排
出物が肛門から著しく離れて移動し得る前に、本体ライナが肛門排出物を脱水することを
可能にしてもよく、これは、着用者の下着または他の衣類を汚すリスクを低減させるのに
役立つとともに、別様に糞便物質の拡散によって起こり得る臭気を最小限化し得る。加え
て、肛門またはその付近に排出物を不動化することにより、トイレを見つける時間を着用
者に与えてもよく、かつこっそり処分する時間を提供してもよい。排出物の拡散または移
動を制限することにより、浄化の低減を可能にし、衛生的な処置オプションを提供し得る
。
【００２５】
　本体ライナは、１つ以上のライナ層から形成されてもよく、ライナ層のうちのいくつか
または全ては、流体吸収性であるように構成されてもよい。概して、吸収ライナ層は、ラ
イナ層に接触する流体を吸収し、少なくとも部分的に保持するように構成されてもよく、
適宜に流体を隣接吸収ライナ層へ移送するように構成されてもよい。本体が複数のライナ
層を備える、変形例のうちのいくつかでは、ライナ層のそれぞれは、少なくとも部分的に
流体吸収性である。これらの変形例では、本体ライナは、いかなる流体不透過性層も含ま
なくてもよい。しかしながら、これらの本体ライナは、臀裂の中の本体ライナの配置に先
立って除去され得る、１つ以上の流体不透過性剥離ライナとともに包装されてもよいこと
を理解されたい。加えて、以下でさらに詳細に説明されるように、いくつかの変形例では
、本体ライナの１つ以上の部分（すなわち、臀裂から外へ延在するように構成される一部
分または部分）は、低減した吸収性を有するように構成されてもよい。
【００２６】
　本体ライナは、概して、身体対面表面、および身体対面表面と反対側の後表面を有し、
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臀裂の中に配置されたときに折り畳まれ得る、実質的に平坦なシートとして構成される。
しかしながら、本体ライナは、本体ライナの長さおよび／または幅に沿って厚さが変化し
てもよく、本体ライナの身体対面表面および／または後表面から突出し、または別様に延
在し得る、１つ以上の特徴（例えば、障壁部材または同等物）を有してもよい。本体ライ
ナが少なくとも部分的に臀裂内での配置のために折り畳まれたとき、そのような折り畳み
は、着用者の皮膚（例えば、臀部の皮膚）に接触して本体ライナの身体対面表面を位置決
めし、それ自体に接触して本体ライナの後表面を位置決めしてもよい（すなわち、折り目
の片側の後表面の少なくとも一部分が、折り目の反対側の後表面の少なくとも一部分に接
触してもよい）。本体ライナが本体ライナの身体対面表面上に（以下でさらに詳細に説明
されるような）１つ以上の接着領域を備えるとき、少なくとも部分的に臀裂の中へ本体ラ
イナを折り畳むことにより、着用者の臀部の皮膚に接着するように、１つ以上の接着領域
を位置決めしてもよく、これは、着用者の皮膚および肛門に対して定位置で本体ライナを
位置決めして保持するのに役立ち得る。
【００２７】
　本体ライナの１つ以上のライナ層は、本明細書で説明される本体ライナの身体対面表面
および後表面を画定してもよい。例えば、本体ライナが単一のライナ層を備えるとき、ラ
イナ層は、身体対面側、および身体対面側と反対側の後側を有してもよい。ライナ層が本
体ライナの唯一の層であるため、ライナ層の身体対面側は、本体ライナの身体対面表面を
形成してもよく、ライナ層の後側は、本体ライナの後表面を形成してもよい。本体ライナ
が複数のライナ層（例えば、以下でさらに詳細に説明されるように、上シートおよび／ま
たはコア部材および／または裏シート）を備える変形例では、各ライナ層は、身体対面側
、および身体対面側と反対側の後側を有してもよい。ライナ層のうちのいくつかまたは全
ての身体対面側が、本体ライナの身体対面表面を形成してもよい一方で、ライナ層のうち
のいくつかまたは全ての後表面は、本体ライナの後表面を形成してもよい。例えば、本体
ライナが、上シートと、上シートよりも小さく、それに取り付けられるコア部材とを含む
、いくつかの変形例では、上シートの身体対面側は、本体ライナの身体対面表面を形成し
てもよい。しかしながら、本体ライナの後表面は、コア部材の後側ならびにコア部材によ
って覆われていない上シートの後側の部分の組み合わせから形成されてもよい。別の実施
例では、本体ライナは、上シート、上シートと同一のサイズおよび形状を有する裏シート
、およびその間に封入されるコア部材を備えてもよい。これらの変形例では、上シートの
身体対面側が、本体ライナの身体対面表面を形成してもよく、裏シートの後側は、裏シー
トの後表面を形成してもよい。コア部材は、上シートと裏シートとの間のその封入により
、本体ライナの外面のいかなる部分も形成しなくてもよい。
【００２８】
　本明細書で説明される本体ライナは、任意の好適な数のライナ層を含んでもよい。いく
つかの変形例では、本体ライナは、単一のライナ層を備えてもよい。他の変形例では、本
体ライナは、複数のライナ層を備えてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナは、２
つのライナ層を備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナは、２
つだけのライナ層を備えてもよい。他の変形例では、本体ライナは、３つのライナ層を備
えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナは、３つだけのライナ層
を備えてもよい。本体ライナが、特定の数のライナ層（例えば、単一のライナ層、２つだ
けのライナ層等）を有するものとして本明細書で説明されるとき、本体ライナは、以下で
さらに詳細に説明されるように、使用に先立って除去される１つ以上の可撤性剥離ライナ
とともに包装されてもよいが、剥離ライナは、ライナ層と見なされないことを理解された
い。また、本体ライナは、１つ以上のコーティング、障壁部材、または同等物を備えても
よく、これらの付加的な特徴は、別個の本体ライナ層と見なされないことも理解されたい
。
【００２９】
　本明細書で説明される本体ライナが複数のライナ層を備えるとき、本体ライナは、概し
て、上シートを備え、さらに、コア部材および／または裏シートを備えてもよい。例えば
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、いくつかの変形例では、本体ライナは、第１のライナ層が上シートであり、第２の層が
コア部材であるように、第１のライナ層と、第２のライナ層とを備えてもよい。これらの
変形例のうちのいくつかでは、本体ライナの唯一のライナ層は、上シートおよびコア部材
である（すなわち、本体ライナは、いかなる付加的なライナ層も含まない）。他の変形例
では、本体ライナは、第１のライナ層と、第２のライナ層とを備えてもよく、第１のライ
ナ層は、上シートであり、第２のライナ層は、裏シートである。これらの変形例のうちの
いくつかでは、本体ライナの唯一のライナ層は、上シートであり、裏シートは、唯一のラ
イナ層である。さらに他の変形例では、本体ライナは、上シートを含まなくてもよい。例
えば、いくつかの変形例では、本体ライナは、第１のライナ層としてコア部材と、第２の
ライナ層として裏シートとを備えてもよく、上シートを含まなくてもよい。
【００３０】
　いくつかの変形例では、本明細書で説明される本体ライナは、少なくとも３つのライナ
層を備えてもよい。例えば、いくつかの変形例では、本体ライナは、第１の層と、第２の
層と、第３の層とを備えてもよく、第１の層は、上シートであり、第２の層は、コア部材
であり、第３の層は、裏シートである。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライ
ナの唯一のライナ層は、上シート、コア部材、および裏シートである。他の変形例では、
本体ライナは、１つ以上の付加的なライナ層を備えてもよい。例えば、いくつかの変形例
では、本体ライナは、２つ以上のコア部材を備えてもよい。本明細書で説明される本体ラ
イナとともに使用するために好適である上シート、コア部材、および裏シートがそれぞれ
、以下でさらに詳細に説明されるであろうが、本体ライナが、上シート、コア部材、およ
び／または裏シートを含むものとして本明細書で説明されるとき、本体ライナは、以下で
説明されるもの等の上シート、コア部材、および／または裏シートの任意の組み合わせを
含んでもよいことを理解されたい。
【００３１】
　上シート
　本体ライナが上シートを含む変形例では、上シートは、典型的には、本体ライナの最上
層である（但し、上記で説明されるように、１つ以上の剥離ライナが上シートに一時的に
取り付けられてもよいことを理解されたい）。上シートを含む本体ライナが臀裂の中に配
置されたとき、上シートは、臀部の皮膚と接触するように配置されてもよい。したがって
、軟質の快適な材料から上シートを構成することが望ましくあり得る。場合によっては、
上シートは、１つ以上の不織布材料から形成されてもよい。例えば、いくつかの変形例で
は、上シートは、Ｇｌａｄｆｅｌｔｅｒ　ＤＴ０７５．１００等の１つ以上のエアレイド
不織布材料から形成されてもよい。他の変形例では、上シートは、１つ以上のスパンボン
ド材料、ウェットレイド材料、静電レイド材料、それらの組み合わせ、または同等物から
形成されてもよい。さらに他の変形例では、上シートは、１つ以上の織物材料から形成さ
れてもよい。上シートは、好ましくは、以下でさらに詳細に説明されるように、本体ライ
ナの水に流せる能力に寄与し得る、１つ以上の生分解性材料から形成される。場合によっ
ては、上シートは、上シートの軟質性を増加させるように構成されてもよい。例えば、い
くつかの変形例では、１つ以上のニードル、コーム、エアジェット、および／または水ジ
ェットが、上シートの嵩高性を増加させるように上シート層の繊維を分離してもよい。
【００３２】
　上シートはまた、好ましくは、流体吸収性であるようにも構成され、任意の好適な吸収
性を有するように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、上シートは、少な
くとも約１５ｇ／ｇの吸収性を有してもよい。本体が上シート、裏シート、および／また
はコア部材を備えるとき、上シートは、以下でさらに詳細に説明されるように、上シート
によって吸収される流体を裏シートおよび／またはコア部材へ移送するように構成されて
もよい。これらの場合において、また、上シートが上シートによって吸収される流体の少
なくとも一部分を保持することも望ましくあり得る。一部の個人は、ＡＢＬの発生が起こ
ったときを認識しない場合がある。上シート内で流体を保持することによって、上シート
の汚れた部分は、（本体ライナが汚されていないときに上シートによって提供される乾燥



(29) JP 2016-104357 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

感とは対照的に）上シートに接触する皮膚にとって湿潤していると感じる場合があり、こ
れは、肛門漏出の出来事が起こっており、本体ライナが交換されるべきであるという指示
を着用者に提供し得る。この指示は、（肛門付近で漏出物を不動化する本体ライナによっ
て最小限化され得る）臭気の拡散に先立って起こってもよく、これは、着用者が潜在的に
恥辱的出来事を回避することを可能にし得る。
【００３３】
　上シートは、以下でさらに詳細に説明されるように、任意の好適なサイズおよび形状を
有してもよい。例えば、上シートは、円形、楕円形、長方形、耳たぶ形状（例えば、チョ
ウ形）、または同等物を有してもよい。本体ライナは、本体ライナのライナ層の数に少な
くとも部分的に依存し得る、厚さを有してもよい。例えば、本体ライナが上シートを含む
単一のライナ層を備える、いくつかの変形例では、上シートは、約１．５ｍｍ、約１．２
５から約１．７５ｍｍの間、または同等物の厚さを有してもよい。本体ライナが複数のラ
イナ層（例えば、上シートならびにコア部材および／または裏シート）を備える、いくつ
かの変形例では、上シートは、約０．５ｍｍ、約０．２５から約０．７５ｍｍの間、また
は同等物の厚さを有してもよい。
【００３４】
　変形例では、上シートは、本体ライナの１つ以上の部分がそれを通して少なくとも部分
的に視認され得るように構成されてもよい（例えば、上シートは、多孔質であり得、およ
び／または１つ以上の部分的に半透明の材料から形成されてもよい）。本体ライナが、上
シート、裏シート、および上シートと裏シートとの間に位置決めされるコア部材とを備え
る、変形例では、上シートは、上シートを通したコア部材の可視化を可能にするように構
成されてもよい。
【００３５】
　コア部材
　本明細書で説明される本体ライナが１つ以上のコア部材を備えるとき、コア部材は、典
型的には、本体ライナの上シートの下に位置決めされる。コア部材は、好ましくは、流体
を吸収するように構成され、任意の好適な吸収性を有してもよい。例えば、いくつかの変
形例では、コア部材は、少なくとも２０ｇ／ｇの吸収性を有する。本体ライナが、上シー
トと、コア部材とを備えるとき、コア部材は、上シートの吸収性に等しい吸収性を有して
もよい。他の変形例では、コア部材は、上シートより優れた吸収性を有してもよい。例え
ば、いくつかの変形例では、本体ライナは、上シートより優れた吸収性を有するコア部材
を備えてもよく、上シートは、少なくとも約１５ｇ／ｇの吸収性を有し、コア部材は、少
なくとも約２０ｇ／ｇの吸収性を有する。コア部材は、上記でさらに詳細に説明されるよ
うな任意の好適な不織または織物材料から形成されてもよい。いくつかの変形例では、コ
ア部材は、好ましくは、ＥＡＭ　Ｎｏｖａｔｈｉｎ（登録商標）Ｊ１４００等の非絡合ウ
ェットレイドパルプから形成されてもよい。コア部材は、好ましくは、以下でさらに詳細
に説明されるように、本体ライナの水に流せる能力に寄与し得る、１つ以上の生分解性材
料から形成されてもよい。
【００３６】
　上シートの下に位置決めされたとき、コア部材は、上シートから流体を受容して吸収し
てもよい。加えて、本体ライナが、上シートと、コア部材と、裏シートとを備える、変形
例では、コア部材によって吸収される流体のうちの少なくとも一部が、裏シートへ移送さ
れてもよい。コア部材は、任意の好適な厚さを有してもよい。いくつかの変形例では、コ
ア部材は、少なくとも１ｍｍの厚さを有してもよい。他の変形例では、コア部材は、少な
くとも２ｍｍの厚さを有してもよい。コア部材の厚さは、本体ライナの吸収性を増加させ
るように増加させられてもよい。
【００３７】
　裏シート
　本明細書で説明される本体ライナが裏シートを備えるとき、裏シートは、典型的には、
本体ライナの最底層である。本体ライナが、加えて、１つ以上のコア部材を備える変形例
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では、コア部材は、上シートと裏シートとの間に位置決めされてもよい。裏シートはまた
、好ましくは、流体吸収性であるように構成される。例えば、いくつかの変形例では、裏
シートは、少なくとも約１ｇ／ｇの吸収性を有してもよい。裏シートは、上シートの吸収
性より優れた、上シートの吸収性に等しい、または上シートの吸収性より少ない吸収性を
有してもよい。本体ライナが１つ以上のコア部材を備える変形例では、裏シートは、コア
部材の吸収性より優れた、コア部材の吸収性に等しい、またはコア部材の吸収性より少な
い吸収性を有してもよい。例えば、いくつかの変形例では、裏シートは、上シートおよび
コア部材の両方より低い吸収性を有してもよい。概して、上シートおよび／またはコア部
材より優れた構造完全性を有するように、その裏シートを構成することが好ましくあり得
る。
【００３８】
　裏シートが流体吸収性であるとき、裏シートは、典型的には、（本体ライナがコア部材
を備える変形例では）上シートおよび／またはコア部材から流体を受容する。本体ライナ
が折り畳まれて臀裂の中に配置されるとき、折り目の片側の裏シートの一部分は、折り目
の反対側の裏シートの一部分と接触して配置されてもよい。吸収性本体ライナは、この接
触により、折り目の片側の裏シートから折り目の反対側の裏シートへ流体を移送すること
ができてもよい。
【００３９】
　裏シートは、上記でさらに詳細に説明されるような任意の好適な不織布または織物材料
から作製されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、裏シートは、例えば、Ｓｕｏｍ
ｉｎｅｎ　ＷＬ７８４４５０等の１つ以上の水流絡合不織布材料から形成されてもよい。
裏シートは、好ましくは、本体ライナの水に流せる能力に寄与し得る、１つ以上の生分解
性材料から形成される。裏シートは、任意の好適なサイズを有してもよい。例えば、裏シ
ートは、約１ｍｍ、約０．５ｍｍから約１．５ｍｍの間、または同等物の厚さを有しても
よい。いくつかの変形例では、裏シートは、本体ライナの１つ以上の部分が上記で説明さ
れるように裏シートを通して少なくとも部分的に可視化され得るように、構成されてもよ
い。例えば、本体ライナが、上シートと、裏シートと、上シートと裏シートとの間に位置
決めされるコア部材とを備える変形例では、裏シートは、裏シートを通したコア部材の可
視化を可能にするように構成されてもよい。
【００４０】
　例示的な本体ライナ構造
　図１Ａ－１Ｅは、本明細書で説明される本体ライナの例証的変形例を描写する。図１Ａ
および１Ｂは、それぞれ、本体ライナ（１００）の変形例の上面図および底面図を示す。
本体ライナ（１００）は、（図１Ａに示されるような）身体対面表面（１０２）、および
身体対面表面（１０２）と反対側の（図１Ｂに示される）後表面（１０４）を有してもよ
い。本体ライナ（１００）は、縦軸（１０６）、および本体ライナ（１００）の面内の横
軸（１０８）を含んでもよい。縦（１０６）および横（１０８）軸は、直交し、標的点（
１１０）で交差してもよい。本体ライナ（１００）が少なくとも部分的に臀裂内に配置さ
れたとき、標的点（１１０）が、着用者の肛門を覆って、または肛門付近に位置決めされ
るように、本体ライナが位置決めされ、本体ライナ（１００）が実質的に縦軸（１０６）
に沿って折り畳まれることが意図される。縦軸、横軸、および標的点は、本明細書で説明
される本体ライナのサイズ、形状、および特徴を説明する際に有用であり得る、相対的な
用語であることを理解されたい。標的点（１１０）は、本体ライナ（１００）の中心付近
に位置決めされるものとして図１Ａおよび１Ｂに示されているが、場合によっては、標的
点が本体ライナの中心からオフセットされるように、本体ライナを構成することが望まし
くあり得ることを理解されたい。例えば、いくつかの変形例では、標的点は、本体ライナ
の後端より本体ライナの前端近くに位置決めされてもよく、これは、本体ライナが定位置
にあるときに排尿を促進し得る。
【００４１】
　また、図１Ａおよび１Ｂには、標的域（１１２）も示されている。概して、標的域（１
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１２）は、標的点（１１０）を包囲し、腸管漏出物を受容するための本体ライナの一次領
域として意図される。標的域（１１２）が多量の腸管漏出物を受容するとき、標的域（１
１２）は、漏出物を脱水して不動化するように構成されてもよい。標的域（１１２）が予
測ＡＢＬ量を脱水することを可能にするように、本体ライナ（１００）を構成することが
望ましくあり得る。例えば、標的域（１１２）は、少なくとも約０．０５ｍｌのＡＢＬ量
を脱水するように構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、標的域（１
１２）は、０．２５ｍｌ以上のＡＢＬ量を脱水するように構成されてもよく、これらの変
形例のうちのいくつかでは、標的域（１１２）は、５ｍｌ以上のＡＢＬ量を脱水するよう
に構成されてもよい。標的域（１１２）は、任意の好適なサイズまたは形状であってもよ
い。いくつかの変形例では、標的域（１１２）は、約２５ｃｍ２から約５５ｃｍ２の間の
面積を有してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、標的域（１１２）は、好ま
しくは、約３０ｃｍ２から約５０ｃｍ２の間の面積を有してもよい。これらの変形例のう
ちのいくつかでは、標的域（１１２）は、約３５ｃｍ２から約４５ｃｍ２の間の面積を有
してもよい。場合によっては、その標的域は、少なくとも標的点から３ｃｍの半径を有し
てもよい。標的域（１１２）は、以下でさらに詳細に説明されるように、楕円形、長方形
、砂時計形、不規則な形状、または同等物であってもよい。
【００４２】
　加えて、いくつかの変形例では、標的域（１１２）を越えて進行する吸収された流体の
量を制限することが望ましくあり得る。例えば、（例えば、着用者が１つまたは複数の露
出部分を把持して本体ライナを除去することができるように）本体ライナの１つ以上の部
分が少なくとも部分的に臀裂から延在するように構成されるとき、吸収される流体が標的
域を通り過ぎて本体ライナの露出部分まで進行する能力を制限することにより、本体ライ
ナ（１００）を除去するときに着用者が自分の指を汚すであろう可能性を低減させ得る。
標的域（１１２）は、標的点（１１０）を中心にするものとして図１Ａおよび１Ｂに示さ
れているが、標的域（１１２）は、その必要はない。いくつかの変形例では、標的域の境
界線は、以下でさらに詳細に説明されるように、コア部材の境界線によって画定されても
よい。
【００４３】
　本体ライナの標的域は、本体ライナの周辺部分の性質とは異なる１つ以上の性質を有す
るように構成されてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナの標的域は、本体ライナ
の周辺部分より優れた吸収性を有するように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形
例では、標的域は、本体ライナのより薄い部分に対してより優れた流体吸収を可能にし得
る、本体ライナの周辺部分の厚さより大きい厚さを有してもよい。加えて、または代替と
して、標的域は、標的域の吸収性を増加させ得る、１つ以上の付加的なライナ層を含んで
もよい。加えて、または代替として、標的域は、本体ライナの周辺部分の１つまたは複数
の材料とは異なる、１つまたは複数の材料から形成されてもよい。これらの変形例では、
標的域を形成する材料または材料の組み合わせは、本体ライナの周辺部分を形成する材料
または材料の組み合わせより吸収性であり得る。加えて、または代替として、標的域は、
標的域の吸収性を増加させ得る、１つ以上の超吸収性ポリマー等の１つ以上の吸収性粒子
が組み込まれてもよい。
【００４４】
　図１Ａおよび１Ｂに示される本体ライナ（１００）は、楕円形を有する標的域（１１２
）を有するが、（本体ライナ（１００）を含む）本明細書で説明される本体ライナは、任
意の好適な形状（例えば、円形、正方形または長方形、三角形、砂時計形、不規則な形状
、または同等物）を有する標的域を有してもよいことを理解されたい。加えて、図１Ａお
よび１Ｂに示される本体ライナ（１００）は、標的域（１１２）から延在する４つの突出
部（１１６）を有する、全体的なチョウ形を有するものとして示され、本明細書で説明さ
れる本体ライナは、以下でさらに詳細に説明されるように、任意の好適な形状を有しても
よいことを理解されたい。
【００４５】



(32) JP 2016-104357 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

　場合によっては、着用者の生殖器との接触または生殖器の閉塞を回避するように、本明
細書で説明される本体ライナを構成することが望ましくあり得る。例えば、女性の着用者
が、臀裂に標的点を位置決めするように、少なくとも部分的に臀裂の中に本体ライナを位
置決めする場合において、膣を閉塞しないように本体ライナを構成することが望ましくあ
り得る。本体ライナの一部分が膣を閉塞するか、または膣の著しく近くに位置決めされる
場合、本体ライナは、尿または膣からの月経液を吸収し得、本体ライナの除去を必要とし
得る。他の変形例では、本体ライナと生殖器との間の接触は、本体ライナの集群化および
／または着用者にとって不快感を引き起こし得る。したがって、本体ライナは、生殖器と
の接触または生殖器の閉塞を回避するように構成されてもよい。例えば、図１Ａおよび１
Ｂに示される本体ライナ（１００）の例証的変形例では、標的点（１１０）と本体ライナ
（１００）の前端との間で縦軸（１０６）に沿った本体ライナ（１００）の長さは、肛門
と生殖器との間の距離より小さくあり得る。いくつかの変形例では、標的点（１１０）と
本体ライナ（１００）の前端との間で縦軸（１０６）に沿った本体ライナ（１００）の長
さは、約３．５ｃｍ未満であってもよい。
【００４６】
　図１Ａおよび１Ｂに示される本体ライナ（１００）は、上記で簡潔に議論されるように
、１つ以上のライナ層から形成されてもよい。図１Ｃ－１Ｅは、本体ライナ（１００）が
１つ以上のライナ層から形成され得る、異なる変形例を描写する。図１Ｃは、本体ライナ
（１００）が第１のライナ層（１１８）（例えば、上記で説明されるもの等の上シート）
から形成され得る、変形例の（縦軸（１０６）に沿って得られた）断面側面図を描写する
。これらの変形例のうちのいくつかでは、第１のライナ層（１１８）は、本体ライナ（１
００）の唯一のライナ層であってもよい。図１Ｃに示されるように、第１のライナ層（１
１８）は、身体対面側（１２０）、および身体対面側（１２０）と反対側の後側（１２２
）を有してもよい。第１のライナ層（１１８）の身体対面側（１２０）は、本体ライナ（
１００）の身体対面表面（１０２）を形成してもよく、第１のライナ層（１１８）の後側
（１２２）は、本体ライナ（１００）の後表面（１０４）を形成してもよい。図１Ｃに示
されるもの等のいくつかの変形例では、第１のライナ層（１１８）は、本体ライナ（１０
０）の周辺部分の中より標的域（１１２）の中で大きい厚さを有してもよい。標的域（１
１２）の増加した厚さは、標的域（１１２）の全体的吸収性を増加させ得る。しかしなが
ら、他の場合において、（例えば、標的域（１１２）がその中に組み込まれた１つ以上の
吸収剤を含み得る場合において）標的域（１１２）は、本体ライナの周辺部分と同一の厚
さ、またはそれより小さい厚さを有してもよいことを理解されたい。
【００４７】
　図１Ｄは、本体ライナ（１００）が２つのライナ層を含み得る、変形例の（縦軸（１０
６）に沿って得られた）断面側面図を描写する。そこで示されるように、本体ライナ（１
００）は、上シート（１２４）と、コア部材（１２６）とを備えてもよい。これらの変形
例のうちのいくつかでは、上シート（１２４）およびコア部材（１２６）は、本体ライナ
の唯一のライナ層であってもよい。上シート（１２４）およびコア部材（１２６）は、上
記でさらに詳細に説明されるもの等の上シートおよびコア部材の任意の組み合わせであっ
てもよい。上シート（１２４）およびコア部材（１２６）はそれぞれ、身体対面側（それ
ぞれ、（１２８）および（１３２））、および身体対面側とは反対側の後側（それぞれ、
（１３０）および（１３４）を有してもよい。コア部材（１２６）の身体対面側（１３２
）の少なくとも一部分は、以下でさらに詳細に説明されるように、ライナ層を接続するよ
うに、上シート（１２４）の後側（１３０）に取り付けられてもよい。図１Ｄに示される
変形例では、上シート（１２４）の身体対面側（１２８）が、本体ライナ（１００）の身
体対面表面（１０２）を形成してもよい一方で、コア部材（１２６）の後側（１３４）、
およびコア部材（１２６）によって覆われていない上シート（１２４）の後側（１３０）
の部分は、本体ライナ（１００）の後表面（１０４）を形成してもよい。加えて、これら
の変形例のうちのいくつかでは、コア部材（１２６）のサイズおよび形状は、標的域（１
１２）の境界線を画定してもよい。
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【００４８】
　図１Ｅは、本体ライナ（１００）が３つのライナ層を備え得る、変形例の（縦軸に沿っ
て得られた）断面側面図を描写する。そこで示されるように、本体は、（図１Ｄに記載さ
れるように標識される）上シート（１２４）と、コア部材（１２６）とを備えてもよく、
さらに、裏シート（１２７）を備えてもよい。いくつかの変形例では、上シート（１２４
）、コア部材（１２６）、および裏シート（１２７）は、本体ライナの唯一のライナ層で
あってもよい。裏シート（１２７）は、身体対面側（１３６）、および身体対面側（１３
６）と反対側の後側（１３８）を有してもよい。図１Ｅに示される変形例では、コア部材
は、上シート（１２４）と裏シート（１２７）との間に封入されてもよい。これらの変形
例では、上シート（１２４）および裏シート（１２７）は、以下でさらに説明されるよう
に接続されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、コア部材（１２６）はまた
、上シート（１２４）および／または裏シート（１２７）に取り付けられてもよい。図１
Ｅに示される変形例では、上シート（１２４）の身体対面側（１２８）は、本体ライナ（
１００）の身体対面表面（１０２）を形成してもよく、裏シート（１２７）の後側（１３
８）は、本体ライナ（１００）の後表面（１０４）を形成してもよい。これらの変形例の
うちのいくつかでは、コア部材（１２６）のサイズおよび形状は、標的域（１１２）の境
界線を画定してもよい。
【００４９】
　図１Ａに示されるように、本体ライナ（１００）は、本体ライナ（１００）の身体対面
表面（１０２）上に１つ以上の接着領域（１１４）を備えてもよい。図１Ａに示される変
形例では、本体ライナ（１００）は、縦軸（１０６）の両側に接着領域（１１４）を有す
るが、いくつかの変形例では、本体ライナ（１００）は、縦軸（１０６）の片側のみに１
つ以上の接着領域（１１４）を有してもよいことを理解されたい。いくつかの変形例では
、本体ライナ（１００）は、縦軸（１０６）を横断する１つ以上の接着領域を有してもよ
い。さらに他の変形例では、本体ライナ（１００）は、いかなる接着領域も備えなくても
よい。本明細書で説明される本体ライナとともに使用するための接着領域のサイズ、形状
、および配置を以下でさらに詳細に説明する。
【００５０】
　本体ライナの回収
　本明細書で説明される本体ライナは、臀裂からの本体ライナの除去を可能にするように
構築および配列されてもよい。具体的には、本体ライナの除去中に着用者が自分の指を汚
す可能性を最小限化しながら、本体ライナの除去を可能にするように本体ライナを構成す
ることが望ましくあり得る。例えば、１つ以上の回収デバイスが、本体ライナに取り付け
られてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、ひも、リボン、タブ、または同等
物が、（例えば、接着剤、溶接、または同等物を介して）本体ライナの１つ以上の部分に
取り付けられてもよい。これらの変形例では、本体ライナが少なくとも部分的に臀裂内に
配置されるとき、ひもまたはリボンは、少なくとも部分的に臀裂から外へ延在するように
位置決めされてもよい。（例えば、腸管漏出の出来事の後に）本体ライナを除去するため
に、着用者は、臀裂から本体ライナを引き離すようにひもまたはリボンを引っ張ってもよ
い。
【００５１】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、位置決めされたときに少なくとも部分的に臀裂
から延在するようにサイズを合わせられて構成されてもよい。例えば、本体ライナが１つ
以上の突出部を備える変形例では、突出部のうちの１つ以上は、少なくとも部分的に臀裂
から延在してもよい。図１Ｆは、少なくとも部分的に臀裂（１４０）内に配置された（図
１Ａおよび１Ｂに関して上記で説明される）本体ライナ（１００）の例証的変形例を示す
。そこで示されるように、本体ライナ（１００）は、縦軸（１０６）に沿って折り畳まれ
、標的点（１１０）が肛門（１４２）またはその付近に位置決めされるように、位置決め
されてもよい。本体ライナ（１００）は、標的点（１１０）が肛門（１４２）またはその
付近に位置決めされたときに、突出部（１１６）のうちの１つ以上の少なくとも一部分が
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、少なくとも部分的に臀裂から外へ延在し得るように、サイズを合わせられてもよい。臀
裂から延在する本体ライナの部分は、好ましくは、着用者が本体ライナの露出部分を把持
することを可能にするように十分大きい。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ラ
イナは、標的点（１１０）が肛門（１４２）またはその付近に位置決めされたときに、本
体ライナ（例えば、１つ以上の突出部）の少なくとも一部分が臀裂から少なくとも１ｃｍ
延在するように、サイズを合わせられて構成されてもよい。本体ライナの着用者は、本体
ライナの露出部分のうちの１つ以上を把持してもよく、臀裂から本体ライナを除去するよ
うに本体ライナを引っ張ってもよい。着用者が臀裂に手を突っ込むことなく本体ライナを
除去することを可能にすることによって、着用者は、本体ライナを除去するときに自分の
指を汚す可能性が低い。
【００５２】
　本体ライナの少なくとも一部分が臀裂から延在することが望ましくあり得るが、また、
臀裂からの本体ライナの延在の量を制限することも望ましくあり得る。本体ライナが臀裂
から著しく離れて延在する場合、（例えば、下着またはパンツを履くか、または脱ぐとき
に）衣類が本体ライナを捕捉し、またはそれに引っ掛かり得、その意図された位置から本
体ライナを抜去または変位させ得る。したがって、いくつかの変形例では、本体ライナの
少なくとも一部分が臀裂から外へ延在し、臀裂から外へ延在する本体ライナの部分が臀裂
から約２．５ｃｍ未満で延在するように、本体ライナは、サイズを合わせられ、構成され
、または位置決めされてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、臀裂から外へ延
在する本体ライナの部分の少なくとも一部分は、臀裂から外へ約１ｃｍ延在してもよい。
【００５３】
　本明細書で説明される本体ライナが、直上で説明されるように、少なくとも部分的に臀
裂から延在するように構成されるとき、本体ライナの露出部分の吸収を制限することが望
ましくあり得る。これらの変形例では、本体ライナの露出部分の吸収を減少させることに
より、吸収された流体が本体ライナの露出部分に到達する能力を低減させ、それによって
、本体ライナの除去中に着用者が本体ライナの汚れた部分を把持するであろう可能性を低
減させ得る。いくつかの変形例では、本体ライナの露出部分は、露出部分の吸収を低減さ
せるように、圧着、圧搾、または別様に圧縮されてもよい。例えば、本体ライナが、少な
くとも部分的に臀裂から延在するように構成される１つ以上の突出部（図１Ｆに関して上
記で説明される本体ライナ（１００）の突出部（１１６）等）を備えるとき、突出部は、
圧着、圧搾、または別様に圧縮されてもよい。加えて、または代替として、本体ライナの
露出部分は、１つ以上の流体不浸透性材料によって覆われてもよい。これらの変形例では
、本体ライナによって吸収される流体が本体ライナの露出部分に到達した場合、流体不浸
透性被覆は、流体が着用者の指へ移送されることを防止してもよい。例えば、図１Ａおよ
び１Ｂに関して上記で説明される本体ライナ（１００）の変形例のうちのいくつかでは、
突出部（１１６）は、１つ以上の流体不浸透性材料でコーティングされ得る、コーティン
グされた領域（１５０）を備えてもよい。突出部（１１６）のそれぞれは、コーティング
された領域（１５０）を有するものとして図１Ａおよび１Ｂに示されているが、突出部の
うちのいくつかのみ（例えば、横軸（１０８）の第１の側の突出部のみ、縦軸（１０６）
の第１の側の突出部のみ、または同等物）が、コーティングされた領域（１５０）を備え
てもよいことを理解されたい。
【００５４】
　水に流せる能力
　いくつかの変形例では、本明細書で説明される本体ライナは、完全に水に流すことが可
能であるように構成されてもよい。パンティライナ、生理用ナプキン、および失禁パッド
は、概して、それらの比較的大きいサイズおよび／または流体不透過性層の存在により、
水に流すことが可能ではない。製品を水に流すことが可能ではないとき、着用者は、製品
の処分のための代替的な手段を見つけなければならない、またはデバイスを流そうとして
トイレを詰まらせるリスクを冒さななければならない（着用者にとって恥辱的状況を生成
し得る）。肛門漏出と関連付けられる臭気は、特に、ゴミ箱が概して個室の中に提供され
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ていない公衆トイレでは、便失禁パッドをこっそり処分することを困難にし得る。したが
って、トイレの中でこっそり処分するために水に流すことが可能であるように、本明細書
で説明される本体ライナを構成することが望ましくあり得る。
【００５５】
　本明細書で説明される本体ライナを水に流すことが可能であるように構成されるとき、
それらは、ＩＮＤＡおよび／またはＥＤＡＮＡガイドラインに基づいて水に流すことが可
能であるように構成されてもよい（例えば、本体ライナは、予期される製品使用条件下で
適正に維持されたトイレおよびパイプシステムを通過してもよく、かつ既存の汚水処理シ
ステムと適合し得る）。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナは、ＩＮＤＡ
および／またはＥＤＡＮＡガイドラインに基づいて分散性であるように構成されてもよい
。いくつかの変形例では、本体ライナは、非生分解性材料をほとんどまたは全く使用しな
いように構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナの質量の
１０％未満が、非生分解性材料から形成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつか
では、本体ライナの質量の５％未満が、非生分解性材料から形成されてもよい。いくつか
の変形例では、ライナ層のそれぞれは、１つ以上の生分解性材料から形成される（各ライ
ナ層が、同一の生分解性材料または生分解性材料の組み合わせから形成されてもよく、あ
るいは異なるライナ層が、異なる生分解性材料または生分解性材料の組み合わせから形成
されてもよい）。いくつかの変形例では、ライナ層のそれぞれは、分散性材料から形成さ
れる。本体ライナが１つ以上の接着領域を備える、いくつかの変形例では、接着領域の１
つ以上の接着剤が、本体ライナの唯一の非生分解性構成要素であってもよい。これらの変
形例では、接着領域のサイズおよび配置は、本体ライナの水に流せる能力に干渉しないよ
う構成されてもよい。
【００５６】
　本体ライナを水に流すことが可能であるように構成されるとき、本体ライナは、好まし
くは、トイレで処分されたときに製品の溶解を促進するか、または別様に助長する材料を
使用して作製される。例えば、本体ライナが、以下でさらに詳細に説明されるように、少
なくとも部分的に相互に接合され得る２つ以上のライナ層を備える変形例では、ライナ層
は、１つ以上の水溶性樹脂を使用して接着されてもよい。水に流すことが可能な本体ライ
ナのライナ層は、好ましくは、セルロース系繊維を使用して形成される１つ以上の織物ま
たは不織布材料等のセルロース系材料から作製される。これらのセルロース系材料は、長
い合成繊維を含む必要がなく、本体ライナの分散性を助長し得る。例えば、本体ライナが
上記で説明されるもの等の上シート、コア部材、および／または裏シートの組み合わせを
備える変形例では、ライナ層のそれぞれは、１つ以上のセルロース系材料から形成されて
もよい。本体ライナは、典型的には、汚れた直後に除去されるため、本体ライナは、溶解
性または分散性本体ライナ構成要素の有意な溶解に先立って除去されてもよい。本体ライ
ナが１つ以上の剥離ライナとともに包装されるとき、剥離ライナは水に流すことが可能で
ある必要はないが、剥離ライナはまた、水に流すことが可能であり得ることを理解された
い。
【００５７】
　また、本体ライナを水に流すことを促進するように、本体ライナの全体的サイズを最小
限化することも望ましくあり得る。肛門開口部またはその付近に本体ライナの標的点（場
合によっては標的域）を配置することによって、本体ライナは、肛門開口部付近にＡＢＬ
量を閉じ込めてもよく、これは、本体ライナの全体的体積が、パンティライナ、おむつ、
および同等物に対して低減されることを可能にし得る。加えて、いくつかの変形例では、
本体ライナは、本体ライナの全体的体積を有意に増加させることなく、本体ライナの吸収
の増加を可能にし得る、１つ以上の吸収材料（例えば、１つ以上の超吸収性ポリマー）で
含浸されてもよい。これらの変形例では、任意の１つまたは複数のライナ層（例えば、上
シート、裏シート、コア部材、それらの組み合わせ、または同等物）は、これらのポリマ
ーで含浸されてもよい。しかしながら、本明細書で説明される本体ライナはまた、超吸収
性ポリマーを必要とすることなく、多量の肛門漏出物を不動化および／または吸収可能で
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あってもよいことを理解されたい。さらに、流体不透過性層を含まない、本明細書で説明
される本体ライナの変形例では、流体不透過性層の欠如によって、本体ライナのサイズを
縮小してもよい（また、層の流体不透過性により起こり得る、水に流す負担を除去しても
よい）。
【００５８】
　多層構造
　本明細書で説明される本体ライナが複数のライナ層を備えるとき、複数のライナ層のう
ちのいくつかまたは全ては、任意の好適な様式で接続されてもよい。層は、各層のそれぞ
れの原材料から個別に形成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、上シート層は
、高い嵩高性および軟質性を有するエアレイド不織布材料から形成されてもよく、コア部
材層は、ウェットレイド不織布材料から形成されてもよく、裏シートは、水流絡合不織布
材料から形成されてもよい。本体ライナの個々の層は、相互と接触して配置されてもよく
、かつ１つ以上の様式で接続されてもよい。例えば、２つのコア層が、１つ以上の接着剤
を使用して接着されてもよい。加えて、または代替として、２つの層が、機械的に接続さ
れてもよい。
【００５９】
　２つのライナ層が１つ以上の接着剤を使用して接続されるとき、１つ以上の接着剤は、
ライナ層の一方または両方に適用されてもよく、ライナ層は、１つ以上の接着剤がライナ
層を接合するように相互と接触して配置されてもよい。接着剤は、任意の好適な接着剤（
例えば、ＤＥＭＲＡ－ＴＡＫ　Ｈ　５４２Ｂ、Ｈｅｎｋｅｌ　ＥＡＳＹＭＥＬＴ（登録商
標）　３４－３７５Ｃ等の１つ以上の熱溶融性接着剤、１つ以上の溶剤系接着剤、１つ以
上の水性接着剤、１つ以上のエネルギー、熱、または化学的硬化接着剤、それらの組み合
わせ、および同等物）であってもよく、任意の好適な様式（例えば、噴射の適用、スロッ
トダイコーティング、または同等物）で適用されてもよい。回転ドラム、１つ以上のプレ
ス機、または同等物が、圧力をライナ層に印加するために使用されてもよい。場合によっ
ては、これらのデバイスは、接着性質を制御するのに役立つように加熱または冷却されて
もよい。
【００６０】
　２つの層が機械的に接続されるとき、それらは、例えば、縫製、エンボス加工、圧着、
超音波結合、熱結合、針穿孔、混紡（例えば、流体混紡）、または同等物等の任意の好適
な様式で接続されてもよい。例えば、場合によっては、２つ以上の層は、混紡を介して相
互に接合されてもよい。これらの場合において、針または他の貫通機構（例えば、高圧空
気または水流）が、ライナ層の繊維を絡ませるようにライナ層を貫通してもよい。加えて
、または代替として、貫通機構は、ライナ層をともに機械的に束ねるように、ライナ層を
通して１本以上の長い繊維を穿通させてもよい。
【００６１】
　例えば、本体ライナが、以下でさらに詳細に説明されるように、上シートと、上シート
と接触しているコア部材とを備える、いくつかの変形例では、コア部材は、上シートに直
接接続されてもよい。いくつかの変形例では、コア部材は、１つ以上の接着剤を使用して
上シートに接着されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、コア部材は、水溶性樹脂
を使用して上シートに接着されてもよい。加えて、または代替として、コア部材は、上記
でさらに詳細に説明されるように、上シートに機械的に接続されてもよい。
【００６２】
　本体ライナがさらに、コア部材と、コア部材と接触している裏シートとを備える、変形
例では、コア部材は、直上で説明されるような任意の様式で裏シートに取り付けられても
よい。本体ライナが、上シートと、裏シートと、上シートと裏シートとの間に位置決めさ
れるコア部材とを備える、変形例では、ライナ層のうちのいずれかまたは全ては、上記で
説明されるもの等の任意の好適な様式（例えば、接着結合および／または機械的接続）で
ともに接合されてもよい。例えば、これらの変形例のうちのいくつかでは、上シートおよ
び裏シートは、直接接続されてもよく、コア部材は、上シートおよび裏シートの一方また
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は両方に取り付けられてもよい。
【００６３】
　コア部材が上シートと裏シートとの間に封入されるとき、コア部材は、上シートまたは
裏シートのいずれか一方に直接取り付けられる必要はない。これらの変形例では、上シー
トおよび裏シートは、上シートと裏シートとの間にコア部材を封入して保持するように接
続されてもよい。コア部材と最上および裏シートとの間の相対移動を防止するのに役立つ
ように、コア部材が上シートおよび／または裏シートに取り付けられることが、依然とし
て望ましくあり得る。これらの場合において、コア部材のわずかな部分のみが、上シート
および／または裏シートに取り付けられる必要がある。例えば、いくつかの変形例では、
コア部材は、コア部材の表面積の約１５％未満が裏シートに取り付けられ得るように、（
例えば、接着結合および／または機械的接続を使用して）裏シートに直接接続されてもよ
い。加えて、または代替として、コア部材は、コア部材の表面積の約１５％未満が裏シー
トに取り付けられ得るように、（例えば、接着結合および／または機械的接続を使用して
）上シートに直接接続されてもよい。
【００６４】
　本体ライナが、裏シートと、上シートと（いくつかの変形例では、その間に位置決めさ
れるコア部材と）を備える、変形例では、裏シートおよび上シートは、直接接続され、お
よび／または間接的に接続され（例えば、コア部材等のライナ層への共通取付部を介して
接続され）てもよい。場合によっては、裏シートおよび上シートが実質的に接続されてい
ないことが望ましくあり得る。例えば、折り重ねられた後表面の間の摩擦が、移動中に臀
部の皮膚に対して本体ライナを滑動させ得、これは、上記でさらに詳細に説明されるよう
に、本体ライナの集群化または変位をもたらし得る。上シートおよび裏シートが大部分は
接続されていないとき、上シートは、着用者の移動中に裏シートに対して滑動することが
できてもよく、この移動は、（特に、本体ライナの後表面が低い摩擦係数を有する変形例
で）本体ライナの抜去および／または集群化を防止するのに役立ち得る。加えて、ライナ
層の間の接着結合は、流体を吸収する本体ライナの能力に干渉し得る、ライナ層の水に流
せる能力に影響を及ぼし得る、および／または本体ライナの剛性を増加させ得る（本体ラ
イナによって提供される快適性のレベルを減少させ得る）。したがって、接続されるライ
ナ層の表面積の割合を最小限化しながら、ライナ層を接合することが望ましくあり得る。
いくつかの変形例では、上シートおよび裏シートは、上シートおよび裏シートの表面積の
少なくとも８０パーセントが未接続のままであるように接続されてもよい。これらの変形
例のうちのいくつかでは、上シートおよび裏シートの表面積の少なくとも９０パーセント
が、未接続のままであってもよい。
【００６５】
　裏シートおよび上シートが直接接続されたとき、それらは、上記でさらに詳細に説明さ
れるような任意の好適な様式で（例えば、接着結合および／または機械的取付を介して）
接続されてもよい。いくつかの変形例では、裏シートおよび上シートは、上シートおよび
／または裏シートの周囲で接続されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、裏
シートおよび上シートは、上シートおよび／または裏シートの周囲全体で接続されてもよ
い。上シートおよび裏シートが同一の形状を有する変形例では、上シートおよび裏シート
は、上シートおよび裏シートの両方の周囲で相互に接合されてもよい。上シートが裏シー
トより大きい変形例では、上シートおよび裏シートは、裏シートの周囲で相互に接合され
てもよく、またはその逆も同様である。
【００６６】
　複数の層が本体ライナを形成されるように相互に接合されるとき、本体ライナの形状は
、ライナ層が接合される前または後に作成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では
、個々のライナ層の形状は、ライナ層を接合することに先立って設定されてもよく（例え
ば、個々のライナ層が、本体ライナの構築に先立って本体ライナの所望の形状に切断され
てもよく）、または本体ライナは、ライナ層が接合された後に所望の形状に設定されても
よい（例えば、多層構造が所望の本体ライナ形状に切断されてもよい）。加えて、場合に
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よっては（以下でさらに詳細に説明されるように）、１つ以上の接着領域が、本体ライナ
に適用されてもよい。本体ライナまたは個々のライナ層は、型抜き、レーザ切断、水ジェ
ット切断、または同等物等の任意の好適な様式で切断されてもよい。
【００６７】
　吸収
　上述のように、本明細書で説明される本体ライナは、流体吸収性であるように構成され
てもよい。本明細書で説明される本体ライナは、本体ライナのサイズおよび材料に応じて
、任意の好適な量の流体を吸収することができてもよい。いくつかの変形例では、本体ラ
イナは、少なくとも約１．２５ｇ／ｇの全体的吸収性指数を有してもよい。流体が本体ラ
イナによって吸収されるとき、吸収材料は、（例えば、材料の多孔性および／または毛管
現象を介して）ライナによって吸収される流体を取得、分配、および貯蔵するように構成
されてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナの少なくとも一部分は、身体対面表面
から本体ライナの対向後表面へ流体を通過させ得るように、吸収性であるように構成され
てもよい。これらの変形例では、本体ライナは、本体ライナの後表面が吸収材料を含むと
き等、（上記でさらに詳細に説明されるように縦軸に沿って折り畳まれたとき等に）折り
目の異なる側の本体ライナ部分の間の後表面と後表面の接触を介して、流体を吸い上げる
か、または別様に移送するように構成されてもよい。本明細書で説明される本体ライナが
複数のライナ層（例えば、上シートおよび裏シート、および／またはコア部材）を備える
とき、ライナ層のうちのいくつかまたは全ては、流体吸収性であるように構成されてもよ
い。いくつかの変形例では、ライナ層のそれぞれは、流体吸収性であるように構成されて
もよい。これらの変形例では、本体ライナは、複数のライナ層を通して身体対面表面から
本体ライナの後表面へ流体を移送することができてもよい（例えば、各ライナ層は、ライ
ナ層の身体対面側からライナ層の後側へ流体を移送することができてもよい）。加えて、
本体ライナ（およびそのライナ層）の吸収性質は、ガスがそれを通過することを可能にし
てもよく、それによって、本体ライナの通気性を提供し、本体ライナによる湿気を低減さ
せ得る。
【００６８】
　上記のいくつかの変形例では、本体ライナによって吸収される流体を選択的に分配する
ように本体ライナを構成することが望ましくあり得る。具体的には、本体ライナは、異な
る方向への異なる流体ウィッキング速度を有するように構成されてもよい。図２Ａは、本
体ライナ（２００）の例証的変形例の斜視図を示す。本体ライナ（２００）は、本明細書
の全体を通して説明される本体ライナのうちのいずれかであってもよく、かつ特徴の任意
の好適なサイズ、形状、および構成を有してもよい。図２Ａに示されるように、所与の点
（２０１）での流体の移動は、３つの構成要素方向（すなわち、第１の方向（２０２）、
第２の方向（２０４）、および第３の方向（２０６））に分割されてもよい。そこで示さ
れるように、第１（２０２）および第２の（２０４）方向は、本体ライナ（２００）の面
内で相互に垂直であり得る。第３の方向（２０６）は、本体ライナ（２００）の面と垂直
であり得（それによって、第１（２０２）および第２の（２０４）方向の両方と垂直であ
り得）、本体ライナ（２００）の厚さを横断して延在してもよい。本明細書で説明される
本体ライナは、第１、第２、および第３の方向への流体移動の速度を選択的に制御するよ
うに構成されてもよい。
【００６９】
　例えば、いくつかの変形例では、流体が本体ライナ（またはそのライナ層）の面内で移
動するよりも本体ライナ（またはそのライナ層）の厚さを通って迅速に移動するように、
本体ライナ（または本体ライナの１つ以上のライナ層）を構成することが望ましくあり得
る。例えば、図２Ａに示される本体ライナ（２００）の例証的変形例では、本体ライナ（
２００）は、第１（２０２）および第２の（２０４）方向へのウィッキング速度より速い
第３の方向（２０６）へのウィッキング速度を有してもよい。これらの場合において、（
例えば、多量の腸管漏出物からの）本体ライナに接触する流体は、本体ライナを横断して
広がるよりも（例えば、本体ライナの皮膚対面表面から本体ライナの後表面に向かって）
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本体ライナを通って迅速に通過し得る。これは、本体ライナの厚さにわたる吸収を助長し
得、かつ本体ライナに適用されたときに流体量の拡散を低減させ得る。本体ライナによっ
て吸収される流体の拡散を低減することにより、流体が本体ライナの外部に到達するであ
ろう可能性を低減し、それによって、本体ライナを除去するときに、着用者が本体ライナ
の汚れた部分に触れるであろう可能性を低減させ得る。
【００７０】
　加えて、本体ライナが実質的に折り返される（例えば、少なくとも部分的に臀裂の中に
配置された時に縦軸に沿って折り畳まれる）とき、折り目の片側の本体ライナに接触する
流体は、本体ライナの厚さを通して移送されてもよく、さらに、（例えば、後表面と後表
面の接触を介して）折り目の反対側の本体ライナの一部分に移送されてもよい。例えば、
図２Ｂは、本体ライナ（２００）が縦軸（図示せず）に沿って半分に折り畳まれている、
図２Ａに示される本体ライナ（２００）の正面図を示す。そこで示されるように、点（２
０１）に対して第３の方向（２０６）へ通過する流体は、第３の方向（２０６）に沿って
本体ライナの反対の半分に向かって移動するであろう、そして第３の方向（２０６）に沿
って本体ライナの反対の半分によって吸収され得る。これは、第３の方向（２０６）で吸
収される流体の全体的な量を増加させ得、さらに、所与の流体量について、第１（２０２
）および第２の（２０４）方向へ拡散し得る流体の量を低減させ得る。これは、典型的に
は、肛門に近い、その初期接触点に対して流体を限局するのに役立ち得る。本体ライナの
１つ以上の部分が、少なくとも部分的に臀裂から外へ延在するとき、この局在化は、流体
が本体ライナの１つまたは複数の露出部分に到達する可能性を低減させ得る。
【００７１】
　いくつかの変形例では、本体ライナ（またはそのライナ層）の面内で異なる速度におい
て流体を移送するように本体ライナ（またはそのライナ層）を構成することが望ましくあ
り得る。例えば、本体ライナが１つ以上のエアレイド不織布材料を含む変形例では、繊維
が第２の方向より第１の方向で整合させられるように、材料の繊維が置かれてもよい。例
えば、図２Ａおよび２Ｂに示される本体ライナ（２００）の例証的変形例では、第１の方
向（２０２）へのウィッキング速度は、第２の方向（２０４）へのウィッキング速度より
速くてもよい（またはその逆も同様である）。これらの変形例では、本体ライナ（２００
）に適用された流体量は、第２の方向（２０４）よりも第１の方向（２０２）へ多く拡散
してもよい。これは、本体ライナの１つ以上の部分が臀裂を越えて延在し、着用者が臀裂
から本体ライナを除去するように把持して引くことができる、回収部分の役割を果たす場
合において、特定の有用性を見出し得る。これらの変形例では、流体が本体ライナの回収
部分に到達する可能性を最小限化することが望ましくあり得る。例えば、図１Ａ－１Ｅに
関して上記で説明される本体ライナ（１００）の変形例では、本体ライナ（１００）は、
本体ライナ（１００）が少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときに、これらの突出部
（１１６）のうちの１つ以上の少なくとも一部分が少なくとも部分的に臀裂から延在し得
るように、構成されてもよい。突出部（１１６）のこれらの露出部分は、横軸（１０８）
の上方または下方のいずれか一方に位置決めされる。したがって、これらの変形例では、
横軸（１０８）と平行な方向へのウィッキング速度が、縦軸（１０６）と平行な方向への
ウィッキング速度より速いように、本体ライナ（１００）を構成することが望ましくあり
得る。これらの変形例では、多量の肛門漏出物が（例えば、標的域（１１２）の中で）本
体ライナに接触するとき、該量からの流体は、本体ライナの長さに沿って拡散するより速
く、本体ライナの幅を横断して拡散し得る。したがって、より少量の流体が、突出部（１
１６）に向かって縦軸に沿って拡散してもよく、これは、流体が突出部（１１６）の露出
部分に到達するように十分離れて進行することができるであろう可能性を減少させ得る。
【００７２】
　本明細書で説明される本体ライナが、本体ライナの面内の第２の方向（例えば、本体ラ
イナ（２００）の第２の方向（２０４））へのウィッキング速度より速い、本体ライナの
面内の第１の方向（例えば、本体ライナ（２００）の第１の方向（２０２））へのウィッ
キング速度を有するように構成されるとき、第１および第２の方向は、本体ライナにおい
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て任意の好適な方向であってもよい。例えば、変形例のうちのいくつかでは、第１の方向
は、縦軸と平行であり得、第２の方向は、横軸と平行であり得る（例えば、流体は、横軸
に沿って進行するより速く縦軸に沿って移動してもよい）。これらの変形例のうちの他の
ものでは、第１の方向は、横軸と平行であり得、第２の方向は、縦軸と平行であり得る（
例えば、流体は、縦軸に沿って進行するより速く横軸に沿って移動してもよい）。これら
の変形例のうちのさらに他のものでは、第１の方向は、縦軸に対して角度を成してもよい
。これらの変形例では、第１の方向と縦軸との間の角度は、任意の好適な角度（例えば、
約３０度、約４５度、約６０度、または同等物）であってもよい。第１および第２の方向
が相互と垂直であるため、第２の方向と横軸との間の角度は、第１の方向と縦軸との間の
角度と同一であり得る。
【００７３】
　本明細書で説明される本体ライナが、本体ライナの面内の第２の方向（例えば、本体ラ
イナ（２００）の第２の方向（２０４））へのウィッキング速度より速い、本体ライナの
面内の第１の方向（例えば、本体ライナ（２００）の第１の方向（２０２））へのウィッ
キング速度を有するように構成されるとき、本体ライナの厚さ（例えば、本体ライナ（２
００）の第３の方向（２０４））にわたるウィッキング速度は、第１および第２の方向へ
のウィッキング速度に対して任意の好適な値であってもよい。例えば、いくつかの変形例
では、第３の方向へのウィッキング速度は、上記でさらに詳細に説明されるように、第１
および第２の方向の両方のウィッキング速度より速くあり得る。他の変形例では、第３の
方向へのウィッキング速度は、第１の方向へのウィッキング速度にほぼ等しくあり得る。
さらに他の変形例では、第３の方向へのウィッキング速度は、第１の方向へのウィッキン
グ速度より遅くあり得るが、第２の方向へのウィッキング速度より速くあり得る。さらに
他の変形例では、第３の方向へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング速度
にほぼ等しくあり得る。さらに他の変形例では、第３の方向へのウィッキング速度は、第
１および第２の方向の両方へのウィッキング速度より遅くあり得る。第１、第２、および
／または第３の方向への異なるウィッキング速度を有するものとして上記で説明されるが
、いくつかの変形例では、本体ライナ（またはそのライナ層）は、吸収された流体を均一
に分配するように構成されてもよい（例えば、本体ライナの各方向へのウィッキング速度
がほぼ等しい）ことを理解されたい。
【００７４】
　本体ライナが複数の層を備える変形例では、ライナ層のうちのいずれかまたは全ては、
上記で説明されるような任意の様式で流体を選択的に分配するように構成されてもよい。
各ライナ層内の流体の移動は、３成分方向、特に、上記で説明されるように、本体ライナ
の面内の第１の方向、第１の方向と垂直である本体ライナの面内の第２の方向、および本
体ライナの厚さを通って延在し、第１および第２の方向の両方と垂直である第３の方向へ
のウィッキング速度に基づいて、特徴付けられてもよい。１つのライナ層における所与の
方向のウィッキング速度は、別のライナ層におけるその方向のウィッキング速度と同一で
あるか、またはそれとは異なり得る。
【００７５】
　例えば、本体ライナが上シートを備える、いくつかの変形例では、上シートは、第１の
方向への上シートにおけるウィッキング速度より速く、かつ第２の方向への上シートにお
けるウィッキング速度より速い、第３の方向への上シートにおけるウィッキング速度を有
するように構成されてもよい。これらの変形例では、流体は、本体ライナを横断して拡散
するより迅速に上シートの厚さを横断して移送されてもよく、これは、上シートから１つ
以上の付加的なライナ層（例えば、コア部材および／または裏シート）への流体の効果的
な移送を可能にし得る。これらの変形例のうちのいくつかでは、第１の方向へのウィッキ
ング速度は、第２の方向へのウィッキング速度より速くあり得るか、またはその逆も同様
である。これらの変形例のうちの他のものでは、第１の方向へのウィッキング速度は、第
２の方向へのウィッキング速度に等しくあり得る。
【００７６】
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　他の変形例では、上シートは、第１の方向への上シートにおけるウィッキング速度より
遅く、かつ第２の方向への上シートにおけるウィッキング速度より遅い、第３の方向への
上シートにおけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。これらの変形例で
は、吸収された流体は、上シートの厚さを横断して移送されるより速く、上シートを横断
して拡散してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、第１の方向へのウィッキン
グ速度は、第２の方向へのウィッキング速度より速くあり得るか、またはその逆も同様で
ある。これらの変形例のうちの他のものでは、第１の方向へのウィッキング速度は、第２
の方向へのウィッキング速度に等しくあり得る。
【００７７】
　さらに他の変形例では、上シートは、第１の方向への上シートにおけるウィッキング速
度より遅く、かつ第２の方向への上シートにおけるウィッキング速度より速い、第３の方
向への上シートにおけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。さらに他の
変形例では、上シートは、第１の方向への上シートにおけるウィッキング速度に等しい、
第３の方向への上シートにおけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。こ
れらの変形例のうちのいくつかでは、上シートは、第２の方向への上シートにおけるウィ
ッキング速度が、第１および第３の方向へのウィッキング速度より速いように、構成され
てもよい。これらの変形例のうちの他のものでは、上シートは、第２の方向への上シート
におけるウィッキング速度が、第１および第３の方向へのウィッキング速度より遅いよう
に、構成されてもよい。さらに他の変形例では、上シートは、上シート内で流体を均一に
分配するように構成されてもよい（すなわち、上シートは、第３の方向への上シートにお
けるウィッキング速度が、第１の方向への上シートにおけるウィッキング速度および第２
の方向への上シートにおけるウィッキング速度に等しいように、構成されてもよい）。
【００７８】
　本体ライナがコア部材を備える、いくつかの変形例では、コア部材は、（上記で議論さ
れるように、コア部材を横断する流体サンプルの拡散と比べて、コア部材の厚さを通した
吸収を優先し得る）第１の方向へのコア部材におけるウィッキング速度より速く、かつ第
２の方向へのコア部材におけるウィッキング速度より速い、第３の方向へのコア部材にお
けるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつ
かでは、第１の方向へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング速度より速く
あり得るか、またはその逆も同様である。これらの変形例のうちの他のものでは、第１の
方向へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング速度に等しくあり得る。
【００７９】
　他の変形例では、コア部材は、（コア部材の厚さを横断する吸収と比べて、流体の拡散
を優先し得る）第１の方向へのコア部材におけるウィッキング速度より遅く、かつ第２の
方向へのコア部材におけるウィッキング速度より遅い、第３の方向へのコア部材における
ウィッキング速度を有するように構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかで
は、第１の方向へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング速度より速くあり
得るか、またはその逆も同様である。これらの変形例のうちの他のものでは、第１の方向
へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング速度と同一であり得る。
【００８０】
　さらに他の変形例では、コア部材は、第１の方向へのコア部材におけるウィッキング速
度より遅く、かつ第２の方向へのコア部材におけるウィッキング速度より速い、第３の方
向へのコア部材におけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。さらに他の
変形例では、コア部材は、第１の方向へのコア部材におけるウィッキング速度に等しい、
第３の方向へのコア部材におけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。こ
れらの変形例のうちのいくつかでは、コア部材は、第２の方向へのコア部材におけるウィ
ッキング速度が、第１および第３の方向へのウィッキング速度より速いように、構成され
てもよい。これらの変形例のうちの他のものでは、コア部材は、第２の方向へのコア部材
におけるウィッキング速度が、第１および第３の方向へのウィッキング速度より遅いよう
に、構成されてもよい。さらに他の変形例では、コア部材は、流体を均等に分配するよう
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に構成されてもよい（例えば、第３の方向へのコア部材におけるウィッキング速度が、第
１の方向へのコア部材におけるウィッキング速度および第２の方向へのコア部材における
ウィッキング速度に等しいように、構成されてもよい）。
【００８１】
　本体ライナが裏シートを備える、いくつかの変形例では、裏シートは、（上記で議論さ
れるように、コア部材を横断する流体サンプルの拡散と比べて、裏シートの厚さを通した
吸収を優先し得る）第１の方向への裏シートにおけるウィッキング速度より速く、かつ第
２の方向への裏シートにおけるウィッキング速度より速い、第３の方向への裏シートにお
けるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつ
かでは、第１の方向へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング速度より速く
あり得るか、またはその逆も同様である。これらの変形例のうちの他のものでは、第１の
方向へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング速度と同一であり得る。
【００８２】
　他の変形例では、裏シートは、（裏シートの厚さを通した吸収と比べて、裏シートを横
断する流体の拡散を優先し得る）第１の方向への裏シートにおけるウィッキング速度より
遅く、かつ第２の方向への裏シートにおけるウィッキング速度より遅い、第３の方向への
裏シートにおけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。これらの変形例の
うちのいくつかでは、第１の方向へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング
速度より速くあり得るか、またはその逆も同様である。これらの変形例のうちの他のもの
では、第１の方向へのウィッキング速度は、第２の方向へのウィッキング速度に等しくあ
り得る。
【００８３】
　さらに他の変形例では、裏シートは、第１の方向への裏シートにおけるウィッキング速
度より遅く、かつ第２の方向への裏シートにおけるウィッキング速度より速い、第３の方
向への裏シートにおけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。さらに他の
変形例では、裏シートは、第１の方向への裏シートにおけるウィッキング速度と同一であ
る、第３の方向への裏シートにおけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい
。これらの変形例のうちのいくつかでは、裏シートは、第２の方向への裏シートにおける
ウィッキング速度が、第１および第３の方向へのウィッキング速度より速いように、構成
されてもよい。これらの変形例のうちの他のものでは、裏シートは、第２の方向への裏シ
ートにおけるウィッキング速度が、第１および第３の方向へのウィッキング速度より遅い
ように、構成されてもよい。さらに他の変形例では、裏シートは、流体を均等に分配する
ように構成されてもよい（例えば、第３の方向への裏シートにおけるウィッキング速度が
、第１の方向への裏シートにおけるウィッキング速度および第２の方向への裏シートにお
けるウィッキング速度に等しいように、構成されてもよい）。
【００８４】
　本明細書で説明される本体ライナが複数のライナ層（例えば、上シートおよびコア部材
、上シートおよび裏シート、または上シート、コア部材、および裏シート）を備えるとき
、ライナ層は、上記で説明される様式の任意の組み合わせで流体を移送するように構成さ
れてもよい。例えば、本体ライナが、上シートと、裏シートと、コア部材とを備える、い
くつかの変形例では、上シートは、第１の方向への上シートにおけるウィッキング速度よ
り速く、かつ第２の方向への上シートにおけるウィッキング速度より速い、第３の方向へ
の上シートにおけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。同様に、裏シー
トは、第１の方向への裏シートにおけるウィッキング速度より速く、かつかつ第２の方向
への裏シートにおけるウィッキング速度より速い、第３の方向への裏シートにおけるウィ
ッキング速度を有するように構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、
上シートおよび裏シートの両方は、それぞれ、第２の方向への上シートおよび裏シートに
おけるウィッキング速度より速い、それぞれ、第１の方向への上シートおよび裏シートに
おけるウィッキング速度を有するように構成されてもよい。これらの変形例のうちの他の
ものでは、上シートは、第２の方向へのウィッキング速度より速い、第１の方向への上シ
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ートにおけるウィッキング速度を有するように構成されてもよく、裏シートは、第１およ
び第２の方向の間で均等に流体を分配するように構成されてもよく、またはその逆も同様
である。コア部材は、コア内で均等に流体を分配するように構成されてもよく（例えば、
コア部材は、第１、第２、および第３の方向のそれぞれへの等しいウィッキング速度を有
するように構成されてもよく）、または上記でさらに詳細に説明されるように流体を選択
的に移送するように構成されてもよい。いくつかの変形例では、コア部材は、第１の方向
へのコア部材におけるウィッキング速度より速く、かつ第２の方向へのコア部材における
ウィッキング速度より速い、第３の方向へのコア部材におけるウィッキング速度を有する
ように構成されてもよい。上シート、裏シート、およびコア部材のそれぞれにおける所与
の方向への（例えば、第３の方向への）ウィッキング速度は、全て同一であり得るか、ま
たは異なり得る。
【００８５】
　場合によっては、流体が、身体対面表面付近で拡散するよりも速く、後表面付近にて本
体ライナの中で（すなわち、上記で説明されるように第１および第２の方向へ本体ライナ
の面内で）拡散するように、本明細書で説明される本体ライナを構成することが望ましく
あり得る。これらの場合において、ＡＢＬ量が本体ライナに接触し、本体ライナによって
吸収されるとき、流体量の大部分が吸収され、本体ライナの後表面付近で保持されるであ
ろう。吸収された腸管漏出物は、（折り重ねられる）本体ライナの後表面に向かってより
集中させられてもよく、本体ライナの身体対面表面上により小さい可視的な汚れた「染み
」をもたらし得、これは、着用者に付加的な安心感を提供し、本体ライナによって吸収さ
れる糞便物質が本体ライナの除去中に皮膚に対して擦り付けられ得る可能性を低減させ得
る。本体ライナが単一のライナ層を備える変形例では、ライナ層は、身体対面表面付近で
流体を拡散するより速く、後表面に向かってライナ層の面内で流体を拡散するように構成
されてもよい。例えば、ライナ層は、１つ以上の不織布材料から形成され、ライナ層の繊
維は、後表面付近の拡散を助長する、身体対面表面付近より後表面付近で水平に配向され
た繊維のより高い分布を有してもよい。本体ライナが複数のライナ層を備える変形例では
、異なるライナ層は、異なる速度で流体を拡散するように構成されてもよい。例えば、本
体ライナが、上シートと、コア部材と、随意に、裏シートとを備える、変形例では、コア
部材は、上シートが本体ライナの面内で流体を拡散するより速く、本体ライナの面内で流
体を拡散するように構成されてもよい。本体ライナが裏シートを備える変形例では、裏シ
ートは、上シートおよび／またはコア部材が流体を拡散するより速く、本体ライナの面内
で流体を拡散するように構成されてもよい。
【００８６】
　本体ライナ形状
　本明細書で説明される本体ライナは、例えば、円形または楕円形、長方形、三角形、砂
時計形、耳たぶ形（例えば、チョウ形）、不規則な形状、それらの組み合わせ、および同
等物等の任意の好適な形状を有してもよい。本体ライナの形状にかかわらず、本体ライナ
は、本明細書の全体を通して説明される特徴およびライナ層の任意の組み合わせを有する
ように構成されてもよいことを理解されたい。本体ライナの全体的形状は、ライナ層のう
ちのいくつかまたは全ての形状因子であってもよい。例えば、本体ライナが単一のライナ
層を備える変形例では、本体ライナの形状は、単一のライナ層の形状と同一であり得る。
本体ライナが複数のライナ層を備える変形例では、本体ライナの形状は、どのようにして
個々のライナ層が相互に関して位置決めされるかに依存し得る。例えば、場合によっては
、最大のライナ層が、本体ライナの全体的形状を画定してもよい。２つ以上のライナ層が
部分的に重複する、他の場合においては、本体ライナの全体的形状は、２つ以上のライナ
層によって画定されてもよい。
【００８７】
　上述のように、いくつかの変形例では、本体ライナは、円形または楕円形を有してもよ
い。例えば、図３Ａ－３Ｅは、楕円形を有する本体ライナの変形例を描写する。具体的に
は、図３Ａは、楕円形を有する本体ライナ（３００）の上面図を示す。そこで示されるよ
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うに、本体ライナ（３００）は、縦軸（３０６）、および縦軸（３０６）と垂直であり、
標的点（３０８）で縦軸（３０６）に交差する横軸（３０４）を有してもよい。本体ライ
ナ（３００）が少なくとも部分的に臀裂内に配置されたとき、本体ライナ（３００）は、
肛門の開口部またはその付近に標的点（３０８）を位置決めするように、縦軸（３０６）
に沿って折り畳まれてもよい。標的点（３０８）は、本体ライナ（３００）の中心に位置
決めされるものとして図３Ａに示されているが、標的点（３０８）は、本体ライナ上の任
意の好適な場所に位置決めされてもよいことを理解されたい。加えて、縦軸（３０６）は
、本体ライナ（３００）の全体的な楕円形の短軸に沿って位置決めされるものとして図３
Ａ－３Ｅに示されているが、縦軸（３０６）は、本体ライナの任意の好適な部分に沿って
位置決めされてもよいことを理解されたい。本体ライナ（３００）は、以下でさらに詳細
に説明されるように、１つ以上の接着領域（図示せず）を備えてもよい。
【００８８】
　概して、本体ライナ（３００）は、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときに、本
体ライナ（３００）の少なくとも一部分が臀裂から外へ延在し得るように、サイズを合わ
せられてもよい。例えば、図３Ｂは、部分的に臀裂（３０９）内に配置された本体ライナ
（３００）を伴う個人の断面側面図を図示する。そこで示されるように、本体ライナ（３
００）は、標的点（３０８）が肛門（３１１）またはその付近に位置決めされ、本体ライ
ナ（３００）が実質的に縦軸（３０６）に沿って折り畳まれるように、位置決めされても
よい。図３Ｂに示されるように位置決めされたとき、本体ライナ（３００）の少なくとも
一部分は、臀裂（３０９）の外側に延在する。概して、本体ライナ（３００）の露出部分
は、上記でさらに詳細に説明されるように、着用者が本体ライナ（３００）を把持するこ
とを可能にするように十分に臀裂の外側に十分離れて延在してもよいが、本体ライナ（３
００）が衣類に引っ掛かるほど離れて延在しなくてもよい。
【００８９】
　図３Ａおよび３Ｂに示される本体ライナ（３００）は、１つ以上のライナ層から作製さ
れてもよい。例えば、図３Ｃは、本体ライナ（３００）が単一のライナ層（３１０）を備
える、本体ライナ（３００）の変形例の（縦軸（３０６）に沿って得られた）断面側面図
を示す。これらの変形例では、本体ライナ（３００）の全体的な楕円形は、ライナ層（３
１０）の楕円形によって画定されてもよい。加えて、ライナ層（３１０）の身体対面側は
、本体ライナ（３００）の身体対面表面（３１２）を形成してもよく、ライナ層（３１０
）の反対の後側は、本体ライナ（３００）の後表面（３１４）を形成してもよい。本体ラ
イナ（３００）の身体対面表面（３１２）および後表面（３１４）は、以下でさらに詳細
に説明されるように、任意のそれぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよいことを
理解されたい。
【００９０】
　ライナ層（３１０）は、以下でさらに詳細に説明されるように、流体を吸収するように
構成されてもよい。いくつかの変形例では、ライナ層（３１０）は、上記で説明されるよ
うに流体を選択的に移送するように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、
ライナ層（３１０）は、流体が（例えば、上記で議論されるような「第１の方向」および
「第２の方向」へ）本体ライナの面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッキン
グ速度で、（例えば、縦軸（３０６）および横軸（３０４）の両方と垂直であり得る、上
記で議論されるような「第３の方向」へ）本体ライナの厚さを横断して流体を移送するよ
うに構成されてもよい。本体ライナ（３００）が縦軸（３０６）に折り重ねられたとき、
本体ライナ（３００）の厚さを横断する、より速いウィッキング速度は、折り目の片側の
本体ライナの身体対面表面（３１２）上の接触点から折り目のその側の後表面（３１４）
への流体の移送を助長し得、さらに、上記でさらに詳細に説明されるように、後表面（３
１４）から折り目の反対側の接触後表面（３１４）への移送を助長し得る。加えて、また
は代替として、ライナ層（３１０）は、第１の方向と垂直である本体ライナ（３００）の
面内の第２の方向へのウィッキング速度より速いウィッキング速度で、本体ライナ（３０
０）の面内で第１の方向へ流体を移送するように構成されてもよい。例えば、いくつかの
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変形例では、ライナ層（３１０）は、横軸（３０４）と平行な第２の方向へのウィッキン
グ速度より速いウィッキング速度で、縦軸（３０６）と平行な第１の方向へ流体を移送す
るように構成されてもよい。本体ライナ（３００）が、図３Ｂに示されるように少なくと
も部分的に臀裂の中に配置されたとき、本体ライナ（３００）によって吸収される流体は
、臀裂から延在する本体ライナ（３００）の部分に到達するために、横軸（３０４）と平
行に進行しなければならない。したがって、横軸（３０４）に沿ったウィッキング速度よ
り速いウィッキング速度を縦軸（３０６）に沿って有することにより、ライナ層（３０２
）が横軸（３０４）に沿って本体ライナ（３００）の露出部分の一部分に向かって伝送す
る流体の量を低減させ得、これは、本体ライナの除去中に、着用者が本体ライナ（３００
）の汚れた部分を把持することを防止するのに役立ち得る。
【００９１】
　他の変形例では、本明細書で説明される本体ライナは、２つ以上のライナ層を備えても
よい。例えば、図３Ｄは、本体ライナが、上シート（３１６）および上シート（３１６）
と接触しているコア部材（３１８）から形成される、本体ライナ（３００）の変形例を示
す。いくつかの変形例では、上シート（３１６）およびコア部材（３１８）は、本体ライ
ナ（３００）の唯一のライナ層であってもよい。上シート（３１６）およびコア部材（３
１８）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シートおよびコア部材の任意の組み
合わせであってもよい。これらの変形例では、上シート（３１６）およびコア部材（３１
８）は、本体ライナ（３００）の全体的形状であり得る、同一の楕円形を有してもよい。
図３Ｄに示されるように、上シート（３１６）の身体対面側は、本体ライナ（３００）の
身体対面表面（３１２）を形成してもよく、コア部材の後側は、本体ライナ（３００）の
後表面（３１４）を形成してもよい。
【００９２】
　上シート（３１６）および／またはコア部材（３１８）は、上記でさらに詳細に説明さ
れるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、上シー
ト（３１６）およびコア部材（３１８）の両方は、流体吸収性であるように構成されても
よい。いくつかの変形例では、上シート（３１６）およびコア部材（３１８）の一方また
は両方は、上記で説明されるように、それぞれのライナ層内で流体を選択的に移送するよ
うに構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、上シート（３１６）は、流体が
（例えば、上記で議論されるような「第１の方向」および「第２の方向」へ）上シートの
面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、（例えば、縦軸（３０
６）および横軸（３０４）の両方と垂直であり得る「第３の方向」へ）上シート（３１６
）の厚さを横断して流体を移送するように構成されてもよい。これは、上シート（３１６
）の厚さを通したコア部材（３１８）の中への流体の移送を助長し得る。これらの変形例
のうちのいくつかでは、コア部材（３１８）は、流体がコア部材（３１８）の面内で移送
されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、コア部材（３１８）の厚さを横断
して流体を移送するように構成されてもよい。本体ライナ（３００）が縦軸（３０６）に
折り重ねられたとき、コア部材（３１８）の厚さを横断する、より速いウィッキング速度
は、後表面と後表面の接触を介して、折り目の両側の後表面（３１４）の部分の間からの
流体の移送を助長し得る。他の変形例では、コア部材（３１８）は、コア部材（３１８）
を通して均等に流体を分配するように構成されてもよい。
【００９３】
　いくつかの変形例では、上シート（３１６）は、横軸（３０４）と平行な方向へのウィ
ッキング速度より速いウィッキング速度で、縦軸（３０６）と平行な方向へ流体を移送す
るように構成されてもよい。これらの変形例では、上シート（３１６）によって吸収され
る流体は、上記で説明されるように、臀裂から延在する本体ライナ（３００）の部分に到
達する可能性が低くあり得る。加えて、または代替として、コア部材（３１８）は、横軸
（３０４）と平行な方向へのウィッキング速度より速いウィッキング速度で、縦軸（３０
６）と平行な方向へ流体を移送するように構成されてもよい。これらの変形例では、コア
部材（３１８）によって吸収される流体は、本体（３００）の部分に到達する可能性が低
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くあり得る。
【００９４】
　他の変形例では、本体ライナ（３００）は、３つ以上のライナ層を備えてもよい。例え
ば、図３Ｅは、本体ライナが、上シート（３１６）、上シート（３１６）と接触している
コア部材（３１８）、およびコア部材（３１８）と接触している裏シート（３２０）から
形成され得る、本体ライナ（３００）の変形例を示す。いくつかの変形例では、上シート
（３１６）、コア部材（３１８）、および裏シート（３２０）は、本体ライナ（３００）
の唯一のライナ層であってもよい。上シート（３１６）、コア部材（３１８）、および裏
シート（３２０）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シート、コア部材、およ
び裏シートの任意の組み合わせを含んでもよい。図３Ｅに示される変形例では、上シート
（３１６）、コア部材（３１８）、および裏シート（３２０）はそれぞれ、本体ライナ（
３００）の同一の全体的サイズおよび形状であり得る、同一の楕円形を有してもよい。そ
こで示されるように、上シート（３１６）の身体対面側が、本体ライナ（３００）の身体
対面表面（３１２）を形成してもよい一方で、裏シート（３２０）の後側は、本体ライナ
（３００）の後表面（３１４）を形成してもよい。本体ライナ（３００）の身体対面表面
（３１２）および後表面（３１４）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意のそ
れぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよいことを理解されたい。
【００９５】
　上シート（３１６）、コア部材（３１８）、および／または裏シート（３２０）は、上
記でさらに詳細に説明されるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。いくつ
かの変形例では、上シート（３１６）、コア部材（３１８）、および裏シート（３２０）
のそれぞれは、流体吸収性であるように構成されてもよい。上シート（３１６）、コア部
材（３１８）、および裏シート（３２０）のうちのいくつかまたは全ては、上記で説明さ
れるように、流体を選択的に移送するように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形
例では、上シート（３１６）は、流体が（例えば、上記で議論されるような「第１の方向
」および「第２の方向」へ）上シートの面内で移送されるウィッキング速度より速いウィ
ッキング速度で、（例えば、縦軸（３０６）および横軸（３０４）の両方と垂直であり得
る「第３の方向」へ）上シート（３１６）の厚さを横断して流体を移送するように構成さ
れてもよい。これは、上シート（３１６）の厚さを通したコア部材（３１８）の中への流
体のより迅速な移送を助長し得る。これらの変形例のうちのいくつかでは、コア部材（３
１８）は、流体がコア部材（３１８）の面内で移送されるウィッキング速度より速いウィ
ッキング速度で、コア部材（３１８）の厚さを横断して流体を移送するように構成されて
もよく、これは、コア部材（３１８）の厚さを通した裏シート（３２０）の中への流体の
より迅速な移送を助長し得る。いくつかの変形例では、コア部材（３１８）は、コア部材
（３１８）によって吸収される流体を、コア部材を通して均等に分配するように構成され
てもよい。いくつかの変形例では、裏シート（３２０）はまた、流体が裏シート（３２０
）の面内で移送される、ウィッキング速度より速いウィッキング速度で、裏シート（３２
０）の厚さを横断して流体を移送するように構成されてもよい。本体ライナ（３００）が
縦軸（３０６）に折り重ねられたとき、裏シート（３２０）の厚さを横断する、より速い
ウィッキング速度は、裏シート（３２０）の厚さを通した流体の移送、および裏シートと
裏シートとの接触を介した折り目の反対側の裏シート（３２０）の一部分への流体の移送
を助長し得る。
【００９６】
　いくつかの変形例では、上シート（３１６）は、横軸（３０４）と平行な方向へのウィ
ッキング速度より速いウィッキング速度で、縦軸（３０６）と平行な方向へ流体を移送す
るように構成されてもよい。加えて、または代替として、コア部材（３１８）は、横軸（
３０４）と平行な方向へのウィッキング速度より速いウィッキング速度で、縦軸（３０６
）と平行な方向へ流体を移送するように構成されてもよい。加えて、または代替として、
裏シート（３２０）は、横軸（３０４）と平行な方向へのウィッキング速度より速いウィ
ッキング速度で、縦軸（３０６）と平行な方向へ流体を移送するように構成されてもよい
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。これらの変形例では、上シート、裏シート、およびコア部材のうちのいくつかまたは全
てにおいて、縦軸と平行により速いウィッキング速度を有することにより、吸収された流
体が臀裂から延在する本体ライナ（３００）の部分に到達するであろう可能性を低減させ
得る。
【００９７】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、本体ライナの周辺部分とは異なる１つ以上の性
質を有し得る、標的域を備えてもよい。例えば、図４Ａは、楕円形および標的域（４０１
）を有する本体ライナ（４００）の上面図を示す。そこで示されるように、本体ライナ（
４００）は、縦軸（４０６）、および縦軸（４０６）と垂直であり、標的点（４０８）で
縦軸（４０６）に交差する横軸（４０４）を有してもよい。図３Ｂにおいて本体ライナ（
３００）に関して上記で説明されるように、本体ライナ（４００）が少なくとも部分的に
臀裂の中に配置されたとき、本体ライナ（４００）は、肛門またはその付近に標的点（４
０８）を位置決めするように、縦軸（４０６）に沿って折り畳まれてもよい。標的点（４
０８）は、本体ライナ（４００）の中心に位置決めされるものとして図４Ａに示されてい
るが、標的点（４０８）は、本体ライナ上の任意の好適な場所に位置決めされてもよいこ
とを理解されたい。加えて、縦軸（４０６）は、楕円形の短軸に沿って位置決めされるも
のとして図４Ａに示されているが、縦軸（４０６）は、本体ライナの任意の好適な部分に
沿って位置決めされてもよいことを理解されたい。本体ライナ（４００）は、以下でさら
に詳細に説明されるように、１つ以上の接着領域（図示せず）を備えてもよい。
【００９８】
　概して、本体ライナ（４００）は、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときに、本
体ライナ（４００）の少なくとも一部分が臀裂から外へ延在し得るようにサイズを合わせ
られてもよい。本体ライナ（４００）は、図３Ｂに示されるように、本体ライナ（３００
）に関して上記で説明されるように臀裂の中に位置決めされてもよい。そのように位置決
めされたとき、本体ライナ（４００）の少なくとも一部分は、臀裂の外側に延在してもよ
い。概して、本体ライナ（４００）の露出部分は、上記でさらに詳細に説明されるように
、着用者が本体ライナ（４００）を把持することを可能にするように十分に臀裂の外側に
十分に離れて延在してもよいが、本体ライナ（４００）が衣類に引っ掛かるほど離れて延
在しなくてもよい。
【００９９】
　前述のように、本体ライナ（４００）は、標的域（４０１）を含んでもよい。標的域（
４０１）は、少なくとも部分的に標的点（４０８）を包囲してもよく、かつ多量の肛門漏
出物を受容して、そこから流体を吸収するように構成されてもよい。概して、標的域（４
０１）は、上記で説明されるように任意の好適なサイズおよび形状を有してもよい。形状
が楕円形であるものとして図４Ａに示されているが、標的域（４０１）は、任意の好適な
形状（例えば、円形、長方形、不規則な形状、または同等物）を有してもよい。標的域（
４０１）が楕円形であるとき、楕円形の標的域（４０１）の長軸は、縦軸（４０６）と平
行に整合させられてもよい。他の変形例では、標的域（４０１）は、楕円形の標的域（４
０１）の長軸が縦軸（４０６）に対して角度を成す（例えば、縦軸（４０６）と垂直であ
る、または同等物）ように、位置決めされてもよい。概して、標的域（４０１）は、本体
ライナ（４００）が図３Ｂにおいて上記で示される本体ライナ（３００）の変形例に関し
て上記で議論されるように配置されるときに、完全に臀裂内に嵌合し得るようにサイズを
合わせられてもよい。図４Ｅは、標的域（４０１）がライナの長さに及ぶストリップ（４
８０）として形成される、本体ライナ（４００）の別の変形例を示す。図４Ｅに示される
変形例では、ストリップ（４８０）は、縦軸（４０６）に沿ってライナの高さに及ぶが、
他の場合においては、ストリップ（４８０）は、（例えば、横軸（４０４）に沿って）ラ
イナの幅に及んでもよいことを理解されたい。本体ライナ（４００）が、以下でさらに詳
細に議論されるように、標的域（４０１）のサイズおよび形状を画定するコア部材を備え
る場合において、コア部材は、図４Ｅに示されるストリップ（４８０）としてサイズを合
わせられて成形されてもよい。
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【０１００】
　図４Ａに示される本体ライナ（４００）は、１つ以上のライナ層から作製されてもよい
。例えば、図４Ｂは、本体ライナ（４００）が単一のライナ層（４１０）から形成される
、本体ライナ（４００）の変形例の（縦軸（４０６）に沿って得られた）断面側面図を示
す。これらの変形例では、ライナ層（４１０）は、本体ライナ（４００）の全体的形状を
画定する楕円形を有してもよい。加えて、ライナ層（４１０）の身体対面側は、本体ライ
ナ（４００）の身体対面表面（４１２）を形成してもよく、ライナ層（４１０）の反対の
後側は、本体ライナ（４００）の後表面（４１４）を形成してもよい。本体ライナ（４０
０）の身体対面表面（４１２）および／または後表面（４１４）は、以下でさらに詳細に
説明されるように、任意のそれぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよい。
【０１０１】
　ライナ層（４１０）は、上記でさらに詳細に説明されるように、流体を吸収するように
構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、標的域（４０１）は、本体ラ
イナ（４００）の周辺部分とは異なる吸収性を有してもよい。これらの変形例のうちのい
くつかでは、標的域（４０１）の吸収性は、本体ライナ（４００）の周辺部分の吸収性よ
り優れ得る。例えば、いくつかの変形例では、標的域（４０１）は、ライナ層の周辺部分
とは異なる材料から形成されてもよい。加えて、または代替として、標的域（４０１）は
、上記でさらに詳細に説明されるように、１つ以上の超吸収性ポリマー等の１つ以上の吸
収材料が組み込まれてもよい。
【０１０２】
　いくつかの変形例では、ライナ層（４１０）は、図３Ｃに示されるライナ層（３１０）
の変形例に関して上記で説明されるように、流体を選択的に移送するように構成されても
よい。標的域（４０１）の中の特定の方向へのウィッキング速度は、本体ライナ（４００
）の周辺部分における同一方向へのウィッキング速度とは異なり得ることを理解されたい
。例えば、いくつかの変形例では、標的域（４０１）は、流体が本体ライナ（４００）の
周辺部分内で移送されるより速く、標的域（４０１）内で流体を移送するように構成され
てもよい。これらの場合において、標的域（４０１）内でより速く吸い上げることにより
、本体ライナ（４００）の周囲に到達し得る流体の量を制限し得る、本体ライナ（４００
）の周辺部分より多くの流体を標的域（４０１）に吸収させてもよい。
【０１０３】
　他の変形例では、本体ライナ（４００）は、２つ以上のライナ層を備えてもよい。例え
ば、図４Ｃは、本体ライナが、上シート（４１６）、および上シート（４１６）と接触し
、それに取り付けられたコア部材（４１８）から形成され得る、本体ライナ（４００）の
変形例を示す。いくつかの変形例では、上シート（４１６）およびコア部材（４１８）は
、本体ライナ（４００）の唯一のライナ層であってもよい。上シート（４１６）およびコ
ア部材（４１８）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シートおよびコア部材の
任意の組み合わせであってもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、上シート（４
１６）は、本体ライナ（４００）の全体的サイズおよび形状を画定する楕円形を有しても
よい。いくつかの変形例では、コア部材（４１８）が標的域（４０１）の全体的サイズお
よび形状を画定し得るように、コア部材（４１８）は、標的域（４０１）と同一のサイズ
および形状であってもよい。これらの変形例では、コア部材（４１８）は、上記でさらに
詳細に説明されるように任意の好適なサイズであってもよい。図４Ｃに示される変形例で
は、上シート（４１６）の身体対面側は、本体ライナ（４００）の身体対面表面（４１２
）を形成してもよい。本体ライナ（４００）の後表面（４１４）は、コア部材（４１８）
の後側、およびコア部材（４１８）によって覆われていない上シート（４１６）の後側の
一部分の組み合わせから形成されてもよい。本体ライナ（４００）の身体対面表面（４１
２）および／または後表面（４１４）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意の
それぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよい。
【０１０４】
　上シート（４１６）および／またはコア部材（４１８）は、上記でさらに詳細に説明さ
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れるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、上シー
ト（４１６）およびコア部材（４１８）の両方は、流体吸収性であるように構成される。
これらの変形例では、標的域（４０１）へのコア部材（４１８）の追加が、本体ライナ（
４００）の周辺部分に対する標的域（４０１）の中の本体ライナ（４００）の吸収度を増
加させてもよい。標的域（４０１）の中の本体ライナ（４００）の吸収性は、直上で説明
されるように、標的域（４０１）の中の本体ライナ材料の修正および／または１つ以上の
吸収材料の包含によって、さらに修正されてもよい。
【０１０５】
　いくつかの変形例では、上シート（４１６）およびコア部材（４１８）の一方または両
方は、上記でさらに詳細に説明されるように、流体を選択的に移送するように構成されて
もよい。例えば、上シート（４１６）が、図３Ｄで描写される上シート（３１６）に関し
て上記で説明されるもの等の任意の様式で流体を選択的に移送するように構成されてもよ
い一方で、コア部材（４１８）は、図３Ｄで描写されるコア部材（３１８）に関して上記
で説明されるもの等の任意の様式で流体を選択的に移送するように構成されてもよい。い
くつかの変形例では、コア部材（４１８）は、上シート（４１６）より迅速に流体を分配
するように構成されてもよい。これらの変形例では、（例えば、上シート（３１６）を通
して）本体ライナによって吸収される流体は、上シートよりコア部材の中により多く分配
されてもよく、これは、流体が本体ライナ（４００）の周囲に到達する可能性を低減させ
得る。
【０１０６】
　他の変形例では、本体ライナ（４００）は、３つ以上のライナ層を備えてもよい。例え
ば、図４Ｄは、本体ライナが、上シート（４１６）、裏シート（４２０）、および上シー
ト（４１６）と裏シート（４２０）との間に位置決めされるコア部材（４１８）から形成
される、本体ライナ（４００）の変形例を示す。いくつかの変形例では、上シート（４１
６）、コア部材（４１８）、および裏シート（４２０）は、本体ライナ（４００）の唯一
のライナ層であってもよい。上シート（４１６）、コア部材（４１８）、および裏シート
（４２０）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シート、コア部材、および裏シ
ートの任意の組み合わせであってもよい。図４Ｄに示される変形例では、上シート（４１
６）および裏シート（４１８）はそれぞれ、本体ライナ（４００）の全体的形状を画定し
得る、同一の楕円形を有してもよい。コア部材（４１８）が標的域（４０１）の全体的サ
イズおよび形状を画定し得るように、コア部材（４１８）は、標的域（４０１）と同一の
サイズおよび形状であってもよい。図４Ｄに示されるように、上シート（４１６）の身体
対面側が、本体ライナ（４００）の身体対面表面（４１２）を形成してもよい一方で、裏
シート（４２０）の後側は、本体ライナ（４００）の後表面（４１４）を形成してもよい
。加えて、ライナ層（４１０）の身体対面側は、本体ライナ（４００）の身体対面表面（
４１２）を形成してもよく、ライナ層（４１０）の反対の後側は、本体ライナ（４００）
の後表面（４１４）を形成してもよい。本体ライナ（４００）の身体対面表面（４１２）
および／または後表面（４１４）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意のそれ
ぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよい。
【０１０７】
　上シート（４１６）、コア部材（４１８）、および／または裏シート（４２０）は、上
記で詳細に説明されるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。これらの変形
例のうちのいくつかでは、上シート（４１６）、コア部材（４１８）、および裏シート（
４２０）のそれぞれは、流体吸収性であるように構成されてもよい。これらの変形例では
、標的域（４０１）へのコア部材（４１８）の追加が、上シート（４１６）および裏シー
ト（４２０）のみを含み得る本体ライナ（４００）の周辺部分に対して、標的域（４０１
）の中の本体ライナ（４００）の吸収度を増加させてもよい。標的域（４０１）の中の本
体ライナ（４００）の吸収性は、直上で説明されるように、標的域（４０１）の中のライ
ナ層の材料の変更および／または１つ以上の吸収材料の包含によって、さらに修正されて
もよい。
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【０１０８】
　いくつかの変形例では、上シート（４１６）、コア部材（４１８）、および裏シート（
４２０）のうちの１つ、２つ、またはそれぞれは、上記でさらに詳細に説明されるように
、流体を選択的に移送するように構成されてもよい。例えば、上シート（４１６）が、図
３Ｄで描写される上シート（３１６）に関して上記で説明されるもの等の任意の様式で流
体を選択的に移送するように構成されてもよい一方で、コア部材（４１８）は、図３Ｄで
描写されるコア部材（３１８）に関して上記で説明されるもの等の任意の様式で流体を選
択的に移送するように構成されてもよく、裏シート（４２０）は、図３Ｄで描写される裏
シート（３２０）に関して上記で説明されるもの等の任意の様式で流体を選択的に移送す
るように構成されてもよい。いくつかの変形例では、コア部材（４１８）は、上シート（
４１６）および裏シート（４２０）より迅速に流体を分配するように構成されてもよい。
これらの変形例では、（例えば、上シート（３１６）を通して）本体ライナによって吸収
される流体は、上シートおよび裏シートよりコア部材の中で多く分配されてもよく、これ
は、（例えば、標的域（４０１）を通り過ぎて本体ライナ（４００）の周辺部分の中へ拡
散することによって）流体が本体ライナ（４００）の周囲に到達する可能性を低減させ得
る。
【０１０９】
　上シート（４１６）および裏シート（４２０）は、同一のサイズおよび形状を有するも
のとして図４Ｃに示されているが、上シート（４１６）および裏シート（４２０）は、異
なるサイズおよび／または形状を有してもよいことを理解されたい。例えば、図５Ａは、
全体的な楕円形および標的域（５０１）を有する、本体ライナ（５００）の上面図を示す
。そこで示されるように、本体ライナ（５００）は、縦軸（５０６）、および縦軸（５０
６）と垂直であり、標的点（５０８）で縦軸（５０６）に交差する横軸（５０４）を有し
てもよい。図３Ｂで描写される本体ライナ（３００）に関して上記で説明されるように、
本体ライナ（５００）が少なくとも部分的に臀裂の中に配置されたとき、本体ライナ（５
００）は、肛門またはその付近に標的点（５０８）を位置決めするように、縦軸（５０６
）に沿って折り畳まれてもよい。標的点（５０８）は、本体ライナ（５００）の中心に位
置決めされるものとして図５Ａに示されているが、標的点（５０８）は、本体ライナ上の
任意の好適な場所に位置決めされてもよいことを理解されたい。加えて、縦軸（５０６）
は、楕円形の短軸に沿って位置決めされるものとして図５Ａに示されているが、縦軸（５
０６）は、本体ライナの任意の好適な部分に沿って位置決めされてもよいことを理解され
たい。本体ライナ（５００）は、以下でさらに詳細に説明されるように、１つ以上の接着
領域（図示せず）を備えてもよい。概して、本体ライナ（５００）は、少なくとも部分的
に臀裂内に配置されたときに、上記でさらに詳細に説明されるように、本体ライナ（５０
０）の少なくとも一部分が臀裂から外へ延在し得るようにサイズを合わせられてもよい。
いくつかの変形例では、本体ライナ（５００）の露出部分は、着用者が本体ライナ（５０
０）を把持することを可能にするように十分に臀裂の外側に十分に離れて延在するが、本
体ライナ（５００）が衣類に引っ掛かるほど離れて延在しない。
【０１１０】
　前述のように、本体ライナ（５００）は、標的域（５０１）を含んでもよい。標的域（
５０１）は、少なくとも部分的に標的点（５０８）を包囲してもよく、かつ多量の肛門漏
出物を受容して、そこから流体を吸収するように構成されてもよい。概して、標的域（９
０１）は、上記で説明されるように任意の好適なサイズおよび形状を有してもよい。形状
が楕円形であるものとして図５Ａに示されているが、標的域（５０１）は、任意の好適な
形状（例えば、円形、長方形、不規則な形状、または同等物）を有してもよい。標的域（
５０１）が楕円形であるとき、楕円形の標的域（５０１）の長軸は、縦軸（５０６）と平
行に整合させられてもよい。他の変形例では、標的域（５０１）は、楕円形の標的域（５
０１）の長軸が縦軸（５０６）に対して角度を成す（例えば、縦軸（５０６）と垂直であ
る、または同等物）ように、位置決めされてもよい。
【０１１１】
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　図５Ａに示される本体ライナ（５００）は、図５Ｂの（縦軸（５０６）に沿って得られ
た）断面側面図に示されるように、上シート（５１６）、コア部材（５１８）、および裏
シート（５２０）を含む、３つの層を備えてもよい。いくつかの変形例では、上シート（
５１６）、コア部材（５１８）、および裏シート（５２０）は、本体ライナ（５００）の
唯一のライナ層であってもよい。上シート（５１６）、コア部材（５１８）、および裏シ
ート（５２０）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シート、コア部材、および
裏シートの任意の組み合わせであってもよい。図５Ｂに示される変形例では、上シート（
５１６）は、本体ライナ（５００）の全体的形状を画定し得る楕円形を有し、コア部材（
５１８）が標的域（５０１）の全体的サイズおよび形状を画定し得るように、コア部材（
５１８）は、標的域（５０１）と同一のサイズおよび形状であってもよい。これらの変形
例では、裏シート（５２０）が上シート（５１６）と裏シート（５２０）との間にコア部
材（５１８）を封入し得るように、裏シート（５２０）は、標的域（５０１）より大きい
が、上シート（５１６）の形状より小さい形状を有してもよい。裏シート（５２０）およ
び上シート（５１６）は、上記でさらに詳細に説明されるように、任意の好適な様式で接
続されてもよい。これらの変形例では、上シート（５１６）の身体対面側は、本体ライナ
（５００）の身体対面表面（５１２）を形成してもよい。本体ライナ（５００）の後表面
（５１４）は、裏シート（５２０）の後側、および裏シート（５２０）によって覆われて
いない上シート（５２０）の後側の部分の組み合わせによって形成されてもよい。
【０１１２】
　裏シート（５２０）のサイズおよび形状は、図５Ａに示されるような第２の区域（５０
３）のサイズおよび形状を画定してもよい。楕円形であるものとして図５Ａに示されてい
るが、裏シート（５２０）（およびそれとともに第２の区域（５０３））は、任意の好適
な形状（例えば、円形、長方形、不規則な形状、または同等物）を有してもよい。第２の
区域（５０３）は、少なくとも部分的に標的域（５０１）を包囲してもよく、かつ以下で
さらに詳細に説明されるように、本体ライナ（５００）の標的域（５０１）および／また
は周辺部分とは異なる性質を有してもよい。
【０１１３】
　上シート（５１６）、コア部材（５１８）、および／または裏シート（５２０）は、流
体吸収性であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、上シート（５１６）、
コア部材（５１８）、および裏シート（５２０）のそれぞれは、流体吸収性であるように
構成されてもよい。これらの変形例では、標的域（５０１）の中の上シート（５１６）、
コア部材（５１８）、および裏シート（５２０）の包含は、（上シート（５１６）のみを
含み得る）本体ライナ（５００）の周辺部分より優れた吸収性を有し得る、（上シート（
５１６）および裏シート（５２０）のみを含み得る）第２の区域（５０３）に対して優れ
た吸収性を標的域（５０１）の中で可能にしてもよい。標的域（５０１）、第２の区域（
５０３）、および／または本体ライナの周辺部分の中の本体ライナ（５００）の吸収性は
、上記でさらに詳細に説明されるように、ライナ層のうちの１つ以上における材料の修正
および／またはライナ層のうちの１つ以上の中の１つ以上の吸収材料の包含によって、さ
らに修正されてもよい。また、上シート（５１６）、コア部材（５１８）、および裏シー
ト（５２０）のうちのいずれかまたは全ては、流体を選択的に移送するように構成されて
もよく、かつ上記でさらに詳細に説明されるような任意の様式または様式の組み合わせで
そうするように構成されてもよいことを理解されたい。
【０１１４】
　図３Ａ－３Ｅ、４Ａ－４Ｄ、ならびに５Ａおよび５Ｂで描写される楕円形の本体ライナ
は、本体ライナの縦軸と整合させられた本体ライナの全体的な楕円形の短軸を有するもの
として、これらの図に示されているが、他の場合においては、縦軸は、本体ライナに対し
て任意の好適な様式で整合させられてもよいことを理解されたい。例えば、図６Ａは、楕
円形を有し、かつ縦軸（６０２）、および標的点（６０６）で縦軸（６０２）に交差する
横軸（６０４）を有する、本体ライナ（６００）の第１の変形例である。そこで示される
ように、本体ライナの全体的な楕円形の短軸は、縦軸（６０２）と整合させられてもよい
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。本体ライナ（６００）は、任意の数のライナ層を含んでもよく、かつ図３Ａ－３Ｅに関
して上記で説明されるように任意の好適な様式で構成されてもよい。本体ライナ（６００
）が縦軸（６０２）に沿って折り畳まれ、肛門（６０９）またはその付近に標的点（６０
６）を位置決めするように臀裂（６０８）の中に配置されたときに、本体ライナ（６００
）は、図６Ｂで描写されるように、本体ライナ（６００）の一部分が臀裂（６０８）の外
側に延在するように、サイズを合わせられてもよい。そこで示されるように、本体ライナ
（６００）の部分は、縦軸（６０２）に沿って本体ライナ（６００）の一方または両方の
端部において、臀裂の外側に延在する。本体ライナ（６００）（またはその１つ以上のラ
イナ層）が本体ライナ（６００）（またはその１つ以上のライナ層）の面内で流体を選択
的に移送するように構成される、変形例では、縦軸（６０２）に沿ったウィッキング速度
より速いウィッキング速度で、横軸（６０４）に沿って流体を移送するように本体ライナ
（６００）（またはその１つ以上のライナ層）を構成することが望ましくあり得る。これ
らの変形例では、縦軸（６０６）より横軸（６０４）に沿って多くの流体が移送されても
よく、これは、本体ライナ（６００）によって吸収される流体が臀裂から延在する本体ラ
イナ（６００）の部分に到達するであろう可能性を低減させ得る。
【０１１５】
　同様に、図６Ｃは、楕円形および標的域（６０１）を有する本体ライナ（６１０）の変
形例を示す。本体ライナは、縦軸（６０２）、および標的点（６０６）で縦軸（６０２）
に交差する横軸（６０４）を有してもよく、かつ（図４Ａに示されるように、横軸と整合
させられる代わりに）本体ライナ（６１０）の全体的な楕円形の長軸が縦軸（６０２）と
整合させられることを除いて、図４Ａ－４Ｄで描写される本体ライナ（４００）の変形例
に関して上記で説明されるもの等の任意の好適な様式で構成されてもよい。再度、これら
の変形例では、縦軸（６０２）に沿ったウィッキング速度より速いウィッキング速度で、
横軸（６０４）に沿って流体を移送するように本体ライナ（６００）（またはその１つ以
上のライナ層）を構成することが望ましくあり得る。
【０１１６】
　図６Ｄは、楕円形および標的域（６０１）ならびに第２の区域（６０３）を有する、本
体ライナ（６２０）の変形例を示す。本体ライナは、縦軸（６０２）、および標的点（６
０６）で縦軸（６０２）に交差する横軸（６０４）を有してもよく、かつ（図５Ａに示さ
れるように、横軸と整合させられる代わりに）本体ライナ（６１０）の全体的な楕円形の
長軸が縦軸（６０２）と整合させられることを除いて、図５Ａ－５Ｄで描写される本体ラ
イナ（５００）の変形例に関して上記で説明されるもの等の任意の好適な様式で構成され
てもよい。再度、これらの変形例では、縦軸（６０２）に沿ったウィッキング速度より速
いウィッキング速度で、横軸（６０４）に沿って流体を移送するように本体ライナ（６０
０）（またはその１つ以上のライナ層）を構成することが望ましくあり得る。
【０１１７】
　上述のように、いくつかの変形例では、本体ライナは、長方形を有してもよい。例えば
、図７Ａ－７Ｅは、長方形を有する、本体ライナの変形例を描写する。具体的には、図７
Ａは、長方形を有する本体ライナ（７００）の上面図を示す。そこで示されるように、本
体ライナ（７００）は、縦軸（７０６）、および縦軸（７０６）と垂直であり、標的点（
７０８）で縦軸（７０６）に交差する横軸（７０４）を有してもよい。本体ライナ（７０
０）が少なくとも部分的に臀裂内に配置されたとき、本体ライナ（７００）は、肛門の開
口部またはその付近に標的点（７０８）を位置決めするように、縦軸（７０６）に沿って
折り畳まれてもよい。標的点（７０８）は、本体ライナ（７００）の中心に位置決めされ
るものとして図７Ａに示されているが、標的点（７０８）は、本体ライナ上の任意の好適
な場所に位置決めされてもよいことを理解されたい。加えて、本体ライナ（７００）は、
横軸（７０４）に沿った幅より小さい縦軸（７０６）に沿った高さを有するものとして図
７Ａ－７Ｅに示されているが、場合によっては、本体ライナ（７００）は、等しい高さお
よび幅を有してもよく、または縦軸（７０６）に沿った高さより大きい横軸（７０４）に
沿った幅を有してもよいことを理解されたい。本体ライナ（７００）は、以下でさらに詳
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細に説明されるように、１つ以上の接着領域（図示せず）を備えてもよい。
【０１１８】
　概して、本体ライナ（７００）は、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときに、本
体ライナ（７００）の少なくとも一部分が臀裂から外へ延在し得るように、サイズを合わ
せられてもよい。例えば、図７Ｂは、部分的に臀裂（７０９）内に配置された本体ライナ
（７００）を示す。そこで示されるように、本体ライナ（７００）は、標的点（７０８）
が肛門（７１１）またはその付近に位置決めされ、本体ライナ（７００）が実質的に縦軸
（７０６）に沿って折り畳まれるように、位置決めされてもよい。図７Ｂに示されるよう
に位置決めされたとき、本体ライナ（７００）の少なくとも一部分は、臀裂（７０９）の
外側に延在する。概して、本体ライナ（７００）の露出部分は、上記でさらに詳細に説明
されるように、着用者が本体ライナ（７００）を把持することを可能にするように十分に
臀裂の外側に十分に離れて延在してもよいが、本体ライナ（７００）が衣類に引っ掛かる
ほど離れて延在しなくてもよい。
【０１１９】
　図７Ａおよび７Ｂに示される本体ライナ（７００）は、１つ以上のライナ層から作製さ
れてもよい。例えば、図７Ｃは、本体ライナ（７００）が単一のライナ層（７１０）を備
える、本体ライナ（７００）の変形例の（縦軸（７０６）に沿って得られた）断面側面図
を示す。これらの変形例では、本体ライナ（７００）の全体的な長方形は、ライナ層（７
１０）の長方形によって画定されてもよい。加えて、ライナ層（７１０）の身体対面側は
、本体ライナ（７００）の身体対面表面（７１２）を形成してもよく、ライナ層（７１０
）の反対の後側は、本体ライナ（７００）の後表面（７１４）を形成してもよい。本体ラ
イナ（７００）の身体対面表面（７１２）および後表面（７１４）は、以下でさらに詳細
に説明されるように、任意のそれぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよいことを
理解されたい。
【０１２０】
　ライナ層（７１０）は、以下でさらに詳細に説明されるように、流体を吸収するように
構成されてもよい。いくつかの変形例では、ライナ層（７１０）は、上記で説明されるよ
うに流体を選択的に移送するように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、
ライナ層（７１０）は、流体が（例えば、上記で議論されるような「第１の方向」および
「第２の方向」へ）本体ライナの面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッキン
グ速度で、（例えば、縦軸（７０６）および横軸（７０４）の両方と垂直であり得る、上
記で議論されるような「第３の方向」へ）本体ライナの厚さを横断して流体を移送するよ
うに構成されてもよい。本体ライナ（７００）が縦軸（７０６）に折り重ねられたとき、
本体ライナ（７００）の厚さを横断する、より速いウィッキング速度は、折り目の片側の
本体ライナの身体対面表面（７１２）上の接触点から折り目のその側の後表面（７１４）
への流体の移送を助長し得、さらに、上記でさらに詳細に説明されるように、後表面（７
１４）から折り目の反対側の接触後表面（７１４）への移送を助長し得る。加えて、また
は代替として、ライナ層（７１０）は、第１の方向と垂直である本体ライナ（７００）の
面内の第２の方向へのウィッキング速度より速いウィッキング速度で、本体ライナ（７０
０）の面内で第１の方向へ流体を移送するように構成されてもよい。例えば、いくつかの
変形例では、ライナ層（７１０）は、横軸（７０４）と平行な第２の方向へのウィッキン
グ速度より速いウィッキング速度で、縦軸（７０６）と平行な第１の方向へ流体を移送す
るように構成されてもよい。本体ライナ（７００）が、図７Ｂに示されるように少なくと
も部分的に臀裂の中に配置されたとき、本体ライナ（７００）によって吸収される流体は
、臀裂から延在する本体ライナ（７００）の部分に到達するために、横軸（７０４）と平
行に進行しなければならない。したがって、横軸（７０４）に沿ったウィッキング速度よ
り速いウィッキング速度を縦軸（７０６）に沿って有することにより、ライナ層（７０２
）が横軸（７０４）に沿って本体ライナ（７００）の露出部分の一部分に向かって伝送す
る流体の量を低減させ得、これは、本体ライナの除去中に、着用者が本体ライナ（７００
）の汚れた部分を把持することを防止するのに役立ち得る。



(54) JP 2016-104357 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

【０１２１】
　他の変形例では、本明細書で説明される本体ライナは、２つ以上のライナ層を備えても
よい。例えば、図７Ｄは、本体ライナが、上シート（７１６）および上シート（７１６）
と接触しているコア部材（７１８）から形成される、本体ライナ（７００）の変形例を示
す。いくつかの変形例では、上シート（７１６）およびコア部材（７１８）は、本体ライ
ナ（７００）の唯一のライナ層であってもよい。上シート（７１６）およびコア部材（７
１８）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シートおよびコア部材の任意の組み
合わせであってもよい。これらの変形例では、上シート（７１６）およびコア部材（７１
８）は、本体ライナ（７００）の全体的形状であり得る、同一の長方形を有してもよい。
図７Ｄに示されるように、上シート（７１６）の身体対面側は、本体ライナ（７００）の
身体対面表面（７１２）を形成してもよく、コア部材の後側は、本体ライナ（７００）の
後表面（７１４）を形成してもよい。
【０１２２】
　上シート（７１６）および／またはコア部材（７１８）は、上記でさらに詳細に説明さ
れるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、上シー
ト（７１６）およびコア部材（７１８）の両方は、流体吸収性であるように構成されても
よい。いくつかの変形例では、上シート（７１６）およびコア部材（７１８）の一方また
は両方は、上記で説明されるように、それぞれのライナ層内で流体を選択的に移送するよ
うに構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、上シート（７１６）は、流体が
（例えば、上記で議論されるような「第１の方向」および「第２の方向」へ）上シートの
面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、（例えば、縦軸（７０
６）および横軸（７０４）の両方と垂直であり得る「第３の方向」へ）上シート（７１６
）の厚さを横断して流体を移送するように構成されてもよい。これは、上シート（７１６
）の厚さを通したコア部材（７１８）の中への流体の移送を助長し得る。これらの変形例
のうちのいくつかでは、コア部材（７１８）は、流体がコア部材（７１８）の面内で移送
されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、コア部材（７１８）の厚さを横断
して流体を移送するように構成されてもよい。本体ライナ（７００）が縦軸（７０６）に
折り重ねられたとき、コア部材（７１８）の厚さを横断する、より速いウィッキング速度
は、後表面と後表面の接触を介して、折り目の両側の後表面（７１４）の部分の間からの
流体の移送を助長し得る。他の変形例では、コア部材（７１８）は、コア部材（７１８）
を通して均等に流体を分配するように構成されてもよい。
【０１２３】
　いくつかの変形例では、上シート（７１６）は、横軸（７０４）と平行な方向へのウィ
ッキング速度より速いウィッキング速度で、縦軸（７０６）と平行な方向へ流体を移送す
るように構成されてもよい。これらの変形例では、上シート（７１６）によって吸収され
る流体は、上記で説明されるように、臀裂から延在する本体ライナ（７００）の部分に到
達する可能性が低くあり得る。加えて、または代替として、コア部材（７１８）は、横軸
（７０４）と平行な方向へのウィッキング速度より速いウィッキング速度で、縦軸（７０
６）と平行な方向へ流体を移送するように構成されてもよい。これらの変形例では、コア
部材（７１８）によって吸収される流体は、本体（７００）の部分に到達する可能性が低
くあり得る。
【０１２４】
　他の変形例では、本体ライナ（７００）は、３つ以上のライナ層を備えてもよい。例え
ば、図７Ｅは、本体ライナが、上シート（７１６）、上シート（７１６）と接触している
コア部材（７１８）、およびコア部材（７１８）と接触している裏シート（７２０）から
形成され得る、本体ライナ（７００）の変形例を示す。いくつかの変形例では、上シート
（７１６）、コア部材（７１８）、および裏シート（７２０）は、本体ライナ（７００）
の唯一のライナ層であってもよい。上シート（７１６）、コア部材（７１８）、および裏
シート（７２０）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シート、コア部材、およ
び裏シートの任意の組み合わせを含んでもよい。図７Ｅに示される変形例では、上シート
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（７１６）、コア部材（７１８）、および裏シート（７２０）はそれぞれ、本体ライナ（
７００）の同一の全体的サイズおよび形状であり得る、同一の長方形を有してもよい。そ
こで示されるように、上シート（７１６）の身体対面側が、本体ライナ（７００）の身体
対面表面（７１２）を形成してもよい一方で、裏シート（７２０）の後側は、本体ライナ
（７００）の後表面（７１４）を形成してもよい。本体ライナ（７００）の身体対面表面
（７１２）および後表面（７１４）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意のそ
れぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよいことを理解されたい。
【０１２５】
　上シート（７１６）、コア部材（７１８）、および／または裏シート（７２０）は、上
記でさらに詳細に説明されるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。いくつ
かの変形例では、上シート（７１６）、コア部材（７１８）、および裏シート（７２０）
のそれぞれは、流体吸収性であるように構成されてもよい。上シート（７１６）、コア部
材（１８）、および裏シート（７２０）のうちのいくつかまたは全ては、上記で説明され
るように、流体を選択的に移送するように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例
では、上シート（７１６）は、流体が（例えば、上記で議論されるような「第１の方向」
および「第２の方向」へ）上シートの面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッ
キング速度で、（例えば、縦軸（７０６）および横軸（７０４）の両方と垂直であり得る
「第３の方向」へ）上シート（７１６）の厚さを横断して流体を移送するように構成され
てもよい。これは、上シート（７１６）の厚さを通したコア部材（７１８）の中への流体
のより迅速な移送を助長し得る。これらの変形例のうちのいくつかでは、コア部材（７１
８）は、流体がコア部材（７１８）の面内で移送される、１つまたは複数のウィッキング
速度より速いウィッキング速度で、コア部材（７１８）の厚さを横断して流体を移送する
ように構成されてもよく、これは、コア部材（７１８）の厚さを通した裏シート（７２０
）の中への流体のより迅速な移送を助長し得る。いくつかの変形例では、コア部材（７１
８）は、コア部材（７１８）によって吸収される流体を、コア部材を通して均等に分配す
るように構成されてもよい。いくつかの変形例では、裏シート（７２０）はまた、流体が
裏シート（７２０）の面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、
裏シート（７２０）の厚さを横断して流体を移送するように構成されてもよい。本体ライ
ナ（７００）が縦軸（７０６）に折り重ねられたとき、裏シート（７２０）の厚さを横断
する、より速いウィッキング速度は、裏シート（７２０）の厚さを通した流体の移送、お
よび裏シートと裏シートとの接触を介した折り目の反対側の裏シート（７２０）の一部分
への流体の移送を助長し得る。
【０１２６】
　いくつかの変形例では、上シート（７１６）は、横軸（７０４）と平行な方向へのウィ
ッキング速度より速いウィッキング速度で、縦軸（７０６）と平行な方向へ流体を移送す
るように構成されてもよい。加えて、または代替として、コア部材（７１８）は、横軸（
７０４）と平行な方向へのウィッキング速度より速いウィッキング速度で、縦軸（７０６
）と平行な方向へ流体を移送するように構成されてもよい。加えて、または代替として、
裏シート（７２０）は、横軸（７０４）と平行な方向へのウィッキング速度より速いウィ
ッキング速度で、縦軸（７０６）と平行な方向へ流体を移送するように構成されてもよい
。これらの変形例では、上シート、裏シート、およびコア部材のうちのいくつかまたは全
てにおいて、縦軸と平行により速いウィッキング速度を有することにより、吸収された流
体が臀裂から延在する本体ライナ（７００）の部分に到達するであろう可能性を低減させ
得る。
【０１２７】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、本体ライナの周辺部分とは異なる１つ以上の性
質を有し得る、標的域を備えてもよい。例えば、図８Ａは、長方形および標的域（８０１
）を有する本体ライナ（８００）の上面図を示す。そこで示されるように、本体ライナ（
８００）は、縦軸（８０６）、および縦軸（８０６）と垂直であり、標的点（８０８）で
縦軸（８０６）に交差する横軸（８０４）を有してもよい。図７Ｂにおいて本体ライナ（
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７００）に関して上記で説明されるように、本体ライナ（８００）が少なくとも部分的に
臀裂の中に配置されたとき、本体ライナ（８００）は、肛門またはその付近に標的点（８
０８）を位置決めするように、縦軸（８０６）に沿って折り畳まれてもよい。標的点（８
０８）は、本体ライナ（８００）の中心に位置決めされるものとして図８Ａに示されてい
るが、標的点（８０８）は、本体ライナ上の任意の好適な場所に位置決めされてもよいこ
とを理解されたい。加えて、本体ライナ（８００）は、横軸（８０４）に沿った幅より小
さい縦軸（８０６）に沿った高さを有するものとして図８Ａに示されているが、場合によ
っては、本体ライナ（８００）は、等しい高さおよび幅を有してもよく、または縦軸（８
０６）に沿った高さより小さい横軸（８０４）に沿った幅を有してもよいことを理解され
たい。本体ライナ（８００）は、以下でさらに詳細に説明されるように、１つ以上の接着
領域（図示せず）を備えてもよい。
【０１２８】
　概して、本体ライナ（８００）は、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときに、本
体ライナ（８００）の少なくとも一部分が臀裂から外へ延在し得るように、サイズを合わ
せられてもよい。本体ライナ（８００）は、図７Ｂに示される本体ライナ（７００）に関
して上記で説明されるように、臀裂の中に位置決めされてもよい。そのように位置決めさ
れたとき、本体ライナ（８００）の少なくとも一部分は、臀裂の外側に延在してもよい。
概して、本体ライナ（８００）の露出部分は、上記でさらに詳細に説明されるように、着
用者が本体ライナ（８００）を把持することを可能にするように十分に臀裂の外側に十分
に離れて延在してもよいが、本体ライナ（８００）が衣類に引っ掛かるほど離れて延在し
なくてもよい。
【０１２９】
　前述のように、本体ライナ（８００）は、標的域（８０１）を含んでもよい。標的域（
８０１）は、少なくとも部分的に標的点（８０８）を包囲してもよく、かつ多量の肛門漏
出物を受容して、そこから流体を吸収するように構成されてもよい。概して、標的域（９
０１）は、上記で説明されるように任意の好適なサイズおよび形状を有してもよい。形状
が楕円形であるものとして図８Ａに示されているが、標的域（８０１）は、任意の好適な
形状（例えば、円形、長方形、不規則な形状、または同等物）を有してもよい。標的域（
８０１）が楕円形であるとき、楕円形の標的域（８０１）の長軸は、縦軸（８０６）と平
行に整合させられてもよい。他の変形例では、標的域（８０１）は、楕円形の標的域（８
０１）の長軸が縦軸（８０６）に対して角度を成す（例えば、縦軸（８０６）と垂直であ
る、または同等物）ように、位置決めされてもよい。概して、標的域（８０１）は、本体
ライナ（８００）が図７Ｂにおいて上記で示される本体ライナ（７００）の変形例に関し
て上記で議論されるように配置されるときに、完全に臀裂内に嵌合し得るようにサイズを
合わせられてもよい。図８Ｅは、標的域（８０１）がライナの長さに及ぶストリップ（８
８０）として形成される、本体ライナ（８００）の別の変形例を示す。図８Ｅに示される
変形例では、ストリップ（８８０）は、縦軸（８０６）に沿ってライナの高さに及ぶが、
他の場合においては、ストリップ（８８０）は、（例えば、横軸（８０４）に沿って）ラ
イナの幅に及んでもよいことを理解されたい。本体ライナ（８００）が、以下でさらに詳
細に議論されるように、標的域（８０１）のサイズおよび形状を画定するコア部材を備え
る場合において、コア部材は、図８Ｅに示されるストリップ（８８０）としてサイズを合
わせられて成形されてもよい。
【０１３０】
　図８Ａに示される本体ライナ（８００）は、１つ以上のライナ層から作製されてもよい
。例えば、図８Ｂは、本体ライナ（８００）が単一のライナ層（８１０）から形成される
、本体ライナ（８００）の変形例の（縦軸（８０６）に沿って得られた）断面側面図を示
す。これらの変形例では、ライナ層（８１０）は、本体ライナ（８００）の全体的形状を
画定する長方形を有してもよい。加えて、ライナ層（８１０）の身体対面側は、本体ライ
ナ（８００）の身体対面表面（８１２）を形成してもよく、ライナ層（８１０）の反対の
後側は、本体ライナ（８００）の後表面（８１４）を形成してもよい。本体ライナ（８０
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０）の身体対面表面（８１２）および／または後表面（８１４）は、以下でさらに詳細に
説明されるように、任意のそれぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよい。
【０１３１】
　ライナ層（８１０）は、上記でさらに詳細に説明されるように、流体を吸収するように
構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、標的域（８０１）は、本体ラ
イナ（８００）の周辺部分とは異なる吸収性を有してもよい。これらの変形例のうちのい
くつかでは、標的域（８０１）の吸収性は、本体ライナ（８００）の周辺部分の吸収性よ
り優れ得る。例えば、いくつかの変形例では、標的域（８０１）は、ライナ層の周辺部分
とは異なる材料から形成されてもよい。加えて、または代替として、標的域（８０１）は
、上記でさらに詳細に説明されるように、１つ以上の超吸収性ポリマー等の１つ以上の吸
収材料が組み込まれてもよい。
【０１３２】
　いくつかの変形例では、ライナ層（８１０）は、図７Ｃに示されるライナ層（７１０）
の変形例に関して上記で説明されるように、流体を選択的に移送するように構成されても
よい。標的域（８０１）の中の特定の方向へのウィッキング速度は、本体ライナ（８００
）の周辺部分における同一方向へのウィッキング速度とは異なり得ることを理解されたい
。例えば、いくつかの変形例では、標的域（８０１）は、流体が本体ライナ（８００）の
周辺部分内で移送されるより速く、標的域（８０１）内で流体を移送するように構成され
てもよい。これらの場合において、標的域（８０１）内でより速く吸い上げることにより
、本体ライナ（８００）の周囲に到達し得る流体の量を制限し得る、本体ライナ（８００
）の周辺部分より多くの流体を標的域（８０１）に吸収させてもよい。
【０１３３】
　他の変形例では、本体ライナ（８００）は、２つ以上のライナ層を備えてもよい。例え
ば、図８Ｃは、本体ライナが、上シート（８１６）、および上シート（８１６）に取り付
けられたコア部材（８１８）から形成され得る、本体ライナ（８００）の変形例を示す。
いくつかの変形例では、上シート（８１６）およびコア部材（８１８）は、本体ライナ（
８００）の唯一のライナ層であってもよい。上シート（８１６）およびコア部材（８１８
）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シートおよびコア部材の任意の組み合わ
せであってもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、上シート（８１６）は、本体
ライナ（８００）の全体的サイズおよび形状を画定する楕円形を有してもよい。いくつか
の変形例では、コア部材（８１８）は、コア部材（８１８）が標的域（８０１）の全体的
サイズおよび形状を画定し得るように、標的域（８０１）と同一のサイズおよび形状であ
ってもよい。これらの変形例では、コア部材（８１８）は、上記でさらに詳細に説明され
るように任意の好適なサイズであってもよい。図８Ｃに示される変形例では、上シート（
８１６）の身体対面側は、本体ライナ（８００）の身体対面表面（８１２）を形成しても
よい。本体ライナ（８００）の後表面（８１４）は、コア部材（８１８）の後側、および
コア部材（８１８）によって覆われていない上シート（８１６）の後側の一部分の組み合
わせから形成されてもよい。本体ライナ（８００）の身体対面表面（８１２）および／ま
たは後表面（８１４）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意のそれぞれの摩擦
係数を有するように構成されてもよい。
【０１３４】
　上シート（８１６）および／またはコア部材（８１８）は、上記でさらに詳細に説明さ
れるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、上シー
ト（８１６）およびコア部材（８１８）の両方は、流体吸収性であるように構成される。
これらの変形例では、標的域（８０１）へのコア部材（８１８）の追加が、本体ライナ（
８００）の周辺部分に対する標的域（８０１）の中の本体ライナ（８００）の吸収度を増
加させてもよい。標的域（８０１）の中の本体ライナ（８００）の吸収性は、直上で説明
されるように、標的域（８０１）の中の本体ライナ材料の修正および／または１つ以上の
吸収材料の包含によって、さらに修正されてもよい。
【０１３５】
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　いくつかの変形例では、上シート（８１６）およびコア部材（８１８）の一方または両
方は、上記でさらに詳細に説明されるように、流体を選択的に移送するように構成されて
もよい。例えば、上シート（８１６）が、図７Ｄで描写される上シート（７１６）に関し
て上記で説明されるもの等の任意の様式で流体を選択的に移送するように構成されてもよ
い一方で、コア部材（８１８）は、図７Ｄで描写されるコア部材（７１８）に関して上記
で説明されるもの等の任意の様式で流体を選択的に移送するように構成されてもよい。い
くつかの変形例では、コア部材（８１８）は、上シート（８１６）より迅速に流体を分配
するように構成されてもよい。これらの変形例では、（例えば、上シート（７１６）を通
して）本体ライナによって吸収される流体は、上シートよりコア部材の中で多く分配され
てもよく、これは、流体が本体ライナ（８００）の周囲に到達する可能性を低減させ得る
。
【０１３６】
　他の変形例では、本体ライナ（８００）は、３つ以上のライナ層を備えてもよい。例え
ば、図８Ｄは、本体ライナが、上シート（８１６）、裏シート（８２０）、および上シー
ト（８１６）と裏シート（８２０）との間に位置決めされるコア部材（８１８）から形成
される、本体ライナ（８００）の変形例を示す。いくつかの変形例では、上シート（８１
６）、コア部材（８１８）、および裏シート（８２０）は、本体ライナ（８００）の唯一
のライナ層であってもよい。上シート（８１６）、コア部材（８１８）、および裏シート
（８２０）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シート、コア部材、および裏シ
ートの任意の組み合わせであってもよい。図８Ｄに示される変形例では、上シート（８１
６）および裏シート（８１８）はそれぞれ、本体ライナ（８００）の全体的形状を画定し
得る、同一の長方形を有してもよい。コア部材（８１８）が標的域（８０１）の全体的サ
イズおよび形状を画定し得るように、コア部材（８１８）は、標的域（８０１）と同一の
サイズおよび形状であってもよい。図８Ｄに示されるように、上シート（８１６）の身体
対面側が、本体ライナ（８００）の身体対面表面（８１２）を形成してもよい一方で、裏
シート（８２０）の後側は、本体ライナ（８００）の後表面（８１４）を形成してもよい
。加えて、ライナ層（８１０）の身体対面側は、本体ライナ（８００）の身体対面表面（
８１２）を形成してもよく、ライナ層（８１０）の反対の後側は、本体ライナ（８００）
の後表面（８１４）を形成してもよい。本体ライナ（８００）の身体対面表面（８１２）
および／または後表面（８１４）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意のそれ
ぞれの摩擦係数を有するように構成されてもよい。
【０１３７】
　上シート（８１６）、コア部材（８１８）、および／または裏シート（８２０）は、上
記で詳細に説明されるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。これらの変形
例のうちのいくつかでは、上シート（８１６）、コア部材（８１８）、および裏シート（
８２０）のそれぞれは、流体吸収性であるように構成されてもよい。これらの変形例では
、標的域（８０１）へのコア部材（８１８）の追加が、上シート（８１６）および裏シー
ト（８２０）のみを含み得る本体ライナ（８００）の周辺部分に対して、標的域（８０１
）の中の本体ライナ（８００）の吸収度を増加させてもよい。標的域（８０１）の中の本
体ライナ（８００）の吸収性は、直上で説明されるように、標的域（８０１）の中のライ
ナ層の材料の変更および／または１つ以上の吸収材料の包含によって、さらに修正されて
もよい。
【０１３８】
　いくつかの変形例では、上シート（８１６）、コア部材（８１８）、および裏シート（
８２０）のうちの１つ、２つ、またはそれぞれは、上記でさらに詳細に説明されるように
、流体を選択的に移送するように構成されてもよい。例えば、上シート（８１６）が、図
７Ｄで描写される上シート（７１６）に関して上記で説明されるもの等の任意の様式で流
体を選択的に移送するように構成されてもよい一方で、コア部材（８１８）は、図７Ｄで
描写されるコア部材（７１８）に関して上記で説明されるもの等の任意の様式で流体を選
択的に移送するように構成されてもよく、裏シート（８２０）は、図７Ｄで描写される裏
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シート（７２０）に関して上記で説明されるもの等の任意の様式で流体を選択的に移送す
るように構成されてもよい。いくつかの変形例では、コア部材（８１８）は、上シート（
８１６）および裏シート（８２０）より迅速に流体を分配するように構成されてもよい。
これらの変形例では、（例えば、上シート（７１６）を通して）本体ライナによって吸収
される流体は、上シートおよび裏シートよりコア部材の中で多く分配されてもよく、これ
は、（例えば、標的域（８０１）を通り過ぎて本体ライナ（８００）の周辺部分の中へ拡
散することによって）流体が本体ライナ（８００）の周囲に到達する可能性を低減させ得
る。
【０１３９】
　上シート（８１６）および裏シート（８２０）は、同一のサイズおよび形状を有するも
のとして図８Ｃに示されているが、上シート（８１６）および裏シート（８２０）は、異
なるサイズおよび／または形状を有してもよいことを理解されたい。例えば、図９Ａは、
全体的な長方形および標的域（９０１）を有する、本体ライナ（９００）の上面図を示す
。そこで示されるように、本体ライナ（９００）は、縦軸（９０６）、および縦軸（９０
６）と垂直であり、標的点（９０８）で縦軸（９０６）に交差する横軸（９０４）を有し
てもよい。図７Ｂで描写される本体ライナ（７００）に関して上記で説明されるように、
本体ライナ（９００）が少なくとも部分的に臀裂の中に配置されたとき、本体ライナ（９
００）は、肛門またはその付近に標的点（９０８）を位置決めするように、縦軸（９０６
）に沿って折り畳まれてもよい。標的点（９０８）は、本体ライナ（９００）の中心に位
置決めされるものとして図９Ａに示されているが、標的点（９０８）は、本体ライナ上の
任意の好適な場所に位置決めされてもよいことを理解されたい。加えて、本体ライナ（９
００）は、横軸（９０４）に沿った幅より小さい縦軸（９０６）に沿った高さを有するも
のとして図９Ａに示されているが、場合によっては、本体ライナ（９００）は、等しい高
さおよび幅を有してもよく、または縦軸（９０６）に沿った高さより小さい横軸（９０４
）に沿った幅を有してもよいことを理解されたい。本体ライナ（９００）は、以下でさら
に詳細に説明されるように、１つ以上の接着領域（図示せず）を備えてもよい。概して、
本体ライナ（９００）は、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときに、上記でさらに
詳細に説明されるように、本体ライナ（９００）の少なくとも一部分が臀裂から外へ延在
し得るようにサイズを合わせられてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナ（９００
）の露出部分は、着用者が本体ライナ（９００）を把持することを可能にするように十分
に臀裂の外側に十分に離れて延在するが、本体ライナ（９００）が衣類に引っ掛かるほど
離れて延在しない。
【０１４０】
　前述のように、本体ライナ（９００）は、標的域（９０１）を含んでもよい。標的域（
９０１）は、少なくとも部分的に標的点（９０８）を包囲してもよく、かつ多量の肛門漏
出物を受容して、そこから流体を吸収するように構成されてもよい。概して、標的域（９
０１）は、上記で説明されるように任意の好適なサイズおよび形状を有してもよい。形状
が楕円形であるものとして図９Ａに示されているが、標的域（９０１）は、任意の好適な
形状（例えば、円形、長方形、不規則な形状、または同等物）を有してもよい。標的域（
９０１）が楕円形であるとき、楕円形の標的域（９０１）の長軸は、縦軸（９０６）と平
行に整合させられてもよい。他の変形例では、標的域（９０１）は、楕円形の標的域（９
０１）の長軸が縦軸（９０６）に対して角度を成す（例えば、縦軸（９０６）と垂直であ
る、または同等物）ように、位置決めされてもよい。
【０１４１】
　図９Ａに示される本体ライナ（９００）は、図９Ｂの（縦軸（９０６）に沿って得られ
た）断面側面図に示されるように、上シート（９１６）、コア部材（９１８）、および裏
シート（９２０）を含む、３つの層を備えてもよい。いくつかの変形例では、上シート（
９１６）、コア部材（９１８）、および裏シート（９２０）は、本体ライナ（９００）の
唯一のライナ層であってもよい。上シート（９１６）、コア部材（９１８）、および裏シ
ート（９２０）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シート、コア部材、および
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裏シートの任意の組み合わせであってもよい。図９Ｂに示される変形例では、上シート（
９１６）は、本体ライナ（９００）の全体的形状を画定し得る長方形を有し、コア部材（
９１８）が標的域（９０１）の全体的サイズおよび形状を画定し得るように、コア部材（
９１８）は、標的域（９０１）と同一のサイズおよび形状であってもよい。これらの変形
例では、裏シート（９２０）が上シート（９１６）と裏シート（９２０）との間にコア部
材（９１８）を封入し得るように、裏シート（９２０）は、標的域（９０１）より大きい
が、上シート（９１６）の形状より小さい形状を有してもよい。裏シート（９２０）およ
び上シート（９１６）は、上記でさらに詳細に説明されるように、任意の好適な様式で接
続されてもよい。これらの変形例では、上シート（９１６）の身体対面側は、本体ライナ
（９００）の身体対面表面（９１２）を形成してもよい。本体ライナ（９００）の後表面
（９１４）は、裏シート（９２０）の後側、および裏シート（９２０）によって覆われて
いない上シート（９２０）の後側の部分の組み合わせによって形成されてもよい。
【０１４２】
　裏シート（９２０）のサイズおよび形状は、図９Ａに示されるような第２の区域（９０
３）のサイズおよび形状を画定してもよい。長方形であるものとして図９Ａに示されてい
るが、裏シート（９２０）（およびそれとともに第２の区域（９０３））は、任意の好適
な形状（例えば、円形、長方形、不規則な形状、または同等物）を有してもよい。第２の
区域（９０３）は、少なくとも部分的に標的域（９０１）を包囲してもよく、かつ以下で
さらに詳細に説明されるように、本体ライナ（９００）の標的域（９０１）および／また
は周辺部分とは異なる性質を有してもよい。
【０１４３】
　上シート（９１６）、コア部材（９１８）、および／または裏シート（９２０）は、流
体吸収性であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、上シート（９１６）、
コア部材（９１８）、および裏シート（９２０）のそれぞれは、流体吸収性であるように
構成されてもよい。これらの変形例では、標的域（９０１）の中の上シート（９１６）、
コア部材（９１８）、および裏シート（９２０）の包含は、（上シート（９１６）のみを
含み得る）本体ライナ（９００）の周辺部分より優れた吸収性を有し得る、（上シート（
９１６）および裏シート（９２０）のみを含み得る）第２の区域（９０３）に対して優れ
た吸収性を標的域（９０１）の中で可能にしてもよい。標的域（９０１）、第２の区域（
９０３）、および／または本体ライナの周辺部分の中の本体ライナ（９００）の吸収性は
、上記でさらに詳細に説明されるように、ライナ層のうちの１つ以上における材料の修正
および／またはライナ層のうちの１つ以上の中の１つ以上の吸収材料の包含によって、さ
らに修正されてもよい。また、上シート（９１６）、コア部材（９１８）、および裏シー
ト（９２０）のうちのいずれかまたは全ては、流体を選択的に移送するように構成されて
もよく、かつ上記でさらに詳細に説明されるような任意の様式または様式の組み合わせで
そうするように構成されてもよいことを理解されたい。
【０１４４】
　図７Ａ－７Ｅ、４Ａ－４Ｄ、ならびに５Ａおよび５Ｂで描写される長方形の本体ライナ
は、横軸に沿った幅より小さい縦軸に沿った高さを有するものとして、これらの図に示さ
れているが、本体ライナは、任意の好適な高さおよび幅を有してもよいことを理解された
い。例えば、図１０Ａは、長方形を有し、かつ縦軸（１００２）、および標的点（１００
６）で縦軸（１００２）に交差する横軸（１００４）を有する、本体ライナ（１０００）
の第１の変形例である。本体ライナ（１０００）は、任意の数のライナ層を含んでもよく
、かつ縦軸（１００２）に沿った本体ライナ（１０００）の高さが横軸（１００４）に沿
った幅より大きいことを除いて、図７Ａ－７Ｅに関して上記で説明されるように任意の好
適な様式で構成されてもよい。本体ライナ（１０００）が縦軸（１００２）に沿って折り
畳まれ、肛門（１００９）またはその付近に標的点（１００６）を位置決めするように臀
裂（１００８）の中に配置されたときに、本体ライナ（１０００）は、図１０Ｂで描写さ
れるように、本体ライナ（１０００）の一部分が臀裂（１００８）の外側に延在するよう
に、サイズを合わせられてもよい。そこで示されるように、本体ライナ（１０００）の部
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分は、縦軸（１００２）に沿って本体ライナ（１０００）の一方または両方の端部におい
て、臀裂の外側に延在する。本体ライナ（１０００）（またはその１つ以上のライナ層）
が本体ライナ（１０００）（またはその１つ以上のライナ層）の面内で流体を選択的に移
送するように構成される、変形例では、縦軸（１００２）に沿ったウィッキング速度より
速いウィッキング速度で、横軸（１００４）に沿って流体を移送するように本体ライナ（
１０００）（またはその１つ以上のライナ層）を構成することが望ましくあり得る。これ
らの変形例では、縦軸（１００６）より横軸（１００４）に沿って多くの流体が移送され
てもよく、これは、本体ライナ（１０００）によって吸収される流体が臀裂から延在する
本体ライナ（１０００）の部分に到達するであろう可能性を低減させ得る。
【０１４５】
　同様に、図１０Ｃは、長方形および標的域（１００１）を有する本体ライナ（１０１０
）の変形例を示す。本体ライナは、縦軸（１００２）、および標的点（１００６）で縦軸
（１００２）に交差する横軸（１００４）を有してもよく、かつ縦軸（１００２）に沿っ
た本体ライナ（１０００）の高さが横軸（１００４）に沿った幅より大きいことを除いて
、図８Ａ－８Ｄで描写される本体ライナ（８００）の変形例に関して上記で説明されるも
の等の任意の好適な様式で構成されてもよい。再度、これらの変形例では、縦軸（１００
２）に沿ったウィッキング速度より速いウィッキング速度で、横軸（１００４）に沿って
流体を移送するように本体ライナ（１０００）（またはその１つ以上のライナ層）を構成
することが望ましくあり得る。
【０１４６】
　図１０Ｄは、長方形および標的域（１００１）ならびに第２の区域（１００３）を有す
る、本体ライナ（１０２０）の変形例を示す。本体ライナは、縦軸（１００２）、および
標的点（１００６）で縦軸（１００２）に交差する横軸（１００４）を有してもよく、か
つ縦軸（１００２）に沿った本体ライナ（１０００）の高さが横軸（１００４）に沿った
幅より大きいことを除いて、図９Ａ－９Ｄで描写される本体ライナ（９００）の変形例に
関して上記で説明されるもの等の任意の好適な様式で構成されてもよい。再度、これらの
変形例では、縦軸（１００２）に沿ったウィッキング速度より速いウィッキング速度で、
横軸（１００４）に沿って流体を移送するように本体ライナ（１０００）（またはその１
つ以上のライナ層）を構成することが望ましくあり得る。
【０１４７】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、１つ以上の突出部を含む形状を有してもよい。
これらの変形例では、本体ライナは、本体部分、および本体部分から延在する１つ以上の
突出部を有してもよい。突出部のうちの１つ以上は、本体ライナが少なくとも部分的に臀
裂の中に配置されたときに臀裂から延在してもよく、これは、上記でさらに詳細に説明さ
れるように、回収部分を提供してもよい。いくつかの変形例では、本体ライナは、本体部
分から延在する２つ以上の突出部を備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは
、本体ライナは、本体ライナの横軸の第１の側で本体部分から延在する、２つ以上の突出
部を備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、２つ以上の突出部のうちの少
なくとも１つは、縦軸の第１の側で本体部分から延在してもよく、２つ以上の突出部のう
ちの少なくとも１つは、縦軸の第２の側で本体部分から延在してもよい。他の変形例では
、本体ライナは、横軸の第１の側で本体部分から延在する少なくとも１つの突出部と、横
軸の第２の側で本体部分から延在する少なくとも１つの突出部とを備えてもよい。
【０１４８】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、少なくとも４つの突出部を含む形状を有しても
よい。これらの変形例のうちのいくつかでは、第１の突出部および第２の突出部は、縦軸
の第１の側で本体部分から延在してもよく、第３の突出部および第４の突出部は、縦軸の
第２の側で本体部分から延在してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、第１お
よび第３の突出部は、横軸の第１の側で本体部分から延在してもよく、第２および第４の
突出部は、横軸の第２の側で本体部分から延在してもよい。
【０１４９】
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　図１１Ａは、複数の突出部を備える形状を有する、本体ライナ（１１００）の１つの変
形例の上面図を示す。そこで示されるように、本体ライナ（１１００）は、本体部分（１
１０２）、ならびに（１１０２）から延在する第１、第２、第３、および第４の突出部（
それぞれ、（１１０４）、（１１０６）、（１１０８）、および（１１１０）と標識され
る）を有してもよい。本体ライナ（１１００）はさらに、上記でさらに詳細に説明される
ように、縦軸（１１１２）、および標的点（１１１６）で縦軸（１１１２）に垂直に交差
する横軸（１１１４）を有してもよい。第１（１１０４）および第２の（１１０６）突出
部は、縦軸（１１１２）の第１の側で本体部分（１１０２）から延在してもよく、第３（
１１０８）および第４の（１１１０）突出部は、縦軸（１１１２）の第２の側で本体部分
（１１０２）から延在してもよい。加えて、第１の突出部（１１０４）および第３の突出
部（１１０８）は、横軸（１１１４）の第１の側で本体部分（１１０２）から延在しても
よく、第２の突出部（１１０６）および第４の突出部（１１１０）は、横軸の第２の側で
本体部分から延在してもよい。図１１Ａに示される本体ライナ（１１００）の変形例では
、本体ライナはさらに、本体ライナ（１１００）の周辺部分とは異なり得る１つ以上の性
質を有し得る、標的域（１１１８）を備えてもよいが、いくつかの変形例では、本体ライ
ナ（１１００）は、標的域（１１１８）を含まない。加えて、いくつかの変形例では、本
体ライナ（１１００）は、以下でさらに詳細に説明されるように、１つ以上の接着領域（
図示せず）を備えてもよい。
【０１５０】
　概して、本体ライナ（１１００）は、少なくとも部分的に臀裂内に配置されたときに、
本体ライナ（１１００）の少なくとも一部分が臀裂から外へ延在し得るように、サイズを
合わせられてもよい。例えば、図１１Ｂは、部分的に臀裂（１１０９）内に配置された本
体ライナ（１１００）を描写する。そこで示されるように、本体ライナ（１１００）は、
標的点（１１１６）が肛門（１１１１）またはその付近に位置決めされ、本体ライナ（１
１００）が実質的に縦軸（１１１２）に沿って折り畳まれるように、位置決めされてもよ
い。図１１Ｂに示されるように位置決めされたとき、本体ライナ（１１００）の少なくと
も一部分は、臀裂（１１０９）の外側に延在する。図１１Ｂに示される変形例では、第１
（１１０４）および／または第３の突出部（１１０６）は、臀裂から延在するように構成
されてもよい（第３の突出部（１１０６）のみが図１１Ｂに示されている）。概して、第
１（１１０４）および第３の突出部（１１０６）の露出部分は、上記でさらに詳細に説明
されるように、ユーザによって把持されるように十分離れて延在してもよいが、第１（１
１０４）および第３の突出部（１１０６）が衣類に引っ掛かるほど離れて延在しなくても
よい。
【０１５１】
　本体ライナ（１１００）およびその突出部は、任意の好適な寸法であってもよい。例え
ば、図１１Ａに示されるように、本体部分（１１０２）は、縦軸（１１１２）に沿った高
さ（１１２０）、および横軸（１１１４）に沿った幅（１１２２）を有してもよい。いく
つかの変形例では、高さ（１１２０）は、少なくとも約５．１ｃｍであってもよく、好ま
しくは、約７から８．３ｃｍの間であってもよい。いくつかの変形例では、幅（１１２２
）は、少なくとも約５．１ｃｍであってもよく、また、好ましくは、約７から８．３ｃｍ
の間であってもよい。高さ（１１０２）は、幅（１１０４）より大きくあり得（例えば、
本体部分（１１０２）の高さ対幅比が、少なくとも１．１または同等物であってもよい）
、幅（１１０４）に等しくあり得、または幅（１１０４）より小さくあり得る（例えば、
本体部分（１１０２）の幅対高さ比が、少なくとも１．１または同等物であってもよい）
。
【０１５２】
　第１（１１０４）および第３の（１１０８）突出部は、縦軸（１１１２）に沿って本体
部分（１１０２）を越えた距離（１１２６）に延在してもよく、かつ横軸（１１１４）に
沿って本体部分（１１０２）を越えた距離（１１２４）に延在してもよい。同様に、第２
（１１０６）および第４の（１１１０）は、縦軸（１１１２）に沿って本体部分（１１０
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２）を越えた距離（１１２８）に延在してもよく、かつ横軸（１１１４）に沿って本体部
分（１１０２）を越えた距離（１１３０）に延在してもよい。いくつかの変形例では、縦
軸に沿った第１（１１０４）および第３の突出部（１１０８）の距離（１１２６）は、第
２（１１０６）および第４の（１１０８）突出部の距離（１１２８）より長くあり得る。
これは、本体ライナ（１１００）の配置後に、ならびに第２（１１０６）および第４の（
１１０８）突出部が着用者の生殖器との接触を回避するように構成されるときに、第１（
１１０４）および第３の突出部（１１０８）が、少なくとも部分的に臀裂から延在するよ
うに構成される場合において、有用性を提供し得る。これらの変形例のうちのいくつかで
は、縦軸に沿った第２の突出部（１１０６）の距離（１１２８）は、縦軸に沿った第１の
突出部（１１０４）の距離（１１２４）の約９０パーセント以下であってもよい。他の変
形例では、距離（１１２８）は、約１．９ｃｍ未満であってもよい。これらの変形例のう
ちのいくつかでは、距離（１１２８）は、約０．６５ｃｍ未満であってもよい。
【０１５３】
　いくつかの変形例では、第１（１１０４）および第３の（１１０８）突出部の距離（１
１２４）は、本体部分の高さ（１１２０）の少なくとも約５パーセントであってもよい。
これらの変形例のうちのいくつかでは、第１（１１０４）および第３の（１１０８）突出
部の距離（１１２４）は、好ましくは、本体部分の高さ（１１２０）の少なくとも約１５
パーセントであってもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、第１（１１０４）お
よび第３の（１１０８）突出部の距離（１１２４）は、好ましくは、本体部分の高さ（１
１２０）の少なくとも約３０パーセントであってもよい。例えば、高さ（１１２０）が約
７．６ｃｍである変形例では、距離（１１２４）は、約２．３ｃｍであってもよい。いく
つかの変形例では、本体部分（１１０２）の幅（１１２２）を越えた突出部の幅（１１２
６）は、任意の好適な値（例えば、少なくとも約１ｃｍ、約１ｃｍから約２．５ｃｍの間
、約２．５ｃｍより大きい、または同等物）であってもよい。
【０１５４】
　第１（１１０４）および第３の（１１０８）突出部はそれぞれ、本体ライナ（１１００
）の縦軸（１１１２）に対する角度（１１３２）で本体部分（１１０２）から離れて延在
してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、角度（１１３２）が約４５度未満で
あることが望ましくあり得る。臀裂が肛門開口部において最も深く、尾骨に向かってより
浅くなるため、約４５度未満であるように角度（１１３２）を構成することにより、第１
（１１０４）および／または第３の（１１０８）突出部が、本体ライナ（１１００）の回
収部分の役割を果たすように少なくとも部分的に臀裂から外へ延在するために必要とされ
る、全体的な延出長を短縮してもよい。いくつかの変形例では、また、角度が約１０度よ
り大きくあることも望ましくあり得、これは、第１（１１０４）および第３の（１１０８
）突出部が相互に絡まり束に成り得る可能性を低減するのに役立ち得る。したがって、い
くつかの変形例では、角度（１１３２）は、約１０度から約４５度の間であってもよい。
これらの変形例のうちのいくつかでは、角度（１１３２）は、好ましくは、約４０度であ
ってもよい。
【０１５５】
　前述のように、本体ライナ（１１００）は、標的域（１１１８）を含んでもよい。標的
域（１１１８）は、少なくとも部分的に標的点（１１１６）を包囲してもよく、かつ多量
の肛門漏出物を受容して、そこから流体を吸収するように構成されてもよい。概して、標
的域（９０１）は、上記で説明されるように任意の好適なサイズおよび形状を有してもよ
い。形状が楕円形であるものとして図１１Ａに示されているが、標的域（１１１８）は、
任意の好適な形状（例えば、円形、長方形、不規則な形状、または同等物）を有してもよ
い。標的域（１１１８）が楕円形であるとき、楕円形の標的域（１１１８）の長軸は、縦
軸（１１１２）と平行に整合させられてもよい。他の変形例では、標的域（１１１８）は
、楕円形の標的域（１１１２）の長軸が縦軸（１１１２）に対して角度を成す（例えば、
縦軸（１１１２）と垂直である、または同等物）ように、位置決めされてもよい。概して
、標的域（１１１８）は、本体ライナ（１１００）が図１１Ｂに関して上記で議論される
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ように配置されるときに、完全に臀裂内に嵌合し得るようにサイズを合わせられてもよい
。図１１Ｆは、標的域（１１１８）がライナの長さに及ぶストリップ（１１８０）として
形成される、本体ライナ（１１００）の別の変形例を示す。図１１Ｆに示される変形例で
は、ストリップ（１１８０）は、縦軸（１１１２）に沿ってライナの高さに及ぶが、他の
場合においては、ストリップ（１１８０）は、（例えば、横軸（１１１４）に沿って）ラ
イナの幅に及んでもよいことを理解されたい。本体ライナ（１１００）が、以下でさらに
詳細に議論されるように、標的域（１１１８）のサイズおよび形状を画定するコア部材を
備える場合において、コア部材は、図４Ｆに示されるストリップ（１１８０）としてサイ
ズを合わせられて成形されてもよい。また、以下で説明されるもの等の接着領域（１１８
２）もある。
【０１５６】
　図１１Ａに示される本体ライナ（１１００）は、１つ以上のライナ層から作製されても
よい。例えば、図１１Ｃは、本体ライナ（１１００）が単一のライナ層（１１４０）から
形成される、本体ライナ（１１００）の変形例の（縦軸（１１１２）に沿って得られた）
断面側面図を示す。これらの変形例では、ライナ層（１１４０）は、本体ライナ（１１０
０）の全体的形状を画定する耳たぶ形状を有してもよい（図１１Ａに示される４つの耳た
ぶ形状は、チョウ形であってもよい）。加えて、ライナ層（１１４０）の身体対面側は、
本体ライナ（１１００）の身体対面表面（１１４２）を形成してもよく、ライナ層（１１
４０）の反対の後側は、本体ライナ（１１００）の後表面（１１４４）を形成してもよい
。本体ライナ（１１００）の身体対面表面（１１４２）および／または後表面（１１４４
）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意のそれぞれの摩擦係数を有するように
構成されてもよい。
【０１５７】
　ライナ層（１１４０）は、上記でさらに詳細に説明されるように、流体を吸収するよう
に構成されてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、標的域（１１１８）は、本
体ライナ（１１００）の周辺部分とは異なる吸収性を有してもよい。これらの変形例のう
ちのいくつかでは、標的域（１１１８）の吸収性は、本体ライナ（１１００）の周辺部分
の吸収性より優れ得る。例えば、いくつかの変形例では、標的域（１１１８）は、ライナ
層の周辺部分とは異なる材料から形成されてもよい。加えて、または代替として、標的域
（１１１８）は、上記でさらに詳細に説明されるように、１つ以上の超吸収性ポリマー等
の１つ以上の吸収材料が組み込まれてもよい。
【０１５８】
　いくつかの変形例では、ライナ層（１１４０）は、上記で説明されるように流体を選択
的に移送するように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、ライナ層（１１
４０）は、流体が（例えば、上記で議論されるような「第１の方向」および「第２の方向
」へ）本体ライナの面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、（
例えば、縦軸（１１１２）および横軸（１１１４）の両方と垂直であり得る、上記で議論
されるような「第３の方向」へ）本体ライナの厚さを横断して流体を移送するように構成
されてもよい。本体ライナ（１１００）が縦軸（１１１２）に折り重ねられたとき、本体
ライナ（１１００）の厚さを横断する、より速いウィッキング速度は、折り目の片側の本
体ライナの身体対面表面（１１４２）上の接触点から折り目のその側の後表面（１１４４
）への流体の移送を助長し得、さらに、上記でさらに詳細に説明されるように、後表面（
１１４４）から折り目の反対側の接触後表面（１１４４）への移送を助長し得る。加えて
、または代替として、ライナ層（１１４０）は、第１の方向と垂直である本体ライナ（１
１００）の面内の第２の方向へのウィッキング速度より速いウィッキング速度で、本体ラ
イナ（１１００）の面内で第１の方向へ流体を移送するように構成されてもよい。例えば
、いくつかの変形例では、ライナ層（１１４０）は、横軸（１１１４）と平行な第２の方
向へのウィッキング速度より遅いウィッキング速度で、縦軸（１１１２）と平行な第１の
方向へ流体を移送するように構成されてもよい。本体ライナ（１１００）が、図１１Ｂに
示されるように少なくとも部分的に臀裂の中に配置されたとき、本体ライナ（１１００）
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によって吸収される流体は、臀裂から延在する本体ライナ（１１００）の部分に到達する
ために、縦軸（１１１２）と平行に進行する必要があり得る。したがって、縦軸（１１１
２）に沿ったウィッキング速度より速いウィッキング速度を横軸（１１１４）に沿って有
することにより、ライナ層（１１４０）が縦軸（１１１２）に沿って本体ライナ（１１０
０）の露出部分の一部分に向かって伝送する流体の量を低減させ得、これは、本体ライナ
の除去中に、着用者が本体ライナ（１１００）の汚れた部分を把持することを防止するの
に役立ち得る。
【０１５９】
　標的域（１１１８）の中の特定の方向へのウィッキング速度は、本体ライナ（１１００
）の周辺部分における同一方向へのウィッキング速度とは異なり得ることを理解されたい
。例えば、いくつかの変形例では、標的域（１１１８）は、流体が本体ライナ（１１００
）の周辺部分内で移送されるより速く、標的域（１１１８）内で流体を移送するように構
成されてもよい。これらの場合において、標的域（１１１８）内でより速く吸い上げるこ
とにより、本体ライナ（１１００）の周囲に到達し得る流体の量を制限し得る、本体ライ
ナ（１１００）の周辺部分より多くの流体を標的域（１１１８）に吸収させてもよい。
【０１６０】
　他の変形例では、本体ライナ（１１００）は、２つ以上のライナ層を備えてもよい。例
えば、図１１Ｄは、本体ライナが、上シート（１１４６）、および上シート（１１４６）
に取り付けられたコア部材（１１４８）から形成され得る、本体ライナ（１１００）の変
形例を示す。いくつかの変形例では、上シート（１１４６）およびコア部材（１１４８）
は、本体ライナ（１１００）の唯一のライナ層であってもよい。上シート（１１４６）お
よびコア部材（１１４８）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等の上シートおよびコ
ア部材の任意の組み合わせであってもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、上シ
ート（１１４６）は、本体ライナ（１１００）の全体的サイズおよび形状を画定する耳た
ぶ形状を有してもよい。いくつかの変形例では、コア部材（１１４８）は、コア部材（１
１４８）が標的域（１１１８）の全体的サイズおよび形状を画定し得るように、標的域（
１１１８）と同一のサイズおよび形状であってもよい。これらの変形例では、コア部材（
１１４８）は、上記でさらに詳細に説明されるように任意の好適なサイズであってもよい
。図１１Ｄに示される変形例では、上シート（１１４６）の身体対面側は、本体ライナ（
１１００）の身体対面表面（１１４２）を形成してもよい。本体ライナ（１１００）の後
表面（１１４４）は、コア部材（１１４８）の後側、およびコア部材（１１４８）によっ
て覆われていない上シート（１１４６）の後側の一部分の組み合わせから形成されてもよ
い。本体ライナ（１１００）の身体対面表面（１１４２）および／または後表面（１１４
４）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意のそれぞれの摩擦係数を有するよう
に構成されてもよい。
【０１６１】
　上シート（１１４６）および／またはコア部材（１１４８）は、上記でさらに詳細に説
明されるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。いくつかの変形例では、上
シート（１１４６）およびコア部材（１１４８）の両方は、流体吸収性であるように構成
される。これらの変形例では、標的域（１１１８）へのコア部材（１１４８）の追加が、
本体ライナ（１１００）の周辺部分に対する標的域（１１１８）の中の本体ライナ（１１
００）の吸収度を増加させてもよい。標的域（１１１８）の中の本体ライナ（１１００）
の吸収性は、直上で説明されるように、標的域（１１１８）の中の本体ライナ材料の修正
および／または１つ以上の吸収材料の包含によって、さらに修正されてもよい。
【０１６２】
　いくつかの変形例では、上シート（１１４６）およびコア部材（１１４８）の一方また
は両方は、上記でさらに詳細に説明されるように、流体を選択的に移送するように構成さ
れてもよい。例えば、いくつかの変形例では、上シート（１１４６）は、流体が（例えば
、上記で議論されるような「第１の方向」および「第２の方向」へ）上シートの面内で移
送されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、（例えば、縦軸（１１１２）お
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よび横軸（１１１４）の両方と垂直であり得る「第３の方向」へ）上シート（１１４６）
の厚さを横断して流体を移送するように構成されてもよい。これは、上シート（１１４６
）の厚さを通したコア部材（１１４８）の中への流体の移送を助長し得る。これらの変形
例のうちのいくつかでは、コア部材（１１４８）は、流体がコア部材（１１４８）の面内
で移送されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、コア部材（１１４８）の厚
さを横断して流体を移送するように構成されてもよい。本体ライナ（１１００）が縦軸（
１１１２）に折り重ねられたとき、コア部材（１１４８）の厚さを横断する、より速いウ
ィッキング速度は、後表面と後表面の接触を介して、折り目の両側の後表面（１１４４）
の部分の間からの流体の移送を助長し得る。他の変形例では、コア部材（１１４８）は、
コア部材（１１４８）を通して均等に流体を分配するように構成されてもよい。
【０１６３】
　いくつかの変形例では、上シート（１１４６）は、横軸（１１１４）と平行な方向への
ウィッキング速度より遅いウィッキング速度で、縦軸（１１１２）と平行な方向へ流体を
移送するように構成されてもよい。これらの変形例では、上シート（１１４６）によって
吸収される流体は、上記で説明されるように、臀裂から延在する本体ライナ（１１００）
の部分に到達する可能性が低くあり得る。加えて、または代替として、コア部材（１１４
８）は、横軸（１１１４）と平行な方向へのウィッキング速度より遅いウィッキング速度
で、縦軸（１１４６）と平行な方向へ流体を移送するように構成されてもよい。これらの
変形例では、コア部材（１１４８）によって吸収される流体は、本体（１１００）の部分
に到達する可能性が低くあり得る。
【０１６４】
　他の変形例では、本体ライナ（１１００）は、３つ以上のライナ層を備えてもよい。例
えば、図１１Ｅは、本体ライナが、上シート（１１４６）、裏シート（１１４０）、およ
び上シート（１１４６）と裏シート（１１４０）との間に位置決めされるコア部材（１１
４８）から形成され得る、本体ライナ（１１００）の変形例を示す。いくつかの変形例で
は、上シート（１１４６）、コア部材（１１４８）、および裏シート（１１４０）は、本
体ライナ（１１００）の唯一のライナ層であってもよい。上シート（１１４６）、コア部
材（１１４８）、および裏シート（１１４０）は、上記でさらに詳細に説明されるもの等
の上シート、コア部材、および裏シートの任意の組み合わせであってもよい。図４Ｄに示
される変形例では、上シート（１１４６）および裏シート（１１４８）はそれぞれ、本体
ライナ（１１００）の全体的形状を画定し得る、同一の楕円形を有してもよい。コア部材
（１１４８）が標的域（１１１８）の全体的サイズおよび形状を画定し得るように、コア
部材（１１４８）は、標的域（１１１８）と同一のサイズおよび形状であってもよい。図
１１Ｅに示されるように、上シート（１１４６）の身体対面側が、本体ライナ（１１００
）の身体対面表面（１１４２）を形成してもよい一方で、裏シート（１１４０）の後側は
、本体ライナ（１１００）の後表面（１１４４）を形成してもよい。加えて、ライナ層（
１１４０）の身体対面側は、本体ライナ（１１００）の身体対面表面（１１４２）を形成
してもよく、ライナ層（１１４０）の反対の後側は、本体ライナ（１１００）の後表面（
１１４４）を形成してもよい。本体ライナ（１１００）の身体対面表面（１１４２）およ
び後表面（１１４４）は、以下でさらに詳細に説明されるように、任意のそれぞれの摩擦
係数を有するように構成されてもよい。
【０１６５】
　上シート（１１４６）、コア部材（１１４８）、および／または裏シート（４２０）は
、上記でさらに詳細に説明されるように、流体吸収性であるように構成されてもよい。こ
れらの変形例のうちのいくつかでは、上シート（１１４６）、コア部材（１１４８）、お
よび裏シート（１１４０）のそれぞれは、流体吸収性であるように構成されてもよい。こ
れらの変形例では、標的域（１１１８）へのコア部材（１１４８）の追加が、上シート（
１１４６）および裏シート（１１４０）のみを含み得る本体ライナ（１１００）の周辺部
分に対して、標的域（１１１８）の中の本体ライナ（１１００）の吸収度を増加させても
よい。標的域（１１１８）の中の本体ライナ（１１００）の吸収性は、直上で説明される
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ように、標的域（１１１８）の中のライナ層における材料の変更および／または１つ以上
の吸収材料の包含によって、さらに修正されてもよい。
【０１６６】
　いくつかの変形例では、上シート（１１４６）、コア部材（１１４８）、および裏シー
ト（１１４０）のうちの１つ、２つ、またはそれぞれは、上記でさらに詳細に説明される
ように、流体を選択的に移送するように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例で
は、上シート（１１４６）は、流体が（例えば、上記で議論されるような「第１の方向」
および「第２の方向」へ）上シートの面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッ
キング速度で、（例えば、縦軸（１１１２）および横軸（１１１４）の両方と垂直であり
得る「第３の方向」へ）上シート（１１４６）の厚さを横断して流体を移送するように構
成されてもよい。これは、上シート（１１４６）の厚さを通したコア部材（１１４８）へ
の流体のより迅速な移送を助長し得る。これらの変形例のうちのいくつかでは、コア部材
（１１４８）は、コア部材（１１４８）の厚さを通した裏シート（１１４０）への流体の
より迅速な移送を助長し得る、流体がコア部材（１１４８）の面内で移送されるウィッキ
ング速度より速いウィッキング速度で、コア部材（１１４８）の厚さを横断して流体を移
送するように構成されてもよい。いくつかの変形例では、コア部材（１１４８）は、コア
部材（１１４８）によって吸収される流体を、コア部材を通して均等に分配するように構
成されてもよい。いくつかの変形例では、裏シート（１１４０）はまた、流体が裏シート
（１１４０）の面内で移送されるウィッキング速度より速いウィッキング速度で、裏シー
ト（１１４０）の厚さを横断して流体を移送するように構成されてもよい。本体ライナ（
１１００）が縦軸（１１１２）に折り重ねられたとき、裏シート（１１４０）の厚さを横
断する、より速いウィッキング速度は、裏シート（１１４０）の厚さを通した流体の移送
、および裏シートと裏シートとの接触を介した折り目の反対側の裏シート（１１４０）の
一部分への流体の移送を助長し得る。
【０１６７】
　いくつかの変形例では、上シート（１１４６）は、横軸（１１２４）と平行な方向への
ウィッキング速度より遅いウィッキング速度で、縦軸（１１１２）と平行な方向へ流体を
移送するように構成されてもよい。加えて、または代替として、コア部材（１１４８）は
、横軸（１１１４）と平行な方向へのウィッキング速度より遅いウィッキング速度で、縦
軸（１１１２）と平行な方向へ流体を移送するように構成されてもよい。加えて、または
代替として、裏シート（１１４０）は、横軸（１１１４）と平行な方向へのウィッキング
速度より遅いウィッキング速度で、縦軸（１１１２）と平行な方向へ流体を移送するよう
に構成されてもよい。これらの変形例では、上シート、裏シート、およびコア部材のうち
のいくつかまたは全てにおいて、横軸と平行により速いウィッキング速度を有することに
より、吸収された流体が臀裂から延在する本体ライナ（１１００）の部分に到達するであ
ろう可能性を低減させ得る。
【０１６８】
　いくつかの変形例では、コア部材（１１４８）は、上シート（１１４６）および裏シー
ト（４２０）より迅速に流体を分配するように構成されてもよい。これらの変形例では、
（例えば、上シート（３１６）を通して）本体ライナによって吸収される流体は、上シー
トおよび裏シートよりコア部材の中で多く分配されてもよく、これは、（例えば、標的域
（１１１８）を通り過ぎて本体ライナ（１１００）の周辺部分の中へ拡散することによっ
て）流体が本体ライナ（１１００）の周囲に到達する可能性を低減させ得る。
【０１６９】
　本体ライナ保持
　本明細書で説明される本体ライナが折り重ねられ、少なくとも部分的に臀裂の中に配置
されたときに、着用者の移動が、本体ライナを束ね、抜去し、または別様に変位させる傾
向がある、１つ以上の力を本体ライナに印加し得る。例えば、日常的な移動（歩行等）中
の脚の移動が、臀部を相互に擦り付けさせ得る。本体ライナがその縦軸に沿って折り畳ま
れたとき、この移動は、折り畳まれた縦軸の片側の本体ライナの後表面を、縦軸の反対側
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の本体ライナの後表面に擦り付けさせ得る。折り重ねられた後表面の間の摩擦は、臀部の
皮膚に対して本体ライナを滑動させ得、これは、本体ライナの集群化または変位をもたら
し得る。集群は、着用者にとって不快感をもたらし得、かつ肛門漏出物を吸収および／ま
たは不動化する本体ライナの能力を低減させ得る。したがって、着用者の移動中に本体ラ
イナの変位または集群化を最小限化するように、本明細書で説明される本体ライナを構成
することが望ましくあり得る。
【０１７０】
　いくつかの変形例では、本体ライナが上記で説明されるように折り重ねられたときに、
後表面の対向区画の間の滑動を最大限化するように、本体ライナの後表面を構成すること
が望ましくあり得、これは、本体ライナの集群化または変位の可能性を低減させ得る。こ
れらの変形例では、本体ライナの後表面の摩擦係数を低減または最小限化することが望ま
しくあり得る。例えば、いくつかの変形例では、本体ライナは、約０．１５未満の摩擦係
数を有する後表面を備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、後表面は、好
ましくは、約０．１未満の摩擦係数を有する。本体ライナの後表面の摩擦係数は、任意の
好適な様式で最小限化されてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナの後表面は、低
い摩擦係数を備える、１つまたは複数の材料から形成されてもよい。加えて、または代替
として、本体ライナの後表面は、後表面の摩擦係数を低減させるように研磨されてもよい
。いくつかの変形例では、本体ライナの後表面は、後表面の摩擦係数を低減させ得る、１
つ以上の材料（例えば、１つ以上の粉末またはシリコーン）でコーティングされてもよい
。低減した摩擦係数により、本体ライナの後表面は、滑動を促す平滑性を有し得る。した
がって、本体ライナが縦軸に沿って折り畳まれ、（例えば、それ自体と接触して後表面を
位置決めするように）少なくとも臀裂の中に位置決めされたとき、縦軸の片側の本体ライ
ナの後表面は、縦軸の反対側の本体ライナの後表面に対して滑動する可能性が高くあり得
、これは、臀部の皮膚に対する本体ライナの集群化または本体ライナの移動の可能性を低
減させ得る。
【０１７１】
　以下でさらに詳細に説明されるように、１つ以上のライナ層は、本明細書で説明される
本体ライナの後表面を形成してもよい。例えば、本体ライナが単一のライナ層を備える変
形例では、ライナ層の後側は、本体ライナの後表面を形成してもよい。いくつかのこれら
の変形例では、単一のライナ層の後側は、直上で説明されるような低減した摩擦係数を有
するように構成されてもよい（例えば、単一のライナ層の後側は、低い遊離繊維指数を有
する材料から形成されてもよく、研磨されてもよく、および／または１つ以上のコーティ
ングを含んでもよい）。他の変形例では、本体ライナは、複数のライナ層を備えてもよく
、本体ライナの後表面は、ライナ層のうちのいくつかまたは全ての後側の部分によって形
成されてもよい。これらの変形例では、本体ライナの後表面を形成するライナ層の後側の
部分は、直上で説明されるような低減した摩擦係数を有するように構成されてもよい。例
えば、本体ライナが裏シートを備え、裏シートの後側が本体ライナの後表面を形成する、
変形例では、裏シートは、上記で詳細に説明されるような低減した摩擦係数を有するよう
に構成されてもよい（例えば、単一のライナ層の後側は、低い遊離繊維指数を有する材料
から形成されてもよく、研磨されてもよく、および／または１つ以上のコーティングを含
んでもよい）。
【０１７２】
　いくつかの変形例では、本体ライナが折り重ねられ、臀裂の中に配置されたときに、本
体ライナの身体対面表面と着用者の皮膚との間の滑動を最小限化するように構成すること
が望ましくあり得る。本体ライナが、以下でさらに詳細に説明されるように、身体対面表
面上に１つ以上の接着領域を備えるとき、接着領域は、身体対面表面と皮膚との間の移動
を防止するのに役立ち得る。いくつかのこれらの変形例では、（例えば、円滑または平滑
面を組織に提供することによって）本体ライナによって提供される快適レベルを増加させ
得る、接着領域によって覆われていない身体対面表面の部分の摩擦係数を（例えば、上記
で説明されるような様式のうちの１つで）低くすることが望ましくあり得る。他の場合に
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おいて、本体ライナとユーザの皮膚との間の移動の可能性を低減させるように、本体ライ
ナの身体対面表面の摩擦係数を最大限化するか、または別様に増加させることが望ましく
あり得る。これは、本体ライナが１つ以上の接着領域を含まない場合において、特定の有
用性を見出し得る。例えば、いくつかの変形例では、本体ライナは、約０．２５より大き
い摩擦係数を有する身体対面表面を備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは
、身体対面表面は、好ましくは、約０．３より大きい摩擦係数を有する。本体ライナの身
体対面表面の摩擦係数は、任意の好適な様式で最大限化され、または別様に増加させられ
てもよい。いくつかの変形例では、本体ライナの身体対面表面は、より高い摩擦係数を備
える、１つまたは複数の材料から形成されてもよい。加えて、または代替として、本体ラ
イナの身体対面表面は、身体対面表面の摩擦係数を増加させるように、（例えば、カーデ
ィング、針穿孔、バニシ仕上げ、または同等物を介して）粗面化またはテクスチャ加工さ
れてもよい。いくつかの変形例では、本体ライナの身体対面表面は、身体対面表面の摩擦
係数を増加させ得る、１つ以上の材料（例えば、粘着性スプレーまたは同等物）でコーテ
ィングされてもよい。増加した摩擦係数により、本体ライナの身体対面表面は、皮膚とと
もに移動する傾向があり得、かつ後表面がそれ自体に擦り付けられたときに皮膚に対して
移動する可能性が低くあり得る。これは、着用者に対する本体ライナの集群化または本体
ライナの変位を低減させ得る。加えて、増加した摩擦係数は、身体対面表面が着用者の皮
膚と接触して配置されたときに優れた快適性を着用者に提供し得る、より綿毛状／軟質の
身体対面表面をもたらし得る。
【０１７３】
　上記でさらに詳細に説明されるように、１つ以上のライナ層は、本明細書で説明される
本体ライナの身体対面表面を形成してもよい。例えば、本体ライナが単一のライナ層を備
える変形例では、ライナ層の身体対面側は、本体ライナの身体対面表面を形成してもよい
。これらの変形例のうちのいくつかでは、単一のライナ層の身体対面側は、直上で説明さ
れるような増加した摩擦係数を有するように構成されてもよい（例えば、単一ライナ層の
身体対面側は、高い遊離指数を有する材料から形成されてもよく、粗面化／テクスチャ加
工されてもよく、および／または１つ以上の摩擦増加コーティングを含んでもよい）。他
の変形例では、本体ライナは、複数のライナ層を備えてもよく、本体ライナの身体対面表
面は、ライナ層のうちのいくつかまたは全ての身体対面側の部分によって形成されてもよ
い。これらの変形例では、本体ライナの身体対面表面を形成するライナ層の身体対面側の
部分は、直上で説明されるような増加した摩擦係数を有するように構成されてもよい。例
えば、本体ライナが上シートを備え、上シートの身体対面側が本体ライナの身体対面表面
を備える、変形例では、上シートは、直上で説明されるような増加した摩擦係数を有する
ように構成されてもよい（例えば、単一ライナ層の身体対面側は、高い遊離指数を有する
材料から形成されてもよく、粗面化／テクスチャ加工されてもよく、および／または１つ
以上の摩擦増加コーティングを含んでもよい）。
【０１７４】
　場合によっては、本体ライナの後表面の対向部分の間の滑動を最大限化すること、およ
び本体ライナの身体対面表面と着用者の皮膚との間の滑動を最小限化することの両方が望
ましくあり得る。いくつかの変形例では、本体ライナの身体対面表面は、本体ライナの後
表面の摩擦係数より大きい摩擦係数を有してもよい。身体対面表面および後表面は、直上
で説明されるような任意の好適な摩擦係数を有してもよい。例えば、いくつかの変形例で
は、本体ライナは、約０．２５より大きい摩擦係数を有する身体対面表面、および約０．
１５未満の係数を有する後表面を有してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、
身体対面表面は、好ましくは、約０．３０より大きい摩擦係数を有し、後表面は、好まし
くは、約０．１未満の摩擦係数を有する。本体ライナの各表面の摩擦係数は、材料、研磨
またはテクスチャ加工、および／または直上で説明されるような摩擦変更コーティングに
基づいて、変更されてもよい。
【０１７５】
　本体ライナが単一のライナ層を備える変形例では、ライナ層の身体対面側が、本体ライ
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ナの身体対面表面を形成してもよい一方で、ライナ層の後側は、本体ライナの後表面を形
成してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、単一のライナ層を形成するために
使用される材料は、ライナ層が、ライナ層の後側の遊離繊維指数より大きい、ライナ層の
身体対面側の遊離繊維指数を有し得るように、ライナ層の厚さに沿って変更されてもよい
。加えて、または代替として、ライナ層の身体対面側は、本体ライナの身体対面表面の摩
擦係数を増加させるように粗面化またはテクスチャ加工されてもよい（例えば、身体対面
側は、身体対面表面の摩擦係数を増進させ得る、テクスチャ加工パターン、隆起、および
／または段差を伴って形成されてもよい）。加えて、または代替として、ライナ層の後側
は、本体ライナの後表面の摩擦係数を減少させるように研磨されてもよい。加えて、また
は代替として、ライナ層の１つ以上の側面は、本体ライナの身体対面表面および／または
後表面の摩擦係数を変更させ得るコーティングを含んでもよい（例えば、身体対面側は、
摩擦増進コーティングを備えてもよい、後側は、摩擦低減コーティング、それらの組み合
わせ、および同等物を備えてもよい）。
【０１７６】
　本体ライナが複数のライナ層を備える変形例では、本体ライナの身体対面表面は、上記
でさらに詳細に説明されるように、ライナ層のうちのいくつかまたは全ての後側の部分に
よって形成されてもよい。同様に、本体ライナの後表面は、ライナ層のうちのいくつかま
たは全ての後側の部分によって形成されてもよい。これらの変形例では、本体ライナの身
体対面表面および／または後表面は、後表面より大きい摩擦係数を本体ライナの身体対面
表面において達成するように、上記で説明されるような任意の様式で構成される。例えば
、本体ライナが、上シートと、裏シートとを備える、いくつかの変形例では、上シートの
身体対面側は、本体ライナの身体対面表面を形成してもよく、裏シートの後側は、本体ラ
イナの後表面を形成してもよい。これらの変形例では、裏シートは、上シートより低い摩
擦係数を有するように構成されてもよい。例えば、裏シートは、上シートを形成する１つ
または複数の材料より低い遊離繊維指数を有する、１つまたは複数の材料から形成されて
もよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、または上シートおよび裏シートが１つま
たは複数の同一の材料から形成される変形例では、裏シートは、上記でさらに詳細に説明
されるように、研磨されてもよく、および／または１つ以上の摩擦低減コーティングを備
えてもよい。加えて、または代替として、上シートは、上記でさらに詳細に説明されるよ
うに、粗面化またはテクスチャ加工されてもよく、および／または１つ以上の摩擦増進コ
ーティングを備えてもよい。
【０１７７】
　上述のように、本体ライナは、身体組織に対して本体ライナを定位置で保持するのに役
立ち得る、１つ以上の接着領域を備えてもよい。本体ライナが臀裂内に配置されたとき、
移動（例えば、歩行）中の臀部の差動運動は、臀裂から外へ本体ライナを駆動する傾向が
あり得る。加えて、着用者が（例えば、排尿するために）座る、しゃがむ、または別様に
臀部を分離する様式で移動するとき、重力が臀裂から本体ライナを引っ張るように作用し
得る。したがって、本体ライナが１つ以上の接着領域を備えるとき、接着領域は、本体ラ
イナを臀部の皮膚に接着するように構成されてもよい。接着領域によって提供される接着
は、着用者の移動中に本体ライナと臀部との間の移動を防止するのに役立ち得、かつ臀部
が分離されたときに重力に対して本体ライナを一時停止させてもよい。したがって、着用
者がトイレに座ったとき、本体ライナは、定位置で保持されてもよく、これは、本体ライ
ナを抜去することなく着用者が排尿することを可能にし得る。
【０１７８】
　概して、説明される接着領域は、本体ライナの１つ以上の表面に適用され得る１つ以上
の接着材料を含んでもよい。接着材料は、任意の好適な皮膚に安全な材料であってもよい
。いくつかの変形例では、接着領域は、１つ以上の接着剤を備えてもよい。これらの変形
例のうちのいくつかでは、接着領域は、感圧接着剤を備えてもよい。感圧接着剤は、アク
リル接着剤（例えば、３ＭＴＭ　ＭＳＸ－６６７４Ｃ粘着テープ等）、ゴム接着剤、シリ
コーン接着剤、ポリウレタン接着剤、ポリエステル接着剤、ポリエーテル接着剤、ヒドロ
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ゲル接着剤、グリセリンまたはテルペン系接着剤、それらの組み合わせ、および同等物を
含んでもよい。いくつかの変形例では、接着領域は、本体ライナを組織に貼り付ける／接
着する鋲を有し得る、１つ以上の非接着材料を含んでもよい。例えば、いくつかの変形例
では、接着領域は、１つ以上のろう（例えば、パラフィンろう等）を含んでもよい。場合
によっては、接着領域は、直上で説明されるもの等の２つ以上の接着材料の組み合わせを
含んでもよいことを理解されたい。
【０１７９】
　接着領域は、任意の好適な接着強度を有するように構成されてもよい。着用者の移動中
に本体ライナの移動に抵抗するか、または移動を防止するように十分強力である（肛門ま
たはその付近で本体ライナの標的点を維持するのに役立ち得る）が、本体ライナの除去中
に本体ライナが皮膚または毛から剥がされたときに、痛みを引き起こすか、または皮膚を
損傷するほど強力ではないように、接着領域を構成することが望ましくあり得る。例えば
、いくつかの変形例では、本体ライナの接着領域は、ＳＳＴに接着されたときに約５ｏｚ
／インチから約４８ｏｚ／インチの間の接着強度を有してもよい。いくつかの変形例では
、接着強度は、好ましくは、ＳＳＴに接着されたときに約２０ｏｚ／インチから約４０ｏ
ｚ／インチの間である。これらの変形例では、接着強度は、本体ライナが定位置でしっか
りと保持されているという安心感を着用者に与える、フィードバックを着用者に提供し得
る。
【０１８０】
　接着領域は、概して、本体ライナが臀裂の中に配置されたときに、本体ライナを着用者
の皮膚に接着するよう、接着領域が本体ライナと臀裂の皮膚との間に位置決めされるよう
に、本体ライナの身体対面表面上に配置される。本体が１つ以上のライナ層を備えるとき
、接着領域の接着材料が、任意の好適なライナ層に適用されてもよい。例えば、本体ライ
ナが上記でさらに詳細に説明されるように単一のライナ層を備える変形例では、接着領域
は、単一のライナ層の身体対面側に位置してもよい。
【０１８１】
　本体ライナが複数のライナ層（例えば、上シートおよびコア部材、および／または裏シ
ート）を備えるとき、本体ライナの接着領域は、ライナ層のうちのいくつかまたは全ての
身体対面側に位置してもよい。例えば、いくつかの変形例では、接着領域は、上シートの
身体対面側に位置決めされてもよい。他の変形例では、接着領域は、少なくとも部分的に
裏シートの身体対面側に位置決めされてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、
上シートが、概して、裏シートと臀裂の皮膚との間に位置決めされるため、上シートは、
裏シートの身体対面側の一部分を露出し得る１つ以上の開口を備えてもよい。接着材料は
、裏シートの身体対面側の露出部分上に配置されてもよい。これは、裏シートが上シート
より強力な材料から形成される場合において、特定の有用性を見出し得る。着用者が本体
ライナの一部分を引っ張るときに、接着領域が本体ライナの除去に抵抗し得るため、接着
領域をより強力な裏シートに取り付けることにより、本体ライナの除去中に本体ライナが
破れるか、または裂けるであろう可能性を低減させ得る。
【０１８２】
　（例えば、本体ライナが、上シートと、裏シートと、コア部材とを備える、変形例で）
上シート内の開口はまた、コア部材の身体対面側の一部分も露出し得ることを理解された
い。これらの変形例のうちのいくつかでは、コア部材の露出部分はまた、裏シートの身体
対面側のみが上シート内の開口を通して露出されるように、除去されてもよい。これらの
変形例では、上シート内の開口の中に適用される接着材料は、裏シートの身体対面側に適
用されるのみであってもよい。例えば、図１２Ａは、裏シート（１２０６）の身体対面側
を露出するように、それを通る開口（１２０４）を有する上シート（１２０２）を備える
、本体ライナ（１２００）の変形例の一部分を示す。接着材料（図示せず）が、裏シート
（１２０６）上に接着領域を形成するように、開口（１２０４）を通して裏シート（１２
０６）上に配置されてもよい。これらの変形例のうちの他のものでは、上シート内の開口
を通して露出されるコア部材の一部分は、定位置に放置されてもよく、上シート内の開口



(72) JP 2016-104357 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

を通して配置される接着材料は、裏シートの身体対面側およびコア部材の身体対面側に適
用されてもよい。例えば、図１２Ｂは、裏シート（１２０６）の身体対面側の一部分およ
びコア部材（１２０８）の身体対面側の一部分を露出するように、それを通る開口（１２
１４）を有する上シート（１２１２）を備える、本体ライナ（１２１０）の変形例の一部
分を示す。接着材料（図示せず）は、裏シートおよびコア部材上に接着領域を形成するよ
うに、裏シート（１２０６）およびコア部材（１２０８）の両方の上に配置されてもよい
。さらに他の変形例では（例えば、本体ライナが、上シートと、コア部材とを備える、変
形例では、または本体ライナが、上シートと、コア部材と、裏シートを備える、変形例で
は）、上シートの開口部は、コア部材の身体対面側の一部分のみを露出してもよい。これ
らの変形例では、接着材料は、コア部材上に接着材料を配置するように開口の中に配置さ
れてもよい。１つまたは複数の接着材料が、コア部材および／または裏シートの身体対面
側に接着領域を作成するように上シート内の開口部の中に配置されたとき、１つまたは複
数の接着材料はまた、開口の境界を越えて接着領域の面積を増加させるように、開口の周
囲で上シートに適用されてもよいことを理解されたい。
【０１８３】
　上記で説明される接着材料は、任意の好適な様式で本体ライナに取り付けられてもよい
。いくつかの変形例では、粘着テープが、接着領域の形態で本体ライナに取り付けられて
もよい。例えば、３ＭＴＭ　ＭＳＸ－６６７４Ｃ粘着テープは、テープの片側にアクリル
接着剤、およびテープの反対側に合成ゴム接着剤を有する、両面粘着テープを含んでもよ
い。ゴム接着剤は、本体ライナの身体対面表面に適用され、粘着テープをそこに取り付け
、かつ本体ライナの身体対面表面と反対にアクリル接着剤を位置決めして着用者の皮膚へ
の接着を可能にしてもよい。他の変形例では、接着剤は、熱溶解接着剤として適用されて
もよい。これらの変形例では、接着剤は、高温で本体ライナに適用されてもよく、かつ本
体ライナとの強力な結合を形成してもよい。接着剤が冷却するにつれて、接着剤の粘着性
は、上記で議論されるように、皮膚への接着に好適なレベルまで減少してもよい。他の変
形例では、接着剤は、（例えば、熱、紫外線、および／または電離エネルギー、それらの
組み合わせ、および同等物の印加によって）本体ライナに対して定位置に交差結合されて
もよい。
【０１８４】
　概して、本体ライナは、縦軸の両側に少なくとも１つの接着領域を備えるが、場合によ
っては、本明細書で説明される本体ライナは、縦軸の片側のみに接着領域を備えてもよい
ことを理解されたい。本体ライナが縦軸の両側に少なくとも１つの接着領域を備え、臀裂
の中への本体ライナの配置中に、本体ライナが縦軸に沿って折り畳まれたとき、（例えば
、トイレに座っている間の）臀部の分離によって、接着領域において本体ライナを引っ張
ってもよい。これは、臀部の分離中に接着領域間の本体ライナを平坦にし得、これは、依
然として本体ライナが肛門からの漏出物を捕捉することを可能にし得る。接着領域と臀部
との間の接着は、本体ライナを一時停止させ、本体ライナが定位置にとどまることを可能
にし得る。
【０１８５】
　本明細書で説明される接着領域は、任意の好適なサイズまたは形状を有してもよい。例
えば、いくつかの変形例では、接着領域は、円形または楕円形を有してもよい。図１３Ａ
は、本体ライナ（１３００）の縦軸（１３０４）の第１の側の第１の接着領域（１３０２
）と、縦軸（１３０４）の第２の側の第２の接着領域（１３０６）とを備える、本体ライ
ナ（１３００）の一部分の変形例を示す。そこで示されるように、第１（１３０２）およ
び第２の（１３０６）接着領域は、形状が円形であり得る。また、上記でさらに詳細に説
明されるように、標的点（１３１０）で縦軸（１３０４）に垂直に交差する横軸（１３０
８）も示されている。第１および第２の接着領域は、好ましくは、横軸（１３０８）を中
心とする。いくつかの変形例では、第１および第２の接着領域の両方は、横軸（１３０８
）に交差するが、第１および第２の接着領域のうちの少なくとも１つは、横軸（１３０８
）を中心としない。他の変形例では、第１および第２の接着領域の一方または両方は、横
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軸（１３０８）に交差しない。図１３Ｂは、図１３Ａに関して説明されるように、第１（
１３０２）および第２の（１３０６）円形接着領域を有する、チョウ形の本体ライナ（１
３８０）の変形例を示す。
【０１８６】
　本体ライナが円形の接着領域（図１３Ａに示される第１（１３０２）および第２の（１
３０６）接着領域等）を備える変形例では、接着領域は、任意の好適な直径を有してもよ
い。いくつかの変形例では、接着領域は、約０．６５ｃｍ以下の直径を有してもよい。他
の変形例では、接着領域は、約１．３ｃｍ以下の直径を有してもよい。２つの円形の接着
領域（縦軸（１３０４）の両側に１つ）を有するものとして図１３Ａに示されているが、
本体ライナは、本明細書の全体を通して説明されるような１つまたは複数の任意の形状を
有し得る、１つ以上の付加的な接着領域を含んでもよいことを理解されたい。
【０１８７】
　いくつかの変形例では、第１（１３０２）および第２の（１３０６）接着領域の一方ま
たは両方は、楕円形を有してもよい。これらの変形例では、楕円形の接着領域は、縦（１
３０４）および横（１３０８）軸に対して任意の好適な様式で配向されてもよい。いくつ
かの変形例では、楕円形の接着領域の長軸は、縦軸（１３０４）と平行であり得る。他の
変形例では、楕円形の接着領域の長軸は、縦軸に対して角度を成してもよい。これらの変
形例のうちのいくつかでは、楕円形の接着領域の長軸は、縦軸（１３０４）と垂直であり
得る（すなわち、楕円形の接着領域の長軸は、横軸（１３０８）と平行であり得る）。楕
円形の接着領域を含む、本明細書で説明される本体ライナの変形例では、楕円形の接着領
域は、任意の好適な寸法を有してもよい。例えば、いくつかの変形例では、楕円形の接着
領域は、約１．３ｃｍ以下の短軸を有してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは
、短軸は、約０．６５ｃｍ以下であってもよい。いくつかの変形例では、楕円形の接着領
域は、約３．８ｃｍ以下である長軸を有してもよい。これらの変形例のうちのいくつかで
は、長軸は、約３．２ｃｍ以下であってもよい。
【０１８８】
　いくつかの変形例では、本明細書で説明される本体ライナは、実質的に長方形の形状を
有する、１つ以上の接着領域を備えてもよい。例えば、図１４は、本体ライナ（１４００
）の縦軸（１４０４）の第１の側の第１の接着領域（１４０２）と、縦軸（１４０４）の
第２の側の第２の接着領域（１４０６）とを備える、本体ライナ（１４００）の一部分の
変形例を示す。そこで示されるように、第１（１４０２）および第２の（１４０６）接着
領域は、形状が長方形であり得る（但し、接着領域は、図１４に示されるように丸みを帯
びた角を有してもよいことを理解されたい）。また、上記でさらに詳細に説明されるよう
に、標的点（１４１０）で縦軸（１４０４）に垂直に交差する横軸（１４０８）も示され
ている。第１および第２の接着領域は、好ましくは、横軸（１４０８）を中心とする。い
くつかの変形例では、第１および第２の接着領域の両方は、横軸（１４０８）に交差する
が、第１および第２の接着領域のうちの少なくとも１つは、横軸（１４０８）を中心とし
ない。他の変形例では、第１および第２の接着領域の一方または両方は、横軸（１４０８
）に交差しない。
【０１８９】
　長方形の接着領域は、縦軸（１４０４）に沿った高さ（１４１２）、および横軸（１４
０８）に沿った幅（１４１４）を有してもよい。図１４に示される変形例では、高さ（１
４１２）は、その幅（１４１４）より大きくあり得る。これらの変形例は、縦軸（１４０
４）に沿った本体ライナの高さが、横軸（１４０８）に沿った本体ライナ（１４０８）の
幅より大きい、変形例において特定の有用性を見出し得る。高さ（１４１２）が幅（１４
１４）より大きいとき、長方形の接着領域は、任意の好適な高さ対幅比を有してもよい。
例えば、いくつかの変形例では、長方形の接着領域は、少なくとも約１．１である高さ対
幅比を有してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、高さ対幅比は、少なくとも
約２．５である。これらの変形例のうちのいくつかでは、高さ対幅比は、少なくとも約５
である。いくつかの変形例では、幅（１４１４）および高さ（１４１２）は、それぞれ、
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約０．６５ｃｍおよび約３．２ｃｍであってもよい。他の変形例では、幅（１４１４）お
よび高さ（１４１２）は、それぞれ、約１．３ｃｍおよび約３．２ｃｍであってもよい。
さらに他の変形例では、幅（１４１４）および高さ（１４１２）は、それぞれ、約０．９
５ｃｍおよび約３．５ｃｍであってもよい。
【０１９０】
　他の変形例では、長方形の接着領域は、その幅（１４１４）に等しい高さ（１４１２）
を有してもよい（すなわち、正方形である）。さらに他の変形例では、長方形の接着領域
は、その高さ（１４１２）より大きい幅（１４１４）を有してもよい。これらの変形例は
、本体ライナ（１４００）が、縦軸（１４０４）に沿った高さより大きい横軸（１４０８
）に沿った幅を有する変形例において、特定の有用性を見出し得る。高さ（１４１２）が
幅（１４１４）より大きいとき、長方形の接着領域は、任意の好適な幅対高さ比を有して
もよい。例えば、いくつかの変形例では、長方形の接着領域は、少なくとも約１．１であ
る幅対高さ比を有してもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、幅対高さ比は、少
なくとも約２．５である。これらの変形例のうちのいくつかでは、幅対高さ比は、少なく
とも約５である。いくつかの変形例では、高さ（１４１２）および幅（１４１４）は、そ
れぞれ、約０．６５ｃｍおよび約３．２ｃｍであってもよい。他の変形例では、高さ（１
４１２）および幅（１４１４）は、それぞれ、約１．３ｃｍおよび約３．２ｃｍであって
もよい。さらに他の変形例では、高さ（１４１２）および幅（１４１４）は、それぞれ、
約０．９５ｃｍおよび約３．５ｃｍであってもよい。
【０１９１】
　いくつかの変形例では、接着領域は、楕円形または円の弧区画であり得る、弧区画であ
る形状を有してもよい。図１７Ａは、本体ライナ（１７００）の縦軸（１７０４）の第１
の側の第１の接着領域（１７０２）と、縦軸（１７０４）の第２の側の第２の接着領域（
１７０６）とを備える、本体ライナ（１７００）の一部分の変形例を示す。また、上記で
さらに詳細に説明されるように、標的点（１７１０）で縦軸（１７０４）に垂直に交差す
る横軸（１７０８）も示されている。そこで示されるように、第１（１７０２）および第
２の（１７０６）接着領域のそれぞれは、内側曲率半径（１７１２）、外側曲率半径（１
７１４）、および厚さ（１７１６）を有する、弧区画であってもよい。いくつかの変形例
では、標的点（１７１０）は、内側曲率半径、外側曲率半径、または内側および外側曲率
半径の両方の曲率中心であってもよい。厚さ（１７１６）は、例えば、約０．６５ｃｍ、
約０．９５ｃｍ、または同等物等の任意の好適な値であってもよい。加えて、第１および
第２の接着領域の弧区画は、円および／または楕円形の任意の角度に対してもよい。いく
つかの変形例では、弧区画は、１８０度未満の角度に対してもよい。これらの変形例のう
ちのいくつかでは、弧区画は、１３５度未満の角度に対してもよい。これらの変形例のう
ちのいくつかでは、弧は、９０度未満の角度に対してもよい。これらの変形例のうちのい
くつかでは、弧は、４５度未満の角度に対してもよい。加えて、いくつかの変形例では、
内側曲率半径は、少なくとも約１ｃｍであってもよく、外側曲率半径は、約５ｃｍ以下で
あってもよい。図１７Ｂは、図１７Ａに関して上記で説明されるように、第１（１７０２
）および第２の（１７０６）接着領域を有する、チョウ形の本体ライナ（１７８０）の変
形例を示す。加えて、標的点（１７１０）に向かって湾曲するものとして図１７Ｂに示さ
れているが、接着領域の一方または両方は、標的点（１７１０）から離れて湾曲してもよ
いことを理解されたい。例えば、図１７Ｃは、第１（１７８４）および第２の（１７８６
）円弧形の接着領域を有する、本体ライナ（１７８１）の変形例を示し、接着領域は、標
的点（１７１０）から離れて湾曲してもよい。
【０１９２】
　本明細書で説明される本体ライナが、直上で説明されるもの等の１つ以上の接着領域を
備えるとき、本体ライナ上の標的点および／または本体ライナの縦および横軸に対して接
着領域の配置を制限することが望ましくあり得る。例えば、肛門を直接包囲する皮膚は、
高度に神経支配されており、この皮膚上の接着剤の配置によって、不必要な痛みまたは不
快感を引き起こし得る。したがって、肛門またはその付近に配置されるであろう標的点か



(75) JP 2016-104357 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

ら離れて最小距離で任意の接着領域を離間することが望ましくあり得る。例えば、いくつ
かの変形例では、本体ライナの接着領域はそれぞれ、本体ライナの標的点から少なくとも
１ｃｍ離間されてもよい。
【０１９３】
　加えて、または代替として、任意の接着領域が標的点のある距離内に位置決めされるよ
うに、本体ライナを構成することが望ましくあり得る。例えば、標的点が肛門またはその
付近に位置決めされたときに、接着領域が臀裂内にあることを確実にすることが望ましく
あり得る。加えて、臀部が臀裂の縁より肛門に近づいて肛門に対して移動する傾向がある
ため、肛門のより近くに接着領域を配置することにより、本体ライナの移動中に接着領域
の移動を低減させるであろう。例えば、いくつかの変形例では、本体ライナの接着領域の
それぞれは、標的点から約５．１ｃｍ以内に位置決めされてもよい。これらの変形例のう
ちのいくつかでは、本体ライナの接着領域のそれぞれは、標的点から約３．５ｃｍ以内に
位置決めされてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナの接着領域の
それぞれは、標的点から約３．２ｃｍ以内に位置決めされてもよい。
【０１９４】
　加えて、または代替として、任意の接着領域が本体ライナの縦軸を横断しないように、
本体ライナを構成することが望ましくあり得る。これは、着用者が、それぞれ、起立およ
び着席するときに、本体ライナが折り畳まれること、および平坦になることを可能にして
もよい。いくつかの変形例では、接着領域のそれぞれは、縦軸から少なくとも０．６５ｃ
ｍ離間されるように位置決めされてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、接着
領域のそれぞれは、縦軸から少なくとも１ｃｍ離間されるように位置決めされてもよい。
【０１９５】
　いくつかの変形例では、上記で説明される上記の配置場所のうちのいくつかまたは全て
は、１つ以上の接着域を画定するように組み合わせられてもよい。これらの変形例では、
本体ライナは、本体ライナの任意の接着域が接着域内に位置決めされる（例えば、接着域
の外側にはいかなる接着領域もない）ように構成されてもよい。例えば、図１８Ａは、縦
軸（１８０２）および標的点（１８０６）で縦軸（１８０２）に垂直に交差する横軸（１
８０４）を有する、本体ライナ（１８００）の変形例の一部分を示す。さらに、縦軸（１
８０２）の第１の側の第１の接着域（１８０８）、および縦軸（１８０６）の第２の側の
第２の接着域（１８１０）が示されている。そこで示されるように、第１および第２の接
着域は、内側曲線（１８１１）および外側曲線（１８１２）を有する、弧区画の形状を有
してもよく、縦軸（１８０６）から離れて距離（１８１４）に位置決めされてもよい。標
的点（１８０６）は、内側曲線（１８１１）および外側曲線（１８１２）の曲率中心であ
ってもよい。外側曲線（１８１２）の曲率半径は、接着領域が位置し得る、外側境界を表
してもよく、かつ任意の好適な値であってもよい。いくつかの変形例では、外側曲線（１
８１２）の曲率半径は、約５．１ｃｍ以下であってもよい。他の変形例では、外側曲線（
１８１２）の曲率半径は、約３．５ｃｍ以下であってもよい。さらに他の変形例では、外
側曲線（１８１２）の曲率半径は、約３．２ｃｍ以下であってもよい。同様に、内側曲線
（１８１１）の曲率半径は、接着領域の配置の内側境界を表してもよく、かつ任意の好適
な値であってもよい。いくつかの変形例では、内側曲線（１８１１）の曲率半径は、少な
くとも約１ｃｍであってもよい。接着域と縦軸（１８０２）との間の距離（１８１４）は
、任意の好適な値であってもよい。いくつかの変形例では、距離（１８１４）は、少なく
とも０．６５ｃｍであってもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、接着剤は、少
なくとも約１ｃｍであってもよい。図１８Ｂは、図１８Ａに関して説明されるように、第
１（１８０８）および第２の（１８１０）接着域を有する、チョウ形の本体ライナ（１８
８０）の変形例を示す。
【０１９６】
　折り目
　本明細書で説明される本体ライナが、少なくとも部分的に臀裂内に本体ライナを配置す
るように縦軸に沿って折り畳まれたとき、縦軸に沿った折り畳みを助長するように本体ラ
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イナを構成することが望ましくあり得る。いくつかの変形例では、本体ライナの縦軸に沿
った本体ライナの剛性を増加させることが望ましくあり得る。本体ライナの縦軸に沿った
剛性を増加させることによって、本体ライナは、縦軸を横断するか、または縦軸に対して
角度を成すよりもむしろ、縦軸に沿って折り畳まれる可能性が高い。加えて、縦軸の剛性
を増加させることにより、臀裂内の本体ライナの配置を促進してもよい。着用者が臀裂内
に本体ライナを押勢するために１本以上の指を使用するとき、縦軸の一部分に印加される
力が、剛性縦軸に沿って伝達されてもよく、これは、臀裂の基部のより近くに縦軸を押勢
するのに役立ち得る。
【０１９７】
　縦軸に沿った好ましい折り畳みは、任意の好適な様式で達成されてもよい。いくつかの
変形例では、本体ライナは、縦軸に沿って切れ目を付けられるか、または圧搾されてもよ
い。例えば、図１６Ａは、本体ライナ（１６００）を形成する材料に切れ目が付けられて
いる、縦軸（１６０４）に沿った折り線（１６０２）を有する、本体ライナ（１６００）
の変形例を示す。他の変形例では、折り線（１６０２）は、本体ライナを形成する材料が
縦軸に沿って圧搾されるか、または別様に圧縮される、縦軸に沿った圧搾線と置換されて
もよい。さらに他の変形例では、本体ライナは、圧搾線および折り線の両方を備えてもよ
い。単一の圧搾線（１６０２）を有するものとして図１６Ａに示されているが、本体ライ
ナ（１６００）は、任意の好適な数の折り線および／または圧搾線（例えば、１本、２本
、３本以上の折り線または圧搾線）を有してもよい。例えば、図１６Ｂは、本体ライナ（
１６０６）の縦軸（１６１０）に沿った３本の折り線（１６０８）を備える、本体ライナ
（１６０６）の別の変形例を示す。これらの変形例では、縦軸の両側で切れ目を付けるこ
と、および／または圧搾することにより、臀裂の中に配置されたときに肛門に対面するよ
うに、本体ライナの一部分を広げてもよい。場合によっては、より大きい幅が本体ライナ
の集群化または不快感をもたらし得るため、切り目を付ける、および／または圧搾する幅
を肛門の幅に限定することが望ましくあり得る。
【０１９８】
　障壁部材
　本明細書で説明される本体ライナが臀裂の中に配置され、肛門漏出物量が本体ライナに
接触するとき、重力は、下向きの方向に漏出物を引っ張る傾向があり得る。本体ライナが
（例えば、漏出物を脱水する流体吸収を介して）十分迅速に流体を不動化することができ
ない場合、肛門漏出物の量は、本体ライナに沿ってライナの正面に向かって進行し得、か
つライナの正面から流出し、それによって、汚れの問題を生じ得る。したがって、いくつ
かの変形例では、本明細書で説明される本体ライナは、本体ライナの正面に向かった漏出
物量の流動を制限し、減速し、または別様に防止するのに役立ち得る、１つ以上の特徴を
有するように構成されてもよい。
【０１９９】
　例えば、いくつかの変形例では、本体ライナは、障壁要素を備えてもよい。例えば、図
１５Ａは、第１の障壁要素（１５０２）および第２の障壁要素（１５０４）を備える、本
体ライナ（１５００）の変形例を示す。第１の障壁要素（１５０２）および第２の障壁要
素（１５０４）の両方を有するものとして図１５Ａに示されているが、本明細書で説明さ
れる本体ライナは、１つの障壁要素（例えば、障壁要素（１５０２）、障壁要素（１５０
４）、または別の好適な障壁要素のいずれか一方）を備えてもよく、または３つ以上の障
壁要素を備えてもよいことを理解されたい。
【０２００】
　本明細書で説明される本体ライナが障壁要素を含むとき、障壁要素は、本体ライナの隆
起部分を形成し、典型的には、本体ライナの身体対面側から離れて延在してもよい。障壁
要素は、流体が本体ライナに対して移動する際に（例えば、重力が本体ライナの正面に向
かって流体を引っ張るときに）流体流動に対する障壁を提供し、これは、肛門漏出物を吸
収するためのより多くの時間を本体ライナに与え得る。加えて、いくつかの変形例では、
障壁要素は、上記でさらに詳細に説明される材料等の１つ以上の流体吸収性材料から形成
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されてもよい。これらの変形例では、流体が障壁要素に接触するとき、障壁要素は、流体
流動に対する物理的障壁を提供してもよく、加えて、流体サンプルのうちの一部または全
てを吸収してもよい。
【０２０１】
　障壁要素は、任意の好適なサイズまたは形状を有してもよい。例えば、いくつかの変形
例では、障壁要素は、棒、曲線状の穴縁、または同等物として成形されてもよい。例えば
、図１５Ａに示される本体ライナ（１５００）の変形例では、第１の障壁要素（１５０２
）は、本体ライナ（１５００）の身体対面表面（１５０６）から延在し得る、曲線状の穴
縁を備えてもよい。いくつかの変形例では、第１の障壁要素（１５０２）の幅は、障壁要
素（１５０２）が本体ライナ（１５００）から離れて延在するにつれて先細になってもよ
い。また、図１５Ａに示されるように、第２の障壁要素（１５０４）は、身体対面表面（
１５０６）から延在し得る、棒構造を備えてもよい。いくつかの変形例では、第２の障壁
要素（１５０４）の幅は、障壁要素（１５０４）が本体ライナ（１５００）から離れて延
在するにつれて先細になってもよい。
【０２０２】
　図１５Ａに示される第１（１５０２）および第２の（１５０４）障壁要素は、本体ライ
ナ（１５００）の身体対面表面（１５０６）に取り付けられたものとして示されているが
、障壁要素は、任意の好適な様式で本体ライナに接続されてもよいことを理解されたい。
例えば、本体ライナが２つ以上のライナ層を備える変形例では、１つ以上の障壁要素は、
２つ以上のライナ層の間に位置決めされてもよい。例えば、本体ライナが、上シートと、
裏シートと、上シートと裏シートとの間に位置決めされるコア部材とを備える、変形例で
は、障壁は、上シートと裏シートとの間に位置決めされてもよい。場合によっては、障壁
はまた、上シートとコア部材との間に位置決めされてもよく、またはコア部材と裏シート
との間に位置決めされてもよい。さらに他の変形例では、障壁要素は、本体ライナのライ
ナ層と一体的に形成されてもよい。これらの変形例では、ライナ層の厚さは、障壁要素を
形成するように、その一部分において増加させられてもよい。本体ライナの任意の好適な
ライナ層（例えば、上シート、裏シート、コア部材、または同等物）が、障壁要素を伴っ
て形成されてもよい。
【０２０３】
　本体ライナが直上で説明されるような１つ以上の障壁要素を備えるとき、障壁要素は、
本体ライナに対して任意の好適な場所に位置決めされてもよい。いくつかの変形例では、
１つ以上の障壁要素は、本体ライナ上で標的点の前方に位置決めされてもよい。これらの
変形例では、本明細書の全体を通して説明されるように、標的点が肛門またはその付近に
位置決めされたとき、１つ以上の障壁要素は、本体の正面近くに位置決めされてもよい。
場合によっては、障壁要素は、肛門と生殖器（すなわち、陰嚢または膣）との間で着用者
の皮膚に接触するか、または別様にそれを圧迫し得る。この接触は、着用者に安心感を提
供し得、さらに、本体ライナが適正に位置決めされているという指示を提供し得る、安心
感を着用者に提供してもよい。肛門の前方に障壁要素を位置決めすることにより、着用者
が直立しているときに肛門漏出物の下向きおよび前方の移動を停止するのに役立ち得る。
例えば、図１５Ｂは、肛門（１５１２）またはその付近に本体ライナ（１５００）の標的
点（１５１０）を位置決めするように、少なくとも部分的に臀裂（１５０８）の中に位置
決めされた、図１５Ａに関して上記で説明される本体ライナ（１５００）を示す。第１（
１５０２）および第２の（１５０４）障壁部材が標的点（１５１０）の前方に位置決めさ
れるため、第１（１５０２）および第２の（１５０４）障壁部材は、肛門（１５１２）と
生殖器（１５１４）との間に位置決めされてもよい。いくつかの変形例では、１つ以上の
障壁要素は、標的点の後方に位置決めされてもよい。これらの変形例では、標的点が肛門
またはその付近に位置決めされたとき、標的点の後方に位置決めされる１つ以上の障壁要
素は、着用者が腹臥している場合に起こり得る肛門漏出物の流体の後方移動を停止するの
に役立ち得る。
【０２０４】
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　配置補助器具
　いくつかの変形例では、本体ライナは、少なくとも部分的に臀裂内に本体ライナを配置
する際に着用者を支援するように構成されてもよい。例えば、本体ライナが、上シートと
、裏シートと、その間に位置決めされるコア部材とを備える、いくつかの変形例では、本
体ライナは、コア部材の輪郭が上シートおよび／または裏シートを通して可視的であり得
るように構成されてもよい。例えば、いくつかの変形例では、上シートおよび／または裏
シートは、コア部材が視覚的に位置決めされ得るように、コア部材がそれを通して少なく
とも部分的に可視化され得るように構成されてもよい。いくつかの変形例では、コア部材
は、着色されてもよく、これは、コア部材の視覚的位置決めに寄与し得る。加えて、また
は代替として、上シートと裏シートとの間のコア部材の厚さは、コア部材の視覚的位置決
めを可能にする、本体ライナの厚さの変動を生成してもよい。着用者が視覚的に位置決め
可能なコア部材とともに本体ライナを配置しているとき、着用者は、１本以上の指をコア
部材の上に置いてもよく、かつ臀裂の中へ本体ライナ部材を前進させてもよい。着用者が
肛門に向かって自分の指を前進させる場合、着用者は、盲目的に（例えば、本体ライナ配
置の直接可視化を必要としない）、肛門またはその付近に標的点を位置決めするように肛
門の周囲でコア部材を中心に置いてもよい。
【０２０５】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、本体ライナの標的点を示し得る、１つ以上のマ
ーキングを備えてもよい。例えば、いくつかの変形例では、本体ライナの後表面は、本体
ライナの標的点に向かって指し示す矢印を備えてもよい。他の変形例では、本体ライナの
後表面は、本体ライナの標的点を中心にし得る、十字線、標的照準、または別の形状を備
えてもよい。さらに他の変形例では、本体ライナ上の標的点を示し得る１つ以上のパター
ンが、本体ライナの後表面にエンボス加工されてもよい。上記の変形例では、着用者は、
１本以上の指を（マーキングおよび／またはエンボス加工パターンによって示されるよう
な）標的点の上に置いてもよく、かつ肛門またはその付近に標的点を位置決めするように
臀裂の中へ本体ライナを前進させてもよい。
【０２０６】
　さらに他の変形例では、本体ライナは、上記でさらに詳細に説明されるように、１つ以
上の障壁部材または１つ以上の圧着域を備えてもよく、１つ以上の障壁部材または圧着域
は、触覚フィードバックを着用者に提供して本体ライナの適正な配置を示すように位置決
めされてもよい。例えば、本体ライナが少なくとも部分的に臀裂内に配置されたとき、１
つ以上の障壁部材または圧着域は、肛門と生殖器との間で着用者の皮膚に接触してもよく
、かつ本体ライナが適正に配置されていることをフィードバックしてもよい。
【０２０７】
　物質送達
　いくつかの変形例では、本体ライナは、１つ以上の化合物または組成物を含んでもよい
。いくつかの変形例では、本体ライナは、１つ以上のローションまたはスキンケア組成物
を含んでもよい。加えて、または代替として、本体ライナは、（例えば、本体ライナの皮
膚対面表面を介して）着用者の皮膚に送達され得る、活性剤（例えば、アロエ、グリセリ
ン、ポリジメチルシロキサン等のシリコン油、それらの組み合わせ、および同等物）であ
る１つ以上の薬剤を含んでもよい。加えて、または代替として、本体ライナは、ＡＢＬの
発生と関連付けられる臭気を最小限化し得る、１つ以上の防臭化合物を含んでもよい。
【０２０８】
　包装
　本明細書で説明される本体ライナは、任意の好適な様式で包装されてもよい。例えば、
いくつかの変形例では、本体ライナは、パウチまたはコンテナに包装されてもよい。場合
によっては、本体ライナは、個別に包装されてもよい（すなわち、パウチ／コンテナにつ
き１つの本体ライナ）。他の変形例では、複数の本体ライナが、ともに包装されてもよい
。例えば、いくつかの変形例では、複数の本体ライナは、個々の本体ライナが必要に応じ
て除去され得るように、剥離可能なコンテナ内に包装されてもよい。
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【０２０９】
　前述のように、本明細書で説明される本体ライナは、剥離ライナとともに包装されても
よい。剥離ライナは、本体ライナの１つ以上の接着領域を介して、一時的に本体ライナに
取り付けられてもよい。剥離ライナは、本体ライナと同一の形状であってもよく、または
本体ライナとは異なる形状であってもよい。剥離ライナは、単一の部品として構成されて
もよく、または２つ以上の別個の部品として構成されてもよい。
【０２１０】
　いくつかの変形例では、本体ライナは、剥離ライナを伴わずに包装されてもよい。これ
らの変形例のうちのいくつかでは、包装の一部分が、剥離ライナの役割を果たしてもよい
。具体的には、いくつかの変形例では、１つ以上の接着領域を有する本体ライナは、接着
領域のうちの１つ以上を介して、包装の１つ以上の部分に剥離可能に取り付けられてもよ
い。これらの変形例では、包装は、本体ライナへのアクセスを提供するように開放されて
もよく、本体ライナは、接着領域を暴露するように包装から剥がされるか、または別様に
除去されてもよい。
【０２１１】
　本明細書で説明される本体ライナは、商品化計画の中で提供されてもよい。アレイは、
異なる物理的特性を有するユーザのための一連の本体ライナ構成を備えてもよい。物理的
特性は、例えば、腰サイズ、ドレスサイズ、または下着サイズ等の任意の好適な特性であ
ってもよい。アレイは、女性ユーザのための第１の一連の本体ライナ構成を備えてもよい
。加えて、または代替として、アレイは、男性ユーザのための第２の一連の本体ライナ構
成を備えてもよい。各本体ライナ構成は、その特定の本体ライナ構成の意図したユーザを
識別するように、包装上に配置された（図形および／またはテキストベースの）指標を有
してもよい。消費者は、消費者の必要性のために適切な本体ライナ構成を選択するように
指標を使用してもよい。
【０２１２】
　概して、一連の本体ライナ構成は、異なるサイズを有する本体ライナを備える。上述の
ように、本体ライナがその中に位置決めされたときに、本体ライナが少なくとも部分的に
臀裂から延在することが望ましくあり得る。したがって、ユーザの臀裂のサイズが変化す
ると、それに応じて、本体ライナのサイズは、本体ライナの回収部分を提供するように変
更されてもよい。臀裂のサイズが、ユーザのドレスサイズ、腰サイズ、および／または下
着サイズ等のユーザの１つ以上の物理的特性に少なくとも部分的に依存し得るため、異な
るドレス、腰、および／または下着サイズを有する、ユーザのための異なるサイズの本体
ライナを提供することにより、ユーザが、そのユーザのために適正にサイズを合わせられ
るであろう本体ライナを選択することを可能にし得る。例えば、いくつかの変形例では、
一連の本体ライナ構成は、第１の範囲のドレスサイズを有するユーザのための第１の本体
ライナ構成と、第２の範囲のドレスサイズを有するユーザのための第２の本体ライナ構成
とを備えてもよい。例えば、第１の範囲のドレスサイズは、ドレスサイズ１２以下であっ
てもよく、第２の範囲のドレスサイズは、１２より大きくあり得、第１の本体ライナ構成
は、第１のサイズを有してもよく、第２の本体ライナ構成は、第２のサイズを有してもよ
い。他の変形例では、一連の本体ライナ構成は、第１の範囲の腰サイズを有するユーザの
ための第１の本体ライナ構成と、第２の範囲の腰サイズを有するユーザのための第２の本
体ライナ構成とを備えてもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、アレイは、男性
および女性ユーザの両方のための一連の本体ライナ構成を備えてもよい。例えば、アレイ
は、第１の範囲の腰サイズを有する男性ユーザのための第１の本体ライナ構成、および第
２の範囲の腰サイズを有する男性ユーザのための第２の本体ライナ構成、第３の範囲の腰
サイズを有する女性ユーザのための第３の本体ライナ構成、および第４の範囲の腰サイズ
を有する女性ユーザのための第４の本体ライナ構成を有してもよい。さらに他の変形例で
は、アレイは、第１の下着サイズを有するユーザのための第１の本体ライナ構成、および
第２の下着サイズを有するユーザのための第２の本体ライナ構成を有する、一連の本体ラ
イナを備えてもよい。一連の構成はさらに、第３の下着サイズを有するユーザのための第
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３の本体ライナ構成を備えてもよい。
【０２１３】
　方法
　前述のように、本明細書で説明される本体ライナは、便失禁に使用されてもよい。概し
て、本明細書で説明される方法は、少なくとも部分的に臀裂の中に上記で説明される本体
ライナのうちの１つを配置するステップを含んでもよい。いくつかの変形例では、少なく
とも部分的に臀裂の中に本体ライナを配置するステップは、縦軸に沿って本体ライナを折
り畳むステップを含んでもよく、かつ肛門またはその付近に標的点を位置決めするステッ
プを含んでもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、肛門の約２ｃｍ以内に標的点
を配置することが望ましくあり得る。
【０２１４】
　いくつかの変形例では、少なくとも部分的に臀裂内に本体ライナを配置するステップは
、本体ライナの少なくとも一部分が臀裂から外へ延在するように、本体ライナを位置決め
するステップを含んでもよい。これらの変形例のうちのいくつかでは、臀裂から外へ延在
する本体ライナの少なくとも一部分は、臀裂の少なくとも約１ｃｍに延在してもよい。い
くつかの変形例では、本体ライナは、本体ライナの少なくとも一部分が臀裂から外へ延在
するように、および臀裂から外へ延在する任意の部分が臀裂から外へ約２．５ｃｍ未満で
延在するように、配置されてもよい。
【０２１５】
　いくつかの変形例では、少なくとも部分的に臀裂内に本体ライナを配置するステップは
、臀部の皮膚に接触して本体ライナの身体対面表面を配置するステップを含んでもよい。
これらの変形例のうちのいくつかでは、本体ライナは、本体ライナの身体対面表面上に１
つ以上の接着領域を備えてもよく、臀部の皮膚に接触して本体ライナの身体対面表面を配
置するステップは、１つ以上の接着領域を介して身体対面表面を臀部の皮膚に接着するス
テップを含んでもよい。接着領域は、上記でさらに詳細に説明されるような任意の好適な
接着領域であってもよい。
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